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平成29年第１回久米島町議会定例会 会期日程

開 会 平成29年３月８日（水）
会期21日間

閉 会 平成29年３月28日（水）

月 日 曜日 会議別 開議時刻 摘 要

○ 開会
○ 会議録署名議員の指名
○ 会期の決定

３月８日 水 本 会 議 午前10時 ○ 議長諸般の報告
○ 町長施政方針
○ 議案審議

議案第１号 議案第６号 議案第７号
議案第８号 議案第９号 議案第10号
議案第11号 議案第12号 議案第13号
議案第14号 議案第15号 議案第16号
議案第17号 議案第18号 議案第19号

○ 散会
○ 開議
○ 会議録署名議員の指名
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○ 会議録署名議員の指名
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。３月定例会の開会に

先立ち一言ご挨拶申し上げます。

本定例会は町長の施政方針をはじめ平成29

年度の当初予算を審議する重要な議会であり

ます。

執行部におかれましては、議会運営及び議

会審議が円滑に行われますよう議案等の説明

にあたっては関係資料等を十分準備して臨ん

でいただきたいと思います。

各議員におかれましては、本会議において

十分審議を尽くされ適正妥当な決議に達せら

れますようお願申し上げまして開会のあいさ

つとといたします。

ただいまから平成29年第１回久米島町議会

定例会を開会します。

日程に入る前に報告します。本日儀間さん

から、議会傍聴の申し出がありましたので許

可しました。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、議席７番仲村昌慧議員と

議席８番喜久里猛議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日３月８日から３月

28日までの21日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

３月８日から３月28日までの21日間に決定し

ました。

なお、会期中の会議予定につきましては、

お手元に配布した会期日程のとおりご了承願

います。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 幸地猛

日程第３、次に12月定例会から本日までの

議長諸般の報告を行います。

議長の会務報告はお手元に配布してある会

務報告のとおりであります。

例月現金出納報告については、地方自治法

第235条の２第３項の規定により、平成28年1

2月分、平成29年１月分の例月現金出納報告

が提出されております。議会事務局に配布し、

閲覧できるようにしてあります。以上で議長

諸般の報告を終わります。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 幸地猛

日程第４、平成29年度町長の施政方針を行

います。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。平成29年度と施政方

針を申し上げます。資料の１ページをお開き
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ください。

はじめに

平成29年３月定例議会の開会にあたり、町

政運営に対する私の所信を申し上げ、議員の

皆様並びに町民の皆様のご理解とご協力を賜

りたいと存じます。

私は多くの町民のご信託を賜り、久米島町

長に就任しましてからまもなく、３年を終わ

ろうとしています。

町民からの切実な声に真摯に向き合い、直

実に行政運営を進めてまいりましたが今年度

も第２次総合計画の将来像「夢つむぐ島」・

島人みんなで織り上げる未来の実現に向け、

様々な施策をスピ－ド感を持って進めて参り

ます。

さて、国の経済状況は、長く続いたデフレ

からの脱却を目指し、経済の再生を最優先課

題と位置づけ、「一億総活躍社会」の実現を

目指し、大胆な金融施策、機動的な財政対策、

民間投資を喚起する成長戦略を柱とする経済

財政政策を推進した結果、雇用・所得環境の

改善傾向が続いていますが、その効果が地方

に及んでいるかと言えば、その実感は薄く、

地方の経済環境は厳しい状況であります。国

はさらに「新･三本の矢」を放ち、少子高齢

化という構造問題に真正面から立ち向かい、

成長と分配の好循環の実現に向け、取り組ん

でいます。

沖縄の経済については、外国人観光客の急

増、沖縄へ立地したＩＴ関連企業数の順調な

推移、那覇空港の国際貨物取扱量の飛躍的な

増加等、沖縄振興の成果が実感できる形で現

れております。23年ぶりに失業率３％台を達

成するなど雇用情勢も確実に改善しておりま

す。

2017年は、こうした沖縄振興の良好な流れ

をより一層加速させるため、「沖縄21世紀ビ

ジョン基本計画」の後期期間のスタートとな

る重要な年となります。那覇空港の整備促進

をはじめ、空港・港湾の物流強化、増大する

クルーズ船需要に対応する港湾整備や、観光

振興に資する大型ＭＩＣＥ施設等のインフラ

整備、全ての人が安心して豊かに暮らす事が

出来る社会の実現に向けて、地域医療の充実、

子どもの貧困、待機児童への対応など、医療

・福祉の充実にも力を入れています。

また、沖縄全体の底上げを図るためには、

県としては離島の振興が不可欠であるとし、

「離島力の向上」を図り、「ダイヤモンドの

ように輝く離島の力」を発揮することにより、

沖縄全体のソフトパワーで沖縄の未来を築い

ていく必要があるとしています。

このような状況下、本町においては、海洋

深層水などの自然資源を活用したまちづくり

「久米島モデル」の実現を、「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」の核となる重要プロジ

ェクトとして位置づけ、平成29年度も引き続

き「国際海洋資源・エネルギー利活用コンソ

ーシアム」と密接に連携しながら各種関連施

策を推進して参ります。また、海洋エネルギ

ー推進に関しては、毎年ハワイ郡と交互にワ

ークショップを開催していますが、次世代育

成のための高校生教育交流に加えて、本年は

産業面の交流を実施して参ります。

これまでの概念にとらわれることなく、柔

軟な発想と向上心をもって、その持てる能力

を最大限に発揮し、行政運営に力を注いで参

ります。

以上の基本的な方針に基づき、平成29年度

に実施する施策についてその骨子を申し述べ
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て参ります。

１．総合計画の推進

久米島町第２次総合計画の最大のテーマは

人口減少対策です。

急速な人口減少への対応に向け、農林水産

業や観光産業の振興をはじめ、新たな産業の

創出、子育て環境の充実や若年層の雇用創出

など早急な対応が求められており、久米島の

豊かな自然、歴史、文化、伝統等を大事にし

ながら、未来を担う世代を育成していくこと

が私の使命であると考えております。

昨年６月より、「全ての世代が活き活きと

将来にわたり暮らせる島」「人を惹き付ける

島」を目指す体制の整備として、移住定住促

進窓口「久米島 島ぐらしコンシェルジュ」

を設置しました。しごと・住まい・子育てに

関する情報の収集・発信や移住相談などを行

いながら課題に向き合っています。

本計画の実現に向けて様々な課題に対応し

ていくためには町民・事業者・行政が「ひと

つ」になり総力戦で取り組まなくてはなりま

せん。それぞれが「自分ごと」として捉え、

既存組織の枠を超え今一歩踏み込んだ取組が

促進されるよう引き続き推進体制の充実を図

ります。

２． 産業の振興

（１）農業の振興

農業については、農業従事者の高齢化に伴

い、担い手不足の問題など経営が大変厳しい

状況にあります。現状を打開するためには、

国の農業政策である青年就農給付金事業の活

用により、担い手育成を積極的に進めて参り

ます。

また、農地中間管理事業により、担い手に

農地集積を進めていくと同時に栽培技術や経

営能力の向上など、関係機関との連携強化を

図りながら課題解決に取組んで参ります。

さらに、地域で生産された農林水産物を加

工し、付加価値を付けて販売する６次産業化

に積極的に取り組み地域の活性化に努めて参

ります。

次に個別施策について申し上げます。

さとうきびの振興については、「さとうき

び農業機械等リース支援事業」、「さとうき

び安定生産対策事業」によりハーベスター及

び株出管理作業機械を導入し、刈り取り・肥

培管理の機械化を推進します。

さらに「さとうきび優良種苗安定確保事業」

により、優良種苗の確保及び農家への普及を

図ります。また、町単独事業により、さとう

きび振興協議会の支援、干ばつ・灌水対策事

業、さとうきび共済掛金助成事業、さとうき

び病害虫防除事業等によりさとうきびの振興

を図って参ります。

甘しょについては、一昨年、沖縄県知事か

ら拠点産地の認定を受け、生産拡大につなが

っております。甘しょ加工施設の稼働により、

甘しょの更なる生産振興を図るとともに「甘

しょ優良種苗普及事業」により優良種苗を確

保し、農家への普及と生産拡大を図ります。

また、イモゾウムシの早期根絶を目指して薬

剤の助成を行って参ります。

花卉の振興につきましては、沖縄県花卉園

芸農業協同組合と連携し、生産振興を図って

参ります。

また、新たにかぼちゃの生産出荷が伸びて

きており、今後沖縄県の拠点産地認定に向け

て生産者と一緒に取り組んでおりますので、

久米島町かぼちゃ産地協議会を中心に生産振

興を図って参ります。
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畜産については全国的に肉用牛取引価格の

上昇が続き、生産意欲が高まっています。前

年度に引き続き沖縄県の「畜産担い手育成事

業」により畜舎、草地等の整備を図り、母牛

の増頭に取り組くむとともに「優良雌牛導入

事業」により母牛の増頭及び品質向上に取り

組んで参ります。

町単独事業としては「繁殖雌牛共済掛金助

成事業」「優良雌牛自家保留支援事業」など

により、引き続き畜産振興に取り組んでまい

ります。なお、第11回全国和牛能力共進会が

９月に宮城県で開催されますので、前回の長

崎大会以上の成績を目指し、県とＪＡ及び関

係団体と連携しながら、生産者と一体となっ

て取り組んで参ります。

（２）水産業の振興

漁業については、農業と並び、島の基幹産

業であり、次の施策により漁業振興に取り組

んで参ります。

久米島町の水産業は、「久米島町第一次総

合計画」に基づき、漁業環境復旧･保全、栽

培漁業の推進、漁業生産基盤の整備、島の条

件に適合する流通体制の整備、漁業経営者の

育成・確保、防災・緊急体制の拡充などを推

進してきました。また、「浮漁礁整備事業」

により、中層浮漁礁の整備や平成２７年度に

整備した水産加工処理施設及び海業支援施

設により、マグロ及びモズクを中心とした水

産物の加工品を生産、販売することで、水産

業の振興発展、漁業従事者の経営安定と所得

向上を図ります。さらに、観光産業と連携を

強化し、相乗効果を創出していくことで、久

米島町の水産業の活性化を図って参ります。

（３）商工業の振興

本町の商工業は、経営者の高齢化に伴う事

業縮小、また沖縄本島の大型ショッピングセ

ンターへの顧客流出やインターネット通販な

ど社会経済状況が変化する中で商業を取り巻

く環境は厳しさを増していることから、久米

島商工会と連携を図りながら製造業の活性化

や「久米島特産品販路開拓事業」を通して販

売拡大に取り組んで参ります。

また、有望な地域資源である海洋深層水の

新たな事業展開については、久米島海洋深層

水協議会との連携を図りながら海洋深層水関

連商品の「ふるさと名物応援宣言」を行い、

ブランドの育成・強化を図ってまいります。

久米島紬の振興については、久米島紬事業

協同組合と連携しながら、久米島紬の伝統的

な技法を継承する後継者の育成をはじめ、国

指定重要無形文化財のブランドの維持や消費

者ニーズに合った商品開発による販路拡大、

販売促進など支援を行って参ります。

（４） 観光産業の振興

観光は個人のライフスタイルの変化によ

り、画一された団体旅行よりも家族や友人・

知人と出かける個人や小グループ化が進み、

さらにインターネットの発達により個人の興

味、関心にあわせて旅行内容が多用化するな

か、ニーズにあった新しい旅行プログラムが

求められており、久米島の豊かな自然と伝統

文化など多くの優れた観光資源を活かした着

地型観光商品の充実・開発による着地型観光

の強化をはじめ、修学旅行の誘致など久米島

町観光協会の取り組みを支援して参ります。

久米島観光において課題となる知名度不足

の解消、誘客の拡大については、テレビやＷ

ＥＢ等メディアの積極的な活用により久米島

の魅力を全国に発信し、誘客に努めます。

また、野球や陸上競技、その他スポーツ合
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宿誘致については、久米島町スポーツコンベ

ンション協議会を中心に関係団体と連携を図

りながら取り組みます。

久米島町観光振興計画の展開により、平成

27年度には観光入込客数10万人を突破しまし

たが、平成28年度も目標人数を上回ることが

見込まれることからも、平成29年度において

も積極的な観光振興に取り組んで参ります。

さらに、久米島観光の将来像を構築するこ

とを目的に、観光地域形成促進地域に指定さ

れるイーフ地区及び周辺地域の観光リゾート

振興に関する基本計画を策定し、計画的なリ

ゾート地の形成に取り組んで参ります。

（５） 交通の確保

離島を結ぶ航路、航空路は、住民及び交流

人口にとって重要な交通手段であり、物流、

観光、産業活動に欠くことのできない大きな

役割を果たしています。

特に、航空路線は利用度の高い交通手段と

なっていることから定期路線の維持・確保及

びジェット便の増便等、輸送体制の拡充、利

便性の向上について沖縄県や航空会社に求め

てまいります。また、那覇－久米島の航空運

賃については、交流人口の拡大を図る目的で

沖縄県が実施する「球美の島交流促進事業」

により那覇発運賃の低減が図られております

が、引き続き割引の拡充について求めて参り

ます。

フェリーの往復乗船券における利用期間に

ついては、これまでの２週間から１ヶ月への

期間延長、さらに沖縄県が行う沖縄離島住民

等コスト負担軽減事業における片道運賃の割

引適用についても求めて参ります。

町営バスにつきましては、町民の通学・買

物・通院など重要な生活交通路線となってお

り、また、島を訪れる観光客などにとっても

欠かせない交通手段として重要な役割を担っ

ており安全運行の維持・確保に努めます。特

に、70歳以上の高齢者の町民を対象に運賃無

料化を継続し、外出支援を継続して参ります。

３．教育・文化の振興

久米島町の明るい未来をつくるためには、

人づくりが最も重要だと考えており、小中学

校の学力向上に向けた教育環境整備に積極的

に取り組んで参ります。久米島高校の魅力化

事業の一つとして、島外からの留学生を受け

入れていますが、昨年県内の市町村では初め

ての町営の久米島町地域支援交流学習センタ

ーが完成し、13名の離島留学生を受け入れる

事ができました。離島留学生と地元の生徒及

び地域との交流を通じて、お互いに刺激し合

う環境づくりが可能となりました。

また、社会教育においては「学びの拠点」

「読書環境の整備」をめざして、図書館機能

を備えた複合型防災・生涯学習機能施設の建

設に引き続き取組みます。

（１）学校教育の充実

学校教育に求められるのは、変動の激しい

21世紀を力強く、逞しく生き抜く「生きる力」

を全ての子ども達に育むことにあります。「生

きる力」を育むとは、「知・徳・体」調和の

とれた子どもの育成だと考えます。その中で

も、教育委員会では、本町の教育の大きな課

題である『学力の向上』を基軸として、子ど

も達一人一人に確かな学力を身に付けさせる

ような取り組みを推進して参ります。

学力向上の取り組みとして小学校では昨年

度も、国語、算数を合わせた総合正答率で、

目標である全国平均を上回ることができまし

た。今年度も、その結果を継続できるような



- 8 -

取組を行っていきます。中学校は国語、数学

を合わせた総合正答率で県平均を超えること

などを目標とし、取り組んでまいります。

これらの目標を実現するためにも、全小中

学校で具体的で実践的な助言のできる専門家

を招聘し、教師の授業力の向上のための研修

会を実施します。また、基礎学力向上学習支

援員を、今年度も小学校３名、中学校の２校

にそれぞれ２名、合計７名配置し、基礎的な

学力の定着を図ってまいります。さらに、昨

年度２中学校に配布した国語、数学、社会科、

理科、英語５教科のデジタル教科書及びタブ

レットなどのＩＣＴ機器を積極的に活用し、

学力の向上を図ります。

教育活動の中では、人、自然、伝統文化な

ど、地域の豊かな教育資源を活用することに

より、久米島の良さを知り、ふるさとに誇り

を持てるような子ども達の育成に努めて参り

ます。

幼稚園においては、仲里幼稚園と清水幼稚

園の２園に統廃合され、園児数のバランス格

差に起因する保育内容や安全面などに対する

課題の解決が図られつつあります。今年度も、

安全で充実した保育が実施できるようきめ細

かな支援を推進してまいります。また、預か

り保育については、仲里幼稚園、清水幼稚園

において、これまで通りその充実に努めて参

ります。

（２）生涯学習の振興

生涯学習の充実を図るため、ヤングフェス

ティバルや新春書道展、また各種講座・体験

活動事業等を展開し、幼児から高齢者に至る

まで町民が生き生きと学習活動ができるよう

支援して参ります。

また、念願である図書館建設については、

町民の「学びの拠点」を念頭に置きつつ、「第

２次久米島町総合計画」の策定にあたり町民

より寄せられた声を十分反映させた複合・多

機能施設としての建設・整備に取り組みま

す。

さらに、交流事業として、新潟県十日町市

とのなかさと交流、佐賀市と久米島町の中学

生交流、海外ホームスティ事業を継続実施し、

児童・生徒の視野を広めるとともに将来の久

米島を担う人材育成に向けて取り組んで参り

ます。

社会体育については、町民の健康・体力増

進を図るため、久米島町体育協会などの団体

と連携を図りながら町民運動会やふれあい駅

伝、水泳教室などの各種体育行事を実施して

参ります。また、久米島中体連行事としても

実施されている伝統競技の沖縄角力の保存、

継承を図るため沖縄角力協会久米島支部と連

携を図って参ります。

（３）文化の振興

文化振興について、伝統芸能や民族芸能の

保存・継承を図るため、久米島町文化協会や

久米島町民俗芸能保存会との連携を図りなが

ら充実発展に努めるとともに書道展の開催に

ついて引き続き支援して参ります。

文化財及び博物館については、具志川城跡

石積・天后宮修復工事、五枝の松・宇根・兼

城・南謝門のコバテイシ等の天然記念物樹勢

回復事業などを行い保護、活用に取り組んで

参ります。

博物館については、常設展示を中心に企画

展・特別展・講演会・イベントの開催、文化

財管理とともに久米島の文化を発信し、引き

続き運営に傾注して参ります。

また、久米島ホタル館については、環境学
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習・自然学習の拠点として効果的な利活用を

図ります。

（４）学校給食

学校給食センターでは、児童･生徒が食に

関する正しい知識と望ましい食習慣を身につ

けることができるよう、積極的に食育の推進

に取り組んでいくとともに「安全・安心・美

味しい給食」の提供に努めて参ります。また、

地産地消の拡大に向けて関係機関と連携を図

りながら、地元産の食材を学校給食に活用で

きるよう取り組んで参ります。

４．福祉の充実

町民福祉につきましては、保健・医療・福

祉サービスの連携による地域福祉の充実を図

り、すべての町民が安心して健やかに暮らせ

る福祉のまちづくりに積極的に取り組んで参

ります。

（１）母子保健・児童福祉

本町に於いても、子育てに関する様々なニ

ーズも高まっているなかで、安心して子育て

ができる環境づくりが求められています。子

育て支援を強化し少子化に歯止めをかけるに

は「子ども・子育て新制度」に対応した取り

組みが重要となっており体制強化も含めて課

題解決に向けた取り組みを実施いたします。

また、待機児童対策として新たに家庭的保

育事業を実施すると共に認可保育園の定員見

直しによる量的整備を進めながら病児保育の

早期実施など保育の質の向上に取り組んで参

ります。

新たな試みとして、５歳児発達相談を実施

します。３歳児検診以降から幼稚園での就学

時健診までの間、それぞれの児童の特性を確

認し、支援へつなげる場が現在はありません。

そこで「育てにくい・何か気になる」など気

づきの場、気づきを深める場として５歳児発

達相談を行い、個別相談や発達検査を行うこ

とで療育などの必要な支援につなげていきま

す。

（２）健康づくり

町民の健康状態を改善する取り組みとして

実施している健康増進施設「ＳＭＡＰ」（ス

マップ）を中心に運動習慣の定着を図るため

個人はもちろん町内の事業者と連携して内容

を充実させ利用者を増やすよう取り組みま

す。

子ども健診の実施及び事後経過観察を学校

と連携して対象者を支援し健診異常率の改善

を図ります。

また、特定健診の受診率向上の取り組みと

しては前年度より実施した特定健診受診率向

上対策委員による未受診者への戸別訪問調査

の分析を行い、個別受診勧奨を促すことや広

報活動などに取り組みます。さらに、難病や

特定疾患患者に対する渡航費の助成対象者の

範囲を一部妊婦健診、不妊治療患者への拡充

も図ります。

（３）高齢者福祉

本町でも高齢化率の伸びと共に単身や夫婦

のみの高齢者世帯が増加傾向にあり、それに

伴い認知症の高齢者も増加してきており、今

後も増加が見込まれます。多様化する高齢者

のニーズに応えるためにも地域包括ケアシス

テムの構築に向けた取り組み強化が必要とな

っており、国の基本指針に基づき介護予防訪

問介護、介護予防通所介護の総合事業への移

行などの取組みを強化しながら、認知症対策

及び在宅医療・介護連携推進事業にも取り組

んで参ります。

（４）障害者福祉
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地域における障害のある人の社会参加の機

会の確保や自立した生活が送れるような共生

社会の実現が求められています。引き続き「障

害者基幹相談支援センター」や「就労継続支

援（Ｂ型）」事業所との連携により障害者の

自立支援に取り組んで参ります。また、本町

では障害者に対する居住系サービスの不足か

ら島外でのサービス利用を余儀なくされてい

る状況にある事から、島内でのサービス利用

が出来るような支援を図って参ります。

（５）生活困窮者対策

生活困窮者等への支援としては困窮者の自

立促進を目的に、社会福祉協議会と連携し、

就労支援等に取り組んで参ります。

５．環境保全と地域美化

豊かな自然環境の中で、快適で潤いのある

活気に満ちた生活を営むことは全町民の願い

であります。先人たちから守り継がれてきた

久米島町の豊かな自然環境を保全していくた

めに、自然保護思想の普及に努め意識の高揚

を図って参ります。

（１）ゴミ対策

ゴミ排出量の推移は、可燃収集ゴミは減少

傾向にあるものの一般廃棄物については、大

量生産、大量消費、大量廃棄という浪費型の

生活状況にあります。ごみの分け方、出し方

に対する住民意識の啓発やリサイクルシステ

ムの構築を積極的に取り組み、ゴミ分別を徹

底的に行うよう指導強化して参ります。また、

ゴミの不法投棄に関しましては、引き続き不

法投棄監視員を配置し監視するとともに、役

場、区長会、警察が連携した対応に努めます。

漂着ゴミは、ボランティアによる除去活動

を推進するとともに、沖縄県海岸漂着物地域

対策推進事業を活用し漂着物を回収、調査、

環境教育活動に向けて取り組みます。

（２）環境美化・赤土流出対策

住みよい環境づくりのため、引き続きＮＰ

Ｏ法人と連携し地域住民・ボランティア団体

に草花の苗を提供し花づくりに取組やすい環

境を構築し緑化推進の意識向上を図ります。

町道や公園、観光地施設等については、継

続して除草や花木の植栽を行い快適な生活環

境の整備に取り組みます。

また、環境保全において大きな問題である

赤土流出については、南部保健所など関係機

関と連携・協力しながら引き続き監視体制及

び防止対策の強化を図って参ります。

６．生活基盤の整備

町民の生活・福祉の向上及び産業振興の基

盤となる町道、農道、漁港などの整備を積極

的に進めると同時に県で実施しております県

道整備、港湾整備、河川整備、かんがい排水

及び水質保全事業についても積極的に取り組

んで参ります。また、安心して使える水を確

保・供給するとともに環境に配慮した上下水

道整備を推進して参ります。

（１） 町道整備

継続事業の久米島縦断線道路改良工事及び

大原下線道路改良工事の早期完了に努めてま

いります。また、平成28年度に採択されまし

た比嘉２号線の道路改良工事の整備を進めて

参ります。

老朽化が進んでいる道路につきましては道

路施設老朽化対策点検調査の結果に基づき補

修改修の実施に向け取り組むと共に、橋梁等

についても点検を実施し長寿命化に努めてま

いります。また、未整備道路の整備にも鋭意

取り組んで参ります。

（２）農業基盤整備
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継続事業である農業基盤整備促進事業によ

り、農道及び排水路の生産基盤整備を進めて

まいります。また、県営及び団体営水質保全

対策事業により、ほ場内の勾配修正・排水路

・沈砂地などの整備を推進し、農地からの赤

土流出を防止して海岸環境の保全に努めて参

ります。今後も農業基盤整備促進事業や水質

保全対策事業及びかんがい排水事業の未整備

地区の新規採択に向け鋭意取り組んで参りま

す。

（３）漁港の整備

漁港整備については、継続事業である「水

産物供給基盤機能保全事業」により老朽化し

た漁港の補修改修に取り組んで参ります。

また、鳥島･儀間漁港の漁業従事者の安全

確保と就労環境の改善を図るための長期計画

に向けて取り組んで参ります。

（４）上下水道事業

平成26年度に山城浄水場系の儀間ダムが完

成し、安心・安全な水をより安定的に供給す

ることが可能となりました。上水道整備基本

計画に基づき、施設整備を計画的に進めて参

ります。下水道事業については、イーフ・清

水浄化センターの機能維持を図るために長寿

命化事業を引き続き実施して参ります。さら

に未普及対策事業により真我里、銭田、山城、

儀間、嘉手苅地区の下水道整備推進を図ると

ともに接続率の向上に向けて取組み強化を図

って参ります。また、上下水道使用料収納率

向上についても、引き続き収納取組みの強化

を図って参ります。

（５）公園の整備

公園整備の充実を図るため、旧久米島中学

校運動場にパークゴルフ場、コンビネーショ

ン遊具、３オン３バスケットコート、休憩施

設、東屋等を整備し家族、親子でも楽しめる

公園整備が着工します。

また、だるま山公園、球美の島緑化公園に

おいて、クメノサクラ・椿・ツツジ等の花木

を植栽し自然的公園造りに取り組み町民の憩

いの場づくりに努めて参ります。

（６）火葬場、葬祭場、墓地公園の新設

平成29年度は、火葬場、葬祭場の建築に着

手します。火葬から告別式までの一連の葬儀

を執り行うことが出来る火葬場と葬祭場を併

設した施設を整備することにより、安心した

生活環境を提供できるものと考えています。

また、墓地公園の整備により墓地の集約化

を図り、永代供養型納骨堂の建設整備をする

事により墓地の確保、景観の配慮ができるも

のと考えています。整備の早期実現に向け事

業導入に取り組みを行って参ります。

７．情報通信基盤整備

今年１月、平成25年より実施されてきまし

た沖縄県の離島地区情報通信基盤整備推進事

業による離島地区の海底ケーブル敷設が完了

し、中継伝送路の２ルート化「久米島ループ」

が実現しました。中継伝送路のループ化によ

り、耐災害性や機能性が向上し、より安定し

た通信環境が確保されたことにより、インタ

ーネットを活用した遠隔教育の実施など、行

政サービスをはじめとする各種産業の情報化

が強化されるとともに、ＩＴ企業等の誘致も

期待されます。今後は沖縄県の超高速ブロー

ドバンド環境整備促進事業により、島内のブ

ロードバンド化を更に進めて参ります。

８．消防・防災

各種災害への予防及び被害の軽減に努め、

尊い人命や貴重な財産を守るため日々の訓練

を積み重ね消防力の充実・強化に取り組んで
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参ります。

また、過去の大災害を教訓に、町の防災に

関する体制を今一度見直し、災害に強い町づ

くりを推進して参ります。

（１）消防体制強化

複雑多様化する災害に対応するため消防学

校等への消防職員、団員の研修訓練を実施す

るとともに、導入後20年が経過する小型動力

ポンプ付水槽車の更新や消防資器材の整備を

図ります。

また、今後、東日本大震災を上回る被害が

想定される南海トラフ地震等、大規模災害に

備え、緊急消防援助隊の登録に向けた取り組

みを進めて参ります。

（２）救急業務

救急業務につきましては、救命率の向上、

傷病者の負担軽減など質の高い救急医療を住

民に提供するため、計画的に病院実習や追加

講習を実施するとともに新規救急救命士の養

成及び救急隊員の技術の向上を図って参りま

す。

また、応急手当の普及活動においても、過

去に住民によるAEDを活用しての応急処置を

施した救命効果事例がありました。本年度も

引き続き、町民及び事業所などへ応急手当普

及啓発を推進して参ります。

（３）火災予防

住宅火災による死傷者等を未然に防ぐ目的

で設置指導を行っている住宅用火災警報器の

適切な維持管理を推進して参ります。また、

毎年「火入れ」により発生している林野火災

予防の指導を図って参ります。さらに、ホテ

ル、民宿等の防火対象物が安心安全に利用で

きるよう立入査察を強化し、違反是正の強化

を行って参ります。

（４）地域防災

地域の防災力を高めるために、消防団や自

主防災組織及び女性消防クラブの育成強化を

図り「自分たちの地域は自分たちで守る」こ

とを基本に、社会環境の変化に即した消防防

災体制の充実強化を図りながら災害に強い町

づくりに取り組んで参ります。

（５）防災体制の強化

過去の大災害では、情報の収集や発信が災

害被害の大きさを左右したと言われるほど、

災害時の情報伝達は重要です。防災施設の整

備による災害に強い町づくりを推進するとと

もに、防災情報の収集・発信体制の整備を進

めて参ります。

よって、平成29年度予算案の総額は、次の

とおりであります。

一般会計 7,216,797千円

国民健康保険特別会計 1,462,251千円

後期高齢者医療特別会計 73,466千円

下水道事業特別会計 287,620千円

水道事業会計 315,132千円

合 計 9,355,266千円

以上、平成29年度の町政運営にあたり、私

の所信や予算案などについて、述べて参りま

した。久米島町第２次総合計画が策定され、

「内を満たし」「外からいざなう」ことを基

本に掲げ、「人口減少」に歯止めをかけると

いう課題を解消しながら、そこに暮らす「す

べての世代が生き生きと暮らせる島」、「人

を惹き付ける島」をしまづくりの目標にし、

町民一人一人が「夢つむぐ島」の実現に向け、

取り組んで参ります。

活力ある地域をつくるため、町民とともに

知恵を出し合い、協力しながら行う協働のま

ちづくりに一生懸命取り組んで参りますの
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で、町民の皆様と議員各位のご理解、ご協力

をお願いして私の施政方針といたします。

平成29年３月８日

久米島町長 大田治雄

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで町長の施政方針を終わります。

休憩します｡（午前10時46分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時47分）

日程第５ 平成28年度久米島町一般会計補正

予算（第７号）について

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第１号、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄町長

文言の削除をお願いしたいと思います。７

ページの（３）文化の振興の下側の「行き」

を削除でお願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前10時48分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時58分）

日程第５、議案第１号、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第１号、平成28年度久米島町一般会計

補正予算（第７号）の概要についてご説明申

し上げます。

予算書の1枚目をお開きください。

平成28年度久米島町一般会計予算の補正予

算(第７号)は、歳入歳出にそれぞれ4千734万

2千円を減じ、総額を84億2千854万9千円と定

めるものであります。

それでは、歳入歳出の主な内容についてご

説明申し上げます。

歳入につきましては、予算書の７ページお

開きください。まずはじめに、１款町税にお

きまして、個人町民税及び固定資産税、現年

度課税分の大幅な増により、2千309万2千円

の増額となっております。

次に額の確定により４款、配当割交付金が

285万5千円の減、６款の地方消費税交付金が

690万4千円の増額となっております。

次に、９ページになりますが、11款、分担

金及び負担金において、畜産基盤再編総合整

備事業へ充当する負担金を計上したことによ

り、全体で、526万円の増額となっておりま

す。

次に、10ページの13款、国庫支出金では全

体で3千567万3千円減額しております。主な

要因としましては、５目の災害復旧事業費国

庫負担金において、体育施設災害復旧事業国

庫負担金が、交付申請に伴い、3千198万4千

円の減、そして公共土木施設災害復旧事業、

国庫負担金が交付申請により615万6千円の減

額によるものであります。

次に11ページ、15款、県支出金では全体で

2千793万5千円を減額しております。主な要

因としましては、４目農林水産費、県補助金

において、青年就農給付金事業へ充当する県
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補助金等の減により、農業振興費補助金が2

千103万5千円を減額、また、水産物供給基盤

機能保全事業へ充当する県補助金の減によ

り、水産業振興事業補助金が900万円の減額

となります。また、沖縄振興特別推進交付金

事業に充当する県補助金の減により、１目県

補助金が694万9千円の減額となっておりま

す。次に13ページ、20款の諸収入では、全体

で1千306万3千円の増額となっております。

主な要因としましては、１節の総務費雑入と

しまして、台風18号災害に係る公共施設の共

済保険料を1千772万8千円を増額しておりま

す。同じく、総務費雑入において、風車の撤

去により、久米島風力発電売電収入を351万9

千円を減額しております。

次に、14ページ、21款町債では全体で3千2

10万円の減額となっています。充当財源を過

疎債から合併特例債へ変更したことによる充

当率の変更が生じた要因となっています。

続いて、歳出についてご説明申し上げます。

本予算書においては不用額を計上したこと

による減額が主な要因とにっています。まず

はじめに17ページになりますが、２款総務費

では、全体で3千153万円の増額となっていま

す。主な要因としましては、20ページの企画

財政費の基金運用事業において、財政調整基

金及び庁舎等新改築基金への積立金、各基金

への預金利息による積立金を増額計上したこ

とにより、積立金が5千72万6千円の増額計上

となっています。

一方、沖縄振興特別推進交付金において、

事業の執行状況に伴う増減があり、全体で88

6万5千円の減額となっています。

続いて３款、これ民生費、32ページからに

なりますが、全体で1千874万3千円の減額と

なっております。主な要因としましては、こ

れは33ページの１目、社会福祉総務費の臨時

福祉給付金、給付事業において、事業完了に

より事務費、事業費合わせて1千346万3千円

の減、また、34ページの４目、老人福祉費の

地域支援事業（通所型介護予防事業）におい

て報酬が313万円の減額となっております。

次に、37ページの４款の衛生費では合計で

546万4千円の減額となっております。主な要

因としましては、事業完了による不用額が生

じたものになります。次に、６款、43ページ

からになりますが、農林水産業費では合計で

1千934万1千円の減額となっております。主

な要因としましては、これは46ページの農地

費の県営水質保全対策事業において、実績に

伴い負担金が520万円の減額、これは下の方

になりますが、７目の構造改善事業費の青年

就農給付金事業において、事業確定に伴い事

業費総額が、2千100万円の減額、また、49ペ

ージの３目、漁港建設費の水産物供給基盤機

能保全事業において、事業費の変更に伴い事

業費総額が1千万円の減額となっております。

一方５目農地費、これは45ページに戻ります

が、農業基盤整備促進事業において、事業費

の変更に伴い事業総額が1千200万円の増、そ

して下の方の県営かんがい排水事業において

実績に伴い負担金が742万円の増、またこれ

も戻りまして44ページになりますが、４目畜

産業費の畜産基盤再編総合整備事業におい

て、事業費の変更に伴い、負担金が500万円

の増額となっております。

続いて８款、これは53ページからになりま

すが、土木費では全体で1千165万5千円の減

額となっております。主な要因は１目、土木

総務費の比嘉公民館建築事業において、事業
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確定に伴い、事業費総額が519万5千円の減、

また58ページの１目飛行場管理費の空港管理

事業において県負担金の予算措置見送りによ

り、修繕費が337万5千円の減額となっていま

す。

続いて、10款、これは63ページからになり

ますが、教育費では全体で1千91万5千円の減

額となっています。減額要因は事業完了等に

よる不用額が生じたものであります。

続いて11款、80ページになりますが、災害

復旧費では、全体で1千274万4千円の減額と

なっております。主な要因としましては、２

目体育施設災害復旧費の体育施設災害復旧事

業において、事業の確定に伴い、事業費総額

が1千8万8千円の減額となっております。

最後に12款81ページの公債費では、平成27

年度借入額の誤りに伴う、繰上償還費として

元利償還費が190万円の増額となっています。

以上が、平成28年度久米島町一般会計補正予

算（第７号）の主な概要となっております。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで、提案理由の説明を終わります。

休憩します｡（午前11時08分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時09分）

これから質疑を行います。

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

ページというよりもたぶん説明でわかると

思います。仲泊の排水路工事の改修事業が60

0万減ということになっているんですが、こ

れは仲泊の排水路事業というのは、たぶん私

の解釈では仲泊交番からの延長線上にあって

末端がいま工事しているところだと解釈して

ます。もし、そうであれば、減額した額をそ

の基点側、具体的にいうと吉浜商店のそのへ

ん一体の蓋がガタガタして、非常に音がうる

さいんですね、それと設置するときに、つる

ためのワイヤーハリガネが腐れてナイフ状に

尖っていると。これはずっと前から私指摘し

ています。これに回さなかったかどうか、そ

のへん確認したいんですが。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

ただいまの喜久里議員の質問に回答しま

す。仲泊の排水路事業は、いま阿里のピータ

イムの方の私有地から町の排水路が走ってい

る、これを民地を買い上げして阿里の方の水

を大田川の方に、阿里川ですか、に流すだけ

の距離です。吉浜商店の前からの排水の経路

ではないですね。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

阿里からにしても、仲泊の横の線につなが

るんじゃないですか、途中で。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時10分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時11分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

そこの排水までは調べてなくて、仲泊８号、

銀行からのその右側の団地の水をどうしても

抜かないといけないというのがあって、県道
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の道路占用許可を出してもらって、薬局のそ

ばから引いてきて、川に流すというルートに

なっています。議員がおっしゃるようにでし

たら、そこも調査して対応したいと思います。

○ 議長 幸地猛

議席２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回補正で4千700万ぐらいの減が出ている

ということですが、例年それぐらいの金額と

いうのは今の時期出るものですか。

中身見ていると出し入れが減になったり増

になったりというのが激しいのがあるんです

が、それはトータルとしてそれを答えていた

だきたい。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

今回は最終補正となるんですけど、こうい

う動きは過去の最終補正を確認しないと何と

も言えないんですけど、従来、最終補正とい

うのは不用額とか、そういうものが例年は多

いものです。今回は災害や、交付金とか、最

終段階にならないと実績が出ないというこ

と、そのへんも影響してきていると思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

内容によっては事業の確定に伴ってそれの

増減があるというのはあるんですが、ただち

ょっと見た範囲では12月ぐらいで調整してお

けば、今回、そんな大きい金の動きがなくて

も良かったのかなという項目もございます。

それは後ほどいろいろ担当課によって聞き取

りはしたいと思いますが、２、３その中でお

聞きしたいのがあるんですが、町税の中で今

回1千800万の増が出てますね、その内容、な

ぜいきなり町税がね、増えてきたかというこ

とと、軽自動車税が8千万減になっている原

因は何かということと。

あと、38ページ沖縄県海岸漂着物の地域対

策促進事業、これが減になっているんですが、

これは漂着ごみの回収なのか、これ、減にな

っていますね、これは使い切れなくて返還な

のか、県の補助が入っているじゃないですか、

これの結果というか、なぜ、そうなったのか。

あと１点、41ページ、ＬＴＤ低温熱分解処

理機メンテナンス委託というのがあるんです

が、このシステムがよくわからないんですが、

稼動しているんですか、委託と工事費も関係

してくるのかな。

あと、明繰が大きい、それは簡単にそれぞ

れの項目の説明をしていただきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

上原厚税務課長。

○ 税務課長 上原厚

ただいまの盛本議員のご質問にお答えいた

します。町税の増については、個人住民税と

固定資産税が主な増の原因になっています。

これは12月末までの今年度の実績の徴収率が

上がっております。それと滞納繰越分につい

て固定資産税で500万、住民税で200万余り、

特に固定資産税については、大口の滞納案件

が３件が解決しまして、納付いただいて、そ

の影響で増額しております。

それと軽自動車の減につきましては、28年

度からの税制改正がございました。軽自動車

については課税標準が乗用の一般の軽自動車

が7千200円でしたが、1万800円に上がりまし

た。かつ重加、燃費性能の悪い軽自動車、こ
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れは初年度登録から14年以上経過している車

については1万2千900円に上がります。です

から去年までは7千200円だった車が28年４月

１日時点で14年経過している車については、

いきなり1万2千900円に上がるということの

税改正等がありまして、すべて1万800円か、

1万2千900円に上がるということで見積った

結果、14年経過してない車、13年までの車は

7千200円でそのまま据え置きだったものま

で、それを1万800円とか、1万2千900円に上

げて見積もりしたもので、今回、800万を減

額したものでございます。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。38ページ

の沖縄県海外漂着物地域対策推進事業なんで

が、これは県の補助を95％受けた海岸の漂着

物の回収、それからそれの分析、その結果を

踏まえて教育学習、学校の方で教育学習を行

っております。毎年、前年度に次年度の意向

調査がありまして、前年度の意向調査の時点

で586万円を町の方としてはやりたいという

ことで申し込みをしました。その後、確定し

たのが442万2千円の事業を行っております。

事業の方が11月に契約して、２月いっぱいで

完了しておりますが、意向調査で上げた分と

の差額分が今回減額ということになります。

あと、41ページのＬＴＤ低温熱分解処理機な

んですが、それは以前に入れた低温熱でもっ

て、ゴミを処理していくという機械でして、

こちら稼働率等含めていろいろ検討してきた

んですが、ちょうど耐用年数も過ぎていると

いうことで、今のところ使用はしておりませ

ん。これにつきましては、今回の分はそれの

メンテナンス委託ということで上げておりま

したが、使用してなくてメンテナンスも行っ

ていませんのでその分の減額となっておりま

す。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

82ページの繰越明許費の内容については各

事業との繰越事由がございますので、総務課、

プロジェクト、環境保全課、町民課、産業振

興課、商工観光課、建設課、教育課、申し訳

ないんですけど説明よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時21分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時22分）

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

先ほど各担当でお願いしますといいました

が、重要な部分のみ町営バス車輌整備事業と、

道路関係の明許繰越の理由等、ご説明お願い

します。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

町営バス車輌整備事業の繰越について、ご

説明申し上げます。町営バスの方は、新規１

台導入ということで、契約としては年度内納

車ということで契約しておりましたが、作業

を発注後、組み立てていくと、生産ラインに

乗せていくというところの中で、メーカーさ

んの方も進めてきたわけなんですが、説明に

よりますと、昨今、インバウンドの中で、訪

日、外国人の増加に伴って、その生産ライン

の中でこのバスの台数が増えているというと
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ころの中で部品の供給調達が厳しくなったと

いうところの中で、年度内の方が厳しくなっ

たというところの中で、現在は、６月の初旬

までは納車する見込みだというところの中

で、そういう生産ラインが間に合わなかった

というのが主な要因となっております。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

道路として、大原下線と久米島縦断線があ

ります。大原下線は１工区、２工区ありまし

て、１工区の方が繰越で内容を聞いたら二次

製品が思うように届いてないということと、

久米島縦断線については、これも上と下で１

工区、２工区分けたんですけど、２工区の方

は、上層、不陸はまだですけど、路盤まで入

っています。ただ、１工区がそこに付随して

いる電柱、電柱の抜柱に非常に時間がかかっ

たと、１工区自体、間知ブロック、構造物、

結構ありまして、抜柱をやって新規に電柱が

立たない限りは工事できなかったということ

で報告受けてます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

税に関しては理解できました。道路、バス

に関しても理解はしてます。あと、漂着ごみ

の件は実績ベースでいったということです

か、実績ベースからすると、まだまだ予算は

あるんだけど、それを消化しきれなかったか

ら、それで事業費確定ということなのかね、

それと低温熱分解処理機というのは現在つか

ってないということなんですが、あえてそれ

をメンテをして置いておく必要があるんです

かね。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

漂着物については、実績ベースじゃなくて、

意向調査で町の方が出したんですが、県の方

で確定した分ということでなっております。

ですので、その確定に基づいて町の方は事業

の実施を行っています。

低温熱については、当初メンテナンスの委

託費を組んではいたんですが、こちらの方使

用しておりませんので、メンテは入れてなく

て、その分減額ということです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

まずは20ページの基金運営事業の中で、こ

れは歳出になるので基金に積み立てるとい

う、この額を積み立てますということだとは

思いますけど、この積立が多いにこしたこと

は当然いいと思いますけど、この基金に関し

て、それぞれの基金に目標額というのがある

のかというところ、その目標額の根拠、この

額がなんでここまでの目標額が必要なのか、

何につかうのかというのがあって当然基金と

いうのがあると思うので。

それと、あとは33ページの臨時福祉給付金、

給付事業、これは先ほど副町長から事業が完

了したからというところだったと思うんです

けど、僕がちょっと勘違いだったらすみませ

ん。３月31日が申請だったんじゃないかなと

思うんですけど。それと、この1千200万が扶

助費として本来は町民に行き渡ってもいいと

いう、額であれば、この額を落とすというこ

となのかというところ。

そして、あとは先ほどの82ページの風の繰
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越の方、風の帰る森プロジェクト推進事業、

町民の方から28年度の８月ぐらいから事業が

工事をしていくというところでみんな行き渡

っている中で、額自体は88％というところで

はあると思いますけど、実際、その行政側の

方でお金ではない部分のところでの進捗状況

というのは気になっているところがありま

す。その部分を答弁いただけたらなと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

20ページの基金運営事業なんですけど、基

金の積立額の目標はございますかという質問

なんですが、これに関しては、目標といいま

すか例えば家庭に置き換えると預金、現金等

を待ち合わせば家庭の運営がスムーズに行く

と思います。そのような見方に置き換えると

行政としては財政運営の中でその基金を積む

ことによって良好な行政運営ができるとい

う、ただ、今後、公共施設総合計画が策定さ

れ、そこに老朽化した公共施設の再整備、取

り壊し等にかかる予算がぜひ必要になってき

ます。

税理士の運営する事業所にそういう部分を

公会計に向けて精査してもらっているところ

なんですけど、今の現状では良好ではありま

すが、十分な基金ではないという経過報告が

出ていますので、40億近くの基金はございま

すけど、今後そういう対処すべき予算がだい

ぶありますので、そのへんはご理解いただき

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

ただいまの吉永議員のご質問ですが、現在、

３月31日まで受付しているのが、経済対策分

ということでの臨時給付金で、今回、補正で

減にしてある分については、もう既に終わっ

ている年金生活者等支援臨時福祉給付金とい

うことで別の給付金となっています。

その対象なんですが、2751名対象おりまし

て、通知出しました。申請受付、給付したの

が2500名ということになっています。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

82ページの繰越明許の中で風の帰る森プロ

ジェクト推進事業の執行率が88も残っている

ということなんですが、実際、これは建物の

中身等について寄付者側とのいろいろ調整に

時間等もかかっているところであります。そ

れ以外で役場の中で実際どういった進捗状

況、話し合いとか含めてやっているのかとい

うと風の帰る森委員会、推進協議会みたいな

ものなんですが、定期的にそこの運営等につ

いても会議、ミーティングを行っているとこ

ろです。

実際、その運営主体は一般社団法人化しよ

うということで進めていまして、年度あけに

申請等も含めてやっていこうということで考

えています。一般社団法人がどういうふうに

運営するかということも含めて、例えば、民

間との連携とか、あと行政、子育て支援とか、

そういった意見も出ていますので、いろいろ

な係わり方が出てくるかと思います。

そのあたりは民間主体のチームでいろいろ

いいアイディアを出しあっているところで

す。

○ 議長 幸地猛
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５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

いまの風の帰る森プロジェクトに関しては

わかりました。

あとは福祉課長からありました2751名対象

で、2500名申請があって、残り250名くらい

がもらってないと。この250名には通知も何

回もして周知はしたのかどうか。本人たちが

それでもいらないといえばいらないわけであ

ります。そこだけ確認したいのと。

あとは基金に関しても良好な財政、ではあ

るんですけれども、まだこの基金では十分で

はないというところがありました。40億とい

う基金額ではあるんですけど、やっぱり目標

額、老朽化等につかっていくというのは当然

あると思うんですけど、基金の目標額に関し

て根拠というのがしっかりとわかっていると

いう状況というのが必要だと思いますので、

こういったものも議会に対しての説明、それ

ぞれの基金に関して、しっかりとやってほし

いなというところの要望を出します。福祉課

長だけで。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

未申請のことについては、２回給付をやっ

ていまして、広報等でも周知をしていました。

それでも申請をない方がこの差額、未支給と

いうことになっていますが、これはこちらと

しても、できるだけ、国からの給付ですので、

すべて行き渡るようにやることで事務を進め

ていましたが実際これだけの人数が未申請と

なっています。島内にいなかったとか、そう

いったこともあったりして、わかっている方

はもう申請はしていると思っています。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

基金の種類はいろいろございますので、今

議会でやるか、28年度の決算が出た時点で決

算議会の中で28年決算出た時点で機会を見て

全協で時間をいただいて説明したいと思いま

す。よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

議席10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

24ページと25ページにまたがりますけど

も、球美の島エコアイランド推進事業で596

万増額で、球美の島緑化事業で596万、同額

減額されていますけど、事業の組み換えだと

思うんですが、その理由を教えてください。

それと、平成29年度に国の100％補助で、

外灯か、防犯灯か、防犯カメラという話が聞

こえてきますが、それについてどういう状況

か教えてください。

それと福祉課ですか、33ページ、難病患者

渡航費助成事業というのが24万5千円増額さ

れていますが、先ほど町長の施政方針の中で

も拡充、不妊治療とか拡充していくという話

がありましたが、どういったところに当てま

すよと補助しているのか、お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

組み換えというか、久米の島緑化推進事業

については、入札終わって、中身も精査して

それでその予算がこれだけ減にしたんですけ

ど、ＬＥＤのＣＯ２削減の方を推進してくれ

ということで、ＬＥＤの何基か今年度で消化

するという、次年度からの前倒しということ
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になります。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

29年度に予定をされています。防犯カメラ、

設置事業というのが、国の予算で100％補助

でということで、いま計画はされています。

ただ、実施要綱等はまだできていません。今

のところ、そういう事業がありますよという

投げ掛けに対しては町の方では区長会から昨

年度要請がありました区間の防犯灯の設置に

ついて要望をあげる計画をしています。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

33ページの難病者等に係る渡航費の助成な

んですが、これは今までは小児慢性というこ

とで、やっていましたが、28年度から範囲を

広げてがんとか特定疾患も広げてやってきて

おりますので、その分従来より増えましたの

で、今回補正で増額あげております。拡充と

いうことがありますが、県の方で29年度から

２分の１の補助の事業があるということです

ので、そういったものもからめて、妊婦とか、

不妊治療とか、そういったものに広げていく

ということでの考えです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いまの件に関してですけれども、難病患者

の渡航費についてなんですが、これは最高５

回までというかたちで理解してますが、例え

ば知らなくて年度、今年度じゃなくて、前年

度のこれが領収とかあれば支給対象、支給可

能なのか、そういったどんな取扱してますか。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

この件につきましては、年度またいでの支

給は厳しいかなと思っています。

年度内であれば遡って、領収が揃えばでき

ますけど、年度超えての支給については厳し

いかなと思っています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

26ページをお願いします。一括交付金の64

番、航空路線の拡充対策事業、それと66番の

児童生徒各種大会派遣支援事業、両事業とも

航空路線については250万余りの減額、それ

から大会派遣事業については、100万の減額

ということになっていますが、航空路線につ

いてはこの部分はいまの離島割引に対する補

助事業、負担事業なのか、それと大会派遣支

援事業については、大会派遣の大会の回数が

少なくて、減額されているのか。

それとあと１点お伺いしたいんですけど、

先ほど盛本議員から質問がありました海岸漂

着ごみの対策推進事業ですね、これも138万

減額ということなんですが、これは本町では

ボランティアの方々が月に２回ぐらい、ボラ

ンティアで海岸清掃なんかやっています。こ

の事業内容は漂着ごみの事業内容について

は、各集落の自治体とか、老人クラブとか、

婦人会、いろんな団体が申請すれば日当も支

払いして、利用可能な事業だと思うんですが、

各団体への呼びかけとか、このボランティア

団体、いま実際事業やっている団体に対する

支払いとか、そういうものができれば増える

100％実施可能な事業だと思うんですが、そ
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のへんの対策について説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

それでは航空路線拡充対策事業におきます

負担金の250万の減についてご説明申し上げ

ます。こちらの負担金につきましては、チャ

ーター便の支援事業となっておりまして、久

米島空港の方に給油施設がないというところ

の中でこちらの方ですね、久米島で給油する

部分の負担金となっています。運賃軽減に関

する負担ではないということになります。以

上です。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまの棚原議員の児童生徒各種大会派

遣事業の100万円の減額についてご説明いた

します。まず、小学校、中学校の各部あるい

は吹奏楽部等の大会における派遣事業であり

ますが、近年部員数の減が結構あるようです。

例を申し上げますと野球の１年生大会等は各

中学校単位で参加していたんですが、各学校

単位ではチームが作れないということで合同

で参加した大会もあります。あと、県大会の

派遣も見込んで計上しておりましたが、県大

会に参加する種目が少なかったということで

減となっています。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

海岸漂着物なんですが、単にボランティア

が漂着物を集めるという事業ではなくて、こ

の漂着物の発生源、例えばペットボトルとか、

漂着してくるもの、ある地域のところで範囲

を決めて、そこから出るごみの量、質、そう

いったものを調査します。それの内訳とかそ

ういった発生源の部分を踏まえて学校におい

て、久米島高校、小学校においてその漂着物

の状況の教育学習、普及啓発等を行っていま

す。今回もその事業の中で銭田の漁港の方か

らペットボトルで漂着物がどういった動きを

するかということでペットボトルに発信器を

付けて流しまして、それが宮古島の方につき

まして、向こうのから連絡いただき、そうい

った潮の流れによって漂着物がどういった動

きをするかというのを小学校、高校で教育に

つなげていって漂着物は外部からも来るんだ

けど、お互いが川、海で流したのがこういっ

たかたちでなるという、教育部分を踏まえた

事業でもありますので、そういった活用でさ

れています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この漂着ごみの回収事業なんですが、これ

については以前、ホタル館の佐藤さんが主体

になって、久米島の北側の海岸の区域を決め

て漂着ごみ回収をやったりとか、そういうこ

ともあったと思います。それも参加する人、

１人に対して何千円という日当等も支給され

ると、それから先ほどお話しましたように各

公民館単位の自治会でもこれ受入可能だと、

そういうこともあったとお聞きしたんです

が、今の学校の教育のどうのこうのだけでは

なくてその地域でやる団体がまとまればそこ

に予算が流せると、そういうこともお聞きし

ていたんですが、それとの兼ね合いはどうな

っていますか。

○ 議長 幸地猛
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保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

この事業では専門的にそういった事業をし

てます日本ＮＵＳ株式会社と町の方這委託契

約をしておりまして、そちらの方でホタルの

会あたりと調整しながらそういった事業をや

っていると聞いています。直接、町の方から、

字とかボランティア団体には行ってはいませ

ん。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

議席６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ちょっとわからないところがあるので説明

お願いしたいと思います。80ページの体育施

設災害復旧費6千447万7千円、補正で1千万あ

まり減額されています。それで5千438万9千

円となっているわけなんですが、82ページの

繰越明許費の中で、この事業費の中に6千447

万7千円、これは補正後の事業費を入れるべ

きなんじゃないかなと思うんですが、いかが

なんでしょうか。ちょっと前のものと補正後

のものとやってくると、繰越額の差で繰越率

のパーセントが違ってくると思うんですけ

ど、そのへん説明いただけますか。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時51分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時54分）

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

82ページの繰越明許費の事業額について、

いま赤嶺議員の方から80ページの補正前の額

の64,477千円という数字が来ているんですけ

ど、補正後の54,389千円が事業額として入る

べきじゃないかというご指摘なんですけど、

この件については、各事業も含めて再度確認

して明許費のみの確認を修正かけるべきかと

いうのを確認して再度報告してよろしいでし

ょうか。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第１号、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についてを採

決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第１号、平成

28年度久米島町一般会計補正予算（第７号）

については原案のとおり可決されました。

休憩します｡（午前11時56分）

日程第６ 平成28年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算(第４

号)

○ 議長 幸地猛

日程第６、議案第２号、平成28年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算(第４号)に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。
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（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第２号、平成28年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算（第４号）の議案につ

いてご説明申し上げます。予算書の１枚目を

お開き下さい。

平成28年度久米島町国民健康保険特別会計

補正予算（第４号）は、歳入歳出予算の予算

額にそれぞれ2千84万円を減じ、歳入歳出の

総額を15億339万円と定めるものであります。

歳入、歳出の計上概要としまして、歳入に

おきまして、予算書の５ページをお開きくだ

さい。

１款国民健康保険税で386万3千円、そして

５款の国庫支出金で、負担金と補助金で、1

千998万9千円、また６ページの８款県支出金

の負担金と補助金で合わせて426万8千円、そ

して10款の共同事業交付金で421万円、そし

て７ページの12款繰入金で302万3千円の総額

で3千156万4千円を減額補正し、また、６ペ

ージの方に戻りまして、６款、療養給付費等

交付金では882万1千円、７款前期高齢者交付

金で51万1千円、７ページの14款、諸収入に

おいて1千72万4千円を増額補正するものであ

ります。

続きまして、歳出につきましては８ページ

の１款総務費で19万3千円、11ページの３款

後期高齢者支援金で57万8千円。

次、12ページの６款介護納付金で39万8千

円、そして13ページの７款、共同事業拠出金

で2千188万7千円、そして14ページの８款、

保健事業費で332万2千円、11款、諸支出金で

500万円の総額2千688万8千円を減額補正し。

９ページに戻りまして、２款保険給付費にお

いて、604万8千円を増額補正するものであり

ます。

以上が平成28年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）の概要となります。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第２号、平成28年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第２号、平成

28年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）については原案のとおり可決さ

れました。

日程第７ 平成28年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第２号)

○ 議長 幸地猛

日程第７、議案第３号、平成28年度久米島

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
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についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第３号、平成28年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）の概要に

ついてご説明申し上げます。予算書の１枚目

をお開き下さい。

平成28年度久米島町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算の予

算額にそれぞれ51万8千円を追加し、歳入歳

出の総額を7千459万2千円と定めるものであ

ります。

歳入、歳出の主な概要としましては、歳入

につきましては予算書の５ページをお開き下

さい。１款、２目の普通徴収保険料において

55万9千円を増額するものであります。歳出

におきましては６ページになりますが、２款

１目の後期高齢者医療広域連合納付金におい

て、保険料等負担金を57万8千円を、増額補

正するものであります。

以上が平成28年度久米島町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第３号）の概要となりま

す。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第３号、平成28年度久米島

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第３号、平成

28年度久米島町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）については原案のとおり可決

されました。

日程第８ 平成28年度久米島町水道事業

特別会計補正予算(第３号)

○ 議長 幸地猛

日程第８、議案第４号、平成28年度久米島

町水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 大田治雄町長

議案第４号、平成28年度久米島町水道事業

特別会計補正予算（第３号）の概要について

ご説明申し上げます。資料の３枚目をお開き

ください。収入におきましては、予算書３枚

目の補正予算、実施計画の第３条予算収益的

収入について、２項営業外収益、３目他会計

負担金にてマイナス585万3千円となっており

ます。その減額の補正予算を計上しておりま

す。
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予算書の２ページ目になりますが、収益的

支出について、予算第１項営業費用、１目排

水及び給水費でマイナス615万3千円の減額、

予算第２項営業外費用１目支払い利息におい

て30万円の増額の補正予算を計上しておりま

す。予算書の３ページ目になります。４条予

算、資本的支出について、１項建設改良費、

１目水道施設整備費で水道施設監視装置、一

部更新にかかる費用マイナス1千317万6千円

の減額。儀間ダム建設負担金109万1千円の増

額の補正を計上しております。資本的収入額

が資本的支出額に対し、不足する額、6千765

万7千円は過年度分損益勘定留保資金、消費

税資本的収支調整額をもって補填する予定で

あります。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

２ページの修繕費の減額580万、細かく言

うと585万3千円なんだが、修繕というからに

は当然故障しているわけで、その故障に対し

て見積もりをとっての額が出たと思うんです

が、500万の減というのはちょっと大きいん

じゃないかと思うだが、その理由説明願いま

す。

○ 議長 幸地猛

上下水道課長真栄平建正。

○ 上下水道課長 真栄平建正

お答えします。修繕費につきましては、消

火栓の修繕ということで予算計上しておりま

した。入札しましたところ不落となりまして、

その原因が予定価格と入札額に大きな乖離が

あったということで、この見積額、町の方の

積算、これを精査した結果、町の積算につい

ては、水道協会の積算図書それに基づいて算

定しております。通常の発注もそういった積

算の根拠としております。今回、見積もりし

たんですけど、入札したんですけど、この見

積もりの内容につきまして、業者といろいろ

中身を精査しました結果、島内の方からのみ

の見積額であったと、うちの方は一部那覇の

業者からの見積もりと、多くは協会の積算図

書に基づいてやるんですけど、島内のみから

取ったということでの見積額、資材に大きな

乖離が出ていたという分析が出ております。

それにつきましては見積期間が1日以上とい

う規定なんですけど、１日以上では短いとい

うことで５日今回設定したんですけど、それ

でも見積期間、短いということですね。入札

後の業者からのお話がありました。それで今

回、全額を補正減にしまして、新年度ににお

いて詳細な設計も含めて新たに見積期間等に

ついても十分な期間を得て入札執行にあたり

たいということで全額減額としております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第４号、平成28年度久米島

町水道事業特別会計補正予算（第３号）につ
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いてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第４号、平成

28年度久米島町水道事業特別会計補正予算

（第３号）については原案のとおり可決され

ました。

日程第９ 平成28年度久米島町下水道事業特

別会計補正予算（第２号）

○ 議長 幸地猛

日程第９、議案第５号、平成28年度久米島

町下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第５号、平成28年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第２号）の概要につい

てご説明申し上げます。予算書の１ページ目

をお開き下さい。

平成28年度久米島町下水道事業特別会計補

正予算（第２号）の予算概要は、歳入歳出そ

れぞれ38万5千円を減額し、総額を2億9千868

万8千円と定めるものであります。

主な概要としましては、予算書の６ページ

と７ページをお開きください。歳入としまし

ては、４款１項繰入金で38万5千円の減額と

なっております。歳出としましては、下水道

事業費の職員給与等で38万5千円の減額とな

っています。

以上が、平成28年度久米島町下水道事業特

別会計補正予算（第２号）の概要であります。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第５号、平成28年度久米島

町下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第５号、平成

28年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）については原案のとおり可決され

ました。

日程第10 平成29年度久米島町一般会計

予算

○ 議長 幸地猛

日程第10、議案第６号、平成29年度久米島

町一般会計予算についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）
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○ 副町長 桃原秀雄

議案第６号、平成29年度久米島町一般会計

予算の概要についてご説明申し上げます。予

算書の１枚目をお開き下さい。

平成29年度久米島町一般会計予算は、歳入

歳出の総額を72億1千679万7千円と定め、前

年度と比較しますと1億9千140万3千円の減、

増減率は約2.6%の減となりました。

平成29年度の本町の財政状況は、歳入面で

は、自主財源の柱である町税の収入総額に占

める割合が依然として低い状況にあります。

地方交付税や国庫・県支出金等の特定財源に

大きく依存した構造となっております。一方、

歳出面では義務的経費である人件費、公債費

及び扶助費の割合が高く、弾力性に乏しい財

政構造となっています。今後も高齢化の進展

に伴う社会保障費の自然増や公債費が高い水

準で推移していくことが予想され、依然とし

て厳しい状況が続いていくことが予想されま

す。

このような中、国は、平成29年度の地方財

政について「経済・財政再生計画」を踏まえ、

引き続き地方に歳出の重点化・効率化に取り

組むことを求めるとともに、地方の安定的な

財政運営に必要となる一般財源の総額につい

て、平成28年度地方財政計画の水準を下回ら

ないよう実質的に同水準を確保するとされて

いるところであります。

また、元気で豊かな地方の創生に向けては、

「地域経済好循環推進プロジェクト」などの

取り組みにより、地域経済の好循環の拡大を

推進するとともに、地方財政計画に「まち・

ひと・しごと創生事業費」を計上し、地方が

自主的・主体的に地方創生に取り組めるよう

支援するとされおります。

本町においても「第２次久米島町総合計画」

をはじめとして、「久米島町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」、「久米島町公共施設等

総合管理計画」を基に、総合計画基本構想に

掲げられらた将来像の実現に向け積極的に諸

施策の展開を図りつつ、教育・福祉・医療分

野など町民の生活に必要不可欠な行政サービ

スの維持と町民福祉の向上に取り組めるよう

予算を編成しました。

また、限りある財源を効率的かつ重点的に

配分するため、第２次久米島町行政改革大綱

に沿って、引き続き行政改革に取り組むとと

もに、社会経済情勢の変化に合わせて、施策

・事業の進捗状況や効果を検証し、必要に応

じた見直し、改善を図ってまります。

なお、当初予算では概算額を計上しており、

国、県の動向や社会情勢を注視しながら、必

要に応じて、補正予算で対応していきたいと

考えております。

それでは、まず、歳入予算についてご説明

申し上げます。予算書の６ページをお開きく

ださい。１款「町税」では対前年度比200万2

千円の減の6億4千568万1千円を計上しており

ます。内訳としましては、町民税が256万9千

円増の2億3千684万3千円、そして固定資産税

が240万9千円増の3億1千907万1千円、軽自動

車税が727万3千円減の3千294万5千円、町た

ばこ税が19万円増の5千660万7千円となって

おります。

続いて、２款「地方譲与税」は対前年度比

113万9千円減の5千316万円。３款の「利子割

交付金」は対前年度比53万6千円減の33万1千

円。４款の「配当割交付金」は対前年度比28

5万8千円減の81万5千円。５款の「株式等譲

渡所得割交付金」は対前年度比53万円減の64
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万3千円。６款「地方消費税交付金」は対前

年度比529万8千円増の1億1千946万円。７款

の「自動車取得税交付金」は対前年度比の13

0万3千円増の1千39万6千円。８款「地方特別

交付金」は対前年度同額の132万2千円を計上

しております。

続いて、本町の歳入の基盤であります９款

「地方交付税」におきましては4千20万円減

の32億円を計上しております。内訳は普通交

付税が前年度比1億4千万円減の28億円、そし

て特別交付税は前年度比の9千980万円増の4

億円ととなっております。地方交付税が減額

になった要因としましては、普通交付税にお

いて、合併算定替の期間終了に伴う減額見込

みとなっています。特別交付税におきまして

は、財政措置される「地域おこし協力隊」を

活用して実施する「学習センター(町営塾)運

営事業」、そして「中学校学習支援員配置事

業」、「地域支援交流学習センター運営事業」、

「移住定住促進体制整備事業」「観光振興体

制強化事業」に係る経費を計上したことによ

り増額を見込んでおります。

続きまして、10款「交通安全対策特別交付

金」は前年度同額の125万円。11款「分担金

及び負担金」は対前年度比505万4千円減の3

千196万8千円を計上しております。

12款の「使用料及び手数料」では593万8千

円増の9千536万5千円を計上しております。

続いて、13款「国庫支出金」では対前年度

比2億2千818万3千円増額の7億2千494万7千円

を計上しております。増額の主な要因としま

しては「防衛施設周辺民生安定施設整備事業」

に充当する交付金対前年度比1億9千289万2千

円増の2億911万円、そして「大原下線整備事

業」に充当させる補助金を対前年度比4千400

万円増の8千800万円。そして、「防災・安全

社会資本整備交付金事業」に充当させる交付

金を1千360万円計上したことによります。

また、14款の「国有提供施設等所在市町村

助成交付金」につきましては対前年度比172

万3千円増の2千298万8千円を計上しておりま

す。

続いて、15款「県支出金」につきましては

対前年度比3億2千922万3千円減の13億7千270

万3千円を計上しております。減額となった

主な要因としましては総務費県補助金におい

て沖縄県振興特別推進交付金において、対前

年度比4億6千800万2千円減の3億1千736万円。

そして農林水産費の県補助金において、浮魚

礁漁場整備事業に充当する県補助金が対前年

度比3千133万6千円減の812万1千円。そして

農業基盤促進整備に充当する県補助金が対前

年度比5千795万円減の9千25万円を計上した

ことによるものでございます。特に、沖縄振

興特別推進交付金では、基本配分枠の減額等

に伴い、対前年度比4億7千191万9千円減の3

億3千908万5千円を計上しております。一方、

土木費県委託金においては県道管理委託料に

充当する委託金が2千19万6千円、そして農林

水産費県補助金において「久米島町新規就農

一貫支援事業」に充当させる補助金が1千600

万円の増額となっています。

次に、16款「財産収入」は対前年度比593

万7千円減の3千664万1千円。

17款「寄付金」は、対前年度比1千674万5

千円増の2千54万5千円となっております。寄

付金の主な増額要因はふるさと納税に対する

返礼品を開始することからふるさと納税の増

額を見込み、対前年度比1千600万円増の1千9

00万円を計上したことによるものでとありま



- 30 -

す。

次に、18款「繰入金」につきましては、対

前年度比2千718万8千円増のl億5千310万3千

円を計上しております。繰入金の主な内容は

「ふるさと寄付金推進事業」に充当する「ふ

るさと納税基金」から1千689万2千円、そし

て町予算の財源調整額として財政調整基金か

ら1億2千536万1千円を計上しております。

続いて、20款「諸収入」は対前年度比740

万2千円減のl億2千547万8千円を計上してお

ります。

最後に、21款「町債」では対前年度比8千2

90万円減の6億円を計上しております。主な

内容は総務債が1億2千900万円、衛生債が2千

320万円、農林水産債が5千100万円、土木債

が2億4千150万円、警察及び消防債が730万円、

臨時財政対策債がl億4千800万円を計上して

おります。事業別の内訳としましては、過疎

対策事業債ソフト事業分として1億3千250万

円、「火葬場・葬祭場整備事業」に2千320万

円、「浮魚礁漁場整備事業」に290万円、「農

業基盤整備促進事業」に470万円、「水産物

供給機能保全事業」に1千500万円、そして「水

質保全対策事業（耕土流出防止型）」に1千1

00万円、「大原下線整備事業」2千200万円、

「地方改善施設整備事業」に380万円、「比

嘉２号線整備事業」に800万円、「大型水槽

車導入事業」に730万円、「県営かんがい排

水事業」に840万円、「県営水質保全対策事

業」に900万円、「久米島多目的運動公園整

備事業」9千930万円、「久米島縦断線整備事

業」に3千700万円、「儀間ダム線道路改良事

業」7千140万円を計上しています。

以上が主な歳入予算の概要となっておりま

す。平成29年度も引き続き徹底した歳出削減

に取り組みつつ、町税や使用料等にかかる未

収金について、債権管理条例や債権管理マニ

ュアル等に基づき、徴収対策を強化し、自主

財源確保に努めてまいります。

続きまして、歳出についてご説明申し上げ

ます。これは７ページになりますが、まず、

１款「議会費」については対前年度比118万9

千円減の8千313万1千円となります。

続きまして、２款「総務費」では対前年度

比5億7千749万円減の13億7千921万6千円とな

っております。減額となった主な要因は「沖

縄振興特別推進交付金事業」のうち、配分枠

の減額及び「球美の島緑化推進事業」、「教

育ソフト導入事業」の事業完了、そして「火

葬場・葬祭場施設整備事業」の建築工事完了

に伴い、経費が対前年度比5億8千467万2千円

の減の3億9千741万3千円を計上したことによ

るものであります。総務費の主な内容を見ま

すと、２款１項３目財産管理費では「仲里庁

舎管理事業」において、庁舎の劣化度調査及

び改修に係る設計委託料を計上し仲里庁舎の

長寿命化を行ってまいります。

２款１項４目の企画財政費で「ふるさと寄付

金推進事業」において、返礼品への対応等に

よる経費及び積立金として3千599万5千円を

計上しております。また「久米島高校支援事

業」としまして、514万8千円を計上し、久米

島高校魅力化支援員の配置のほか、島外から

の留学生を受け入れる里親への補助金を計上

しております。その他、「学習センター運営

事業」に要する経費2千600万円、「じんぶん

館管理運営事業」に要する経費3千553万1千

円、そして「移住定住促進体制整備事業」に

要する経費1千292万4千円を計上しておりま

す。
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また、2款1項10目プロジェクト推進費では

地域おこし協力隊を活用した「地産地消推進

事業」に要する経費800万円を新規で計上し

ております。「国際海洋資源・エネルギー利

活用推進事業」に要する経費として609万1千

円を計上しております。２款１項１目沖縄振

興特別推進交付金では、継続事業が18事業、

新規事業３事業計上しており、新規事業とし

ては「久米島町防災情報システム整備事業」、

「久米島町観光リゾート開発基本計画策定事

業」、「複合型防災・生涯学習機能施設整備

事業」を実施してまいります。

続いて、３款「民生費」は、対前年度比5

千324万5千円減の14億5千688万7千円の計上

となっております。主な内容としましては、

３款１項１目社会福祉総務費の国民健康保特

別会計繰出金として1億9千368万8千円を計上

しております。

３款１項３目障害者福祉費では「障害者総

合支援給付事業」として1億7千979万6千円を

計上しております。

また、３款１項４日老人福祉費では「介護

保険事業」として沖縄県介護保険広域連合へ

の負担金として1億3千926万円、そして「老

人医療事業」には後期高齢者医療広域連合へ

の負担金として9千262万円、後期高齢者医療

特別会計繰出金として3千613万7千円を計上

しております。

また、３款２項１目児童福祉総務費では「出

産助成金交付事業」に1千690万円を許上して

おります。３款２項２目の保育所運営費の「公

立保育所運営事業」では職員の退職に伴い、

嘱託保育士の増員のための経費として対前年

度比576万5千円増の5千37万3千円を計上して

おります。また、「法人保育園支援事業」に

は運営費補助金として2億1千786万1千円を計

上しております。

次に、４款「衛生費」は、対前年度比1千9

2万8千円増の3億6千795万8千円を計上してお

ります。主なものとしては、４款１項１目保

健衛生総務費に「沖縄県離島医療組合負担金」

として539万2千円増の6千56万8千円を計上し

ております。また、4款１項２目予防費では

「男女特有のがん検診事業」に係る費用とし

て366万8千円、「予防接種事業」には2千261

万9千円、「健康プロジェクト推進事業」と

して1千628万3千円を計上しております。４

款１項３目環境衛生費には「環境美化推進事

業」として3千793万円を計上し、町内の観光

施設等の清掃、維持管理等を行い環境美化を

推進を行ってまいります。また「ハブ捕獲買

上事業」としましては302万3千円、「アーサ

虫(クロヌカカ)防除確立研究調査事業」では

351万3千円を計上しております。

次に、４款１項４目母子衛生費では「妊産

婦支援事業」として769万2千円、「子ども医

療費助成事業」では741万9千円を計上し、母

子保健の推進を図ってまいります。

４款２項１目の塵芥処理費では、町内の塵

芥処理に対応するため「ごみ収集委託事業」

に2千203万3千円、「久米島町指定ごみ袋事

業」に374万8千円を計上しております。４款

２項２目環境衛生施設費では「クリーンセン

ター運営事業」5千234万5千円、「リサイク

ルセンター運営事業」3千482万8千円を計上

しており環境衛生施設の円滑な運用を行って

まいります。

続いて、６款「農林水産業費」では対前年

度比7千125万5千円増の8億975万4千円を計上

しております。主な内容は６款１項２目農業
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振興費では「かんしょ振興対策事業」として

369万6千円を計上し、拠点産地に認定された

かんしょの生産拡大を支援していきます。ま

た「沖縄の自然環境に配慮した農業活性化事

業」に係る経費としましては2千506万3千円

を計上しております。「さとうきび振興事業」

では4千855万6千円を計上し、本町の基幹産

業であるさとうきびの生産量拡大を支援しま

す。

次に、６款１項５目農地費では「農地保全

活動支援多面的機能支払交付金事業」に係る

経費が1千381万1千円、「農業基盤整備促進

事業」に係る経費が9千530万円、「県営かん

がい排水事業」に係る経費846万円、「県営

水質保全対策事業」に係る経費900万円、「水

質保全対策事業(耕土流出防止型)」に係る経

費1億1千30万円を計上しております。

続いて、６款１項７目「構造改善事業費」

では「中山間地域等直接支払事業」ではl千6

92万5千円、「青年就農給付金事業」では4千

434万2千円を計上しております。

次に、６款３項２目水産振興費では継続事

業の「浮漁礁漁場整備事業」に要する経費と

して1千106万5千円を計上しております。そ

の他６款３項３目の漁港建設費では「水産物

供給基盤機能保全事業」に係る費用として1

億5千2万円を計上しております。

次に、７款商工費では対前年度比1千913万

8千円減額の1億5千913万6千円を計上してお

ります。主な事業は７款１項２目商工費にお

きまして「離島住民等交通コスト負担軽減事

業」に585万9千円を許上し、航路、空路の交

通コスト負担軽減を図ります。その他、７款

１項３目観光費には「バーデハウス久米島管

理運営事業」に係る経費1千992万円を計上し

家、株式会社オーランドの経営診断を行い、

経営改善を図ります。「観光振興体制強化事

業」としまして1千658万8千円を計上し、前

年度に引き続き、地域おこし協力隊を活用し

て観光協会の体制強化を図ってまいります。

また７款１項４目のウミガメ館管理費にはウ

ミガメ館の管理運営に必要な経費1千398万1

千円を計上しております。７款１項５目の路

線バス運営費には路線バス運営事業に必要な

経費2千116万1千円を計上しております。次

に７款１項10目プロ野球対応事業費におきま

してはプロ野球キャンプ受け入れに対応する

ための経費として1千40万5千円を計上してお

ります。

続きまして、８款「土木費」では対前年度

比3億6千421万8千円増の10億7千389万9千円

を計上しております。主な事業としましては、

８款２項２目道路新設改良費に「儀間ダム線

道路改良事業」に係る経費7千524万9千円を

新規計上しております。その他に、「久米島

縦断線整備事業」にl億9千500万円、「大原

下線整備事業」に1億1千は30万円、そして「地

方改善施設整備事業」には771万1千円、「比

嘉２号線道路整備事業」に4千万円を計上し

ております。

また、８款３項１目下水道事業費では下水

道事業特別会計繰出金としてl億5千758万6千

円を計上しております。また、８款７項１目

公園事業費には「多目的公園整備事業」に係

る経費として3億1千442万1千円を計上してお

ります。

続いて、９款「消防費」は対前年度比3千3

53万4千円増の3億2千926万9千円を計上して

おります。主なものとして９款１項１目消防

総務費に「沖縄県消防通信指令センター運営
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事業」に係る事業費としましては335万1千円

計上しております。また、９款１項２目常備

消防費では｢火災・救急救助体制強化事業｣に

7千345万8千円を計上し、大型水槽車の整備

を行います。

次に、10款教育費では対前年度比2千447万

5千円減の6億2千167万4千円の計上となって

おります。主な内容としましては、10款１項

２目の事務局費に人材育成事業として「前村

幸秀人材育成事業」1千94万6千円を計上し、

高校生のハワイ短期留学や退学授業料補助を

行います。その他、「久米島町・佐賀市中学

生交流事業」に165万7千円、「久米島町・十

日町市なかさと交流事業」に200万8千円、「海

外ホームステイ派遣事業」に192万円を計上

し、将来の久米島町を担う人材の育成に取り

組んでまいります。

10款２項小学校費では「小学校施設管理事

業」に1千630万5千円を許上しており、平成2

9年度におきましては、大岳小学校の校舎の

更新に向けて耐力度調査を実施するととも

に、小学校に付属するプールの設備修繕を行

います。また、10款３項中学校費では各中学

校の年間の管理運営費として4千88万3千円を

計上しております。また、10款４項幼稚園費

には各幼稚園の運営経費として6千19万7千円

を許上し、「預かり保育運営事業」では嘱託

職員を活用することにより運営強化を図って

まいります。

次に、10款５項１目社会教育総務費では社

会教育全般に係る経費としまして、716万4千

円を計上しております。

続いて、２目の文化財保護費では「具志川

城跡保存修理事業」に1千25万9千円、「久米

の五枝の松天然記念物再生事業」に250万1千

円、「天后宮保存修理事業」に971万1千円を

計上し、文化財保護を推進してまいります。

続いて、10款６項２目の学校給食センター

費の「学校給食センター管理運営事業」では

7千679万8千円を計上しております。また、1

0款６項３目保健体育施設費の「パークゴル

フ場運営事業」ではパークゴルフ場の管理運

営に係る経費として1千285万4千円を計上し

ております。

次に、12款「公債費」につきましては、対

前年度比944万1千円増の9億720万円を計上し

ております。元利金の内訳としまして元金償

還分が8億2千20万円、そして利子としまして

8千700万円を計上しております。

最後に、14款「予備費」としまして対前年

度比523万4千円減の2千867万1千円を計上し、

本予算編成時に予見できない各種災害等の対

応経費として計上しております。

以上が平成29年度久米島町一般会計予算の

概要となっております。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

○ 議長 幸地猛

先ほど平成29年度一般会計補正予算という

ことで発議したという指摘がありますので、

正式には一般会計予算ですので、訂正をした

いと思います。これで提案理由の説明を終わ

ります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができなすので、この場においては大綱的



- 34 -

な質疑に努めていただくようお願いいたしま

す。

これから質疑を行います。

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

細かいものについては、特別委員会でやり

ます。たださっき問題になった繰越明許費の

件もありました。私この資料せっかく副町長

が工夫して書いてくれたんだが疑問の文に指

摘しました。事務局に、これ違っているよっ

て、ごめんなさい。副町長直されている？

上からちょうど真ん中、久米島町まち・ひと

・しごと創生総合戦利略と書かれているよ

ね。副町長の直っているか、直ってないか確

認したい。ちょうど真ん中、「戦略」だけど

も「戦利略」と書かれている。副町長は戦略

と言っているわけ、間違いないんですよ。た

だこの我々に配った説明書が直っているか、

直っていないかだけ確認したい。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時36分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時40分）

○ ８番 喜久里猛議員

私の質疑終わります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

日程第11 平成29年度久米島町国民健康保

険特別会計予算について

○ 議長 幸地猛

日程第11、議案第７号、平成29年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第７号、平成29年度久米島町国民健康

保険特別会計予算概要についてご説明申し上

げます。予算書の１枚目をお開き下さい。

平成29年度久米島町国民健康保険特別会計

予算は、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ

14億6千225万1千円と定めるものであります。

歳入歳出ともに前年度比と比較しますと86

8万7千円、0.59％の減額で、共同事業拠出金

及び一般会計繰入金の減額となる見込みであ

ることから予算総額の減と見込んでおりま

す。

それでは、歳入・歳出の主な概要について

ご説明申し上げます。歳入につきましては、

予算書の５ページをお開き下さい。

１款国民健康保険税につきましては、対前

年度比55万6千円、0.3％増の1億6千416万9千

円で、直近の調定額を基に算出しており、新

年度の７月本算定後に調整してまいります。

５款国庫支出金では、充当財源である療養

給付費の減額率が高い見込みとなっておりま

すが、一般会計繰入増額並びに保険給付費等

の据え置きにより、充当財源として各経費と

もに計上しております。財政調整交付金につ

きましては、対象需要額が年度末に算定され

ますので、過去の実績等による伸び率等を勘

案して算出した結果、増額見込みとして計上

しております。

７款の前期高齢者交付金の額につきまして

は、前年度の歳入状況を基に負担割合等を算

出し、前年度と同額を見込み計上しておりま
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す。

10款の共同事業交付金におきましては、前

年度の歳入状況を基に負担割合等を算出し対

前年度1千22万3千円減の3億9千268万7千円を

見込んで計上しております。

そして８款県支出金におきましては、前年

度を基に調整交付金1千38万5千円増の1億1千

277万3千円を見込み計上しております。

12款繰入金におきましては、保険基盤安定

繰入金等の増額見込みや職員給与等費の減に

伴い、1千611万6千円、7.6％減を見込んでお

りますが、年度途中に人事異動や交付金等並

びに医療費等の状況により、財政調整として

増減額となることも予想されます。

続きまして、歳出につきましては、２款の

保険給付費におきましては、平成27年度から

退職被保険者等の廃止や前年度給付費等も踏

まえを見込んでおりますが、流行の病気等が

蔓延した場合に大幅な医療費の増減が出た場

合において、一般会計繰入等により充当増減

見込みとして計上しております。

７款の共同事業交付金の増額につきまして

は、歳入、10款の共同事業交付金と同様、昨

年度の制度改正に伴う医療費対象額の拡大に

伴う増額となり、沖縄県国民健康保険連合会

からの共同事業拠出金額を基に負担割合等に

て計上しております。以上が平成29年度久米

島町国民健康保険特別会計予算の主な概要と

なっております。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に努めていただくようお願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

日程第12 平成29年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算について

○ 議長 幸地猛

日程第12、議案第８号、平成29年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第８号、平成29年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算概要についてご説明申し

上げます。

予算書の１枚目をお開き下さい。

平成29年度久米島町後期高齢者医療特別会

計予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ7

千346万6千円と定めるものであります。

それでは、歳入歳出の主な概要についてご

説明申し上げます。

予算書の５ページをお開き下さい。

１款後期高齢者医療保険料におきまして

は、後期高齢者広域連合からの通知を基に特

別徴収、これは年金より天引納付です。

そして普通徴収これは口座振替とか納付書

払いとして3千712万1千円、対前年度162万9
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千円、4.6％の増と見込んでおります。

３款繰入金では対前年度30万7千円増の3千

610万3千円を計上しております。内訳としま

しては事務費等繰入金としまして180万4千円

増の267万7千円、そして保険基盤安定繰入金

として保険料の軽減を受けた被保険者分を県

の４分の３の2千506万9千円、そして町の４

分の１、835万6千円が支援するもので、特定

財源分の一般会計の県、これは国も含みます

が、負担金として収入後、町負担分を含めて、

3千342万6千円対前年度149万7千円、4.3％減

を後期高齢者医療広域連合へ繰り出す予算と

なっております。

歳出につきましては、後期高齢者医療広域

連合会に平成29年度後期高齢者医療保険料決

定後において町で徴収し、広域連合会へ納付

する。そして保険基盤安定として国、県分及

び町負担分を合算した繰入金を後期高齢者医

療広域連合負担金として予算計上をしており

ます。

以上が、平成29年度久米島町後期高齢者医

療特別会計予算概要であります。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に努めていただくよう、お願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

日程第13 平成29年度久米島町水道事業会

計予算について

○ 議長 幸地猛

日程第13、議案第９号、平成29年度久米島

町水道事業会計予算についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

議案第９号、平成29年度久米島町水道事業

会計予算の概要についてご説明いたします。

予算書の１ページをお開き下さい。

第２条、給水戸数3,853戸、年間給水量990,

513㎥を予定しております。

第３条、収益的収入及び支出の３ページ目

になりますが、第１款、収入の水道事業収益

は2億5千901万5千円を予定し、第１項営業収

益は前年度の実績を基に積算し、2億1千650

万2千円で、主に給水収益となっております。

第２項営業外収益は4千251万2千円で、主に

固定資産取得に要した国庫補助金等を地方公

営企業会計制度見直しに伴い収益化した収入

となっております。

予算書の４ページ目になりますが、第１款、

支出の水道事業費用は2億3千51万2千円を予

定し、第１項営業費用では主に修繕費、労力

費、薬品費、材料費、委託料、人件費等とな

っています。第２項営業外費用は主に支払利

息と消費税となっております。

予定損益計算においては、2千850万3千円

の純利益を見込んでおります。
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再度１ページになりますが、第４条の資本

的収入及び支出では、当年度は、資本的収入

においては０円、予算書の５ページになりま

すが、資本的支出は8千462万円を予定し、主

に水道施設改修費用、企業債償還金となって

おります。

収入額が支出額に不足する額8千462万円は

過年度分損益勘定留保資金と消費税資本的収

支調整額をもって補填する予定であります。

今年度も安全な水を安定的に供給すること

を最大の責務とし業務を行ってまいります。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に努めていただくよう、お願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

大綱的な質疑、これ回答いりませんので、

各取水池の年間の水量、それが特別委員会の

日までに揃えておいてください。それに対し

てロスがあるかないか、というのはこの数字

から言いますと若干の合わない数字がでてく

るんですよ。そのへんを確認したいんで、以

上です。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

日程第14 平成29年度久米島町下水道事業

特別会計予算について

○ 議長 幸地猛

日程第14、議案第10号、平成29年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第10号、平成29年度久米島町下水道事

業特別会計予算の概要についてご説明申し上

げます。

予算書の１ページ目をお開き下さい。

平成29年度久米島町下水道事業特別会計の

予算総額は、歳入歳出それぞれ2億8千762万4

千円と定め、対前年度379万2千円の増額予算

となっております。

それでは、歳入歳出の主な概要についてご

説明申し上げます。

はじめに歳入予算をご説明いたします。予

算書の６ページをお開き下さい。

１款、使用料及び手数料の１目下水道使用

料におきましては、3千142万9千円で、内訳

としまして下水道事業、現年度分が2千892万

円、農業集落排水事業、現年度分が123万6千

円、そして滞納分が127万3千円を過年度分と

して計上しております。

平成29年度下水道建設費の9千860万円の補

助額を３款、県支出金に5千900万円を計上し

ております。
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また４款の繰入金では、1億5千758万6千円。

そして５款の繰越金は、費目存置の1千円と

なっております。

７款、町債では、3千960万円となっており

ます。

以上が、歳入の主な内容となっております。

続きまして、歳出予算の内容についてご説

明申し上げます。

歳出につきましては、８ページになります

が、１款、総務費の１目下水道事業費で1億5

千874万1千円。そして12ページの５目農業集

落排水事業費に175万2千円。

２款の公債費に1億2千612万7千円となって

おります。

平成29年度は、沖縄振興公共投資交付金事

業として、銭田地区の管渠工事及び下水道法

改正に伴う事業計画変更協議書の作成業務委

託を予定しております。

以上が、平成29年度久米島町下水道事業特

別会計予算の概要となっております。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に努めていただくよう、お願いいた

します。

これから質疑を行います。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

15ページです。これは本会議始まる前に別

の資料も年度の訂正がありましたが、このペ

ージにも借入時期として28年度という数字が

入っています。これも29年じゃないかと思い

ますが、説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

真栄原建正上下水道課長。

○ 上下水道課長 真栄原建正

お答えします。ただいま議員からご指摘あ

りますように、29年度の間違いでございます。

訂正お願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

これは表を差し替えしてもらえるんでしょ

うか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時57分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時58分）

真栄原建正上下水道課長。

○ 上下水道課長 真栄原建正

お答えします。28年度とあるのを29年度に

訂正しまして、差し替えしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この地方債の記載の方法について、下水道

事業だけではなくて、会始まる前にもありま

したが、全部もう一度確認してもらって年度

改めるべきものは訂正して差し替えをお願い

したいと思います。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

先ほど議会開会前に修正の方でお願いした
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んですが、再度その部分だけは原本修正して

差し替えしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第６

号、平成29年度久米島町一般会計予算につい

て。

議案第７号、平成29年度久米島町国民健康

保険特別会計予算について。

議案第８号、平成29年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算について。

議案第９号、平成29年度久米島町水道事業

会計予算について。

議案第10号、平成29年度久米島町下水道事

業特別会計予算については、議長を除く13名

の委員で構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託して審査することとしたいと

思います。

ご異議はありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く13名の委員で構成する予算

審査特別委員会に付託して審査することに決

定しました。

○ 議長 幸地猛

お諮りします。

ただいま設置されました予算審査特別委員

会の委員の選任については、久米島町議会委

員会条例第６条第２項の規定により議長を除

く議席１番喜久村等議員から議席13番饒平名

智弘議員までの13名を指名したいと思いま

す。

これにご異議はありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、ただいま指

名いたしました議長を除く議席１番喜久村等

議員から議席13番饒平名智弘議員までの13名

を予算審査特別委員会の委員に選任すること

に決定しました。

お諮りします。

14日から15日までの日程で行われる予算審

査特別委員会委員長に、総務文教民生委員長

の安村達明委員、副委員長に建設経済委員長

の喜久里猛委員を選出したいと思います。

ご異議はありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員会委員長に安村達明委員、副委員長に

喜久里猛委員を選出することに決定しまし

た。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時02分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時12分）

日程第15 久米島町個人情報保護条例及び

久米島町行政手続における特定

個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正

する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第15、議案第11号、久米島町個人情報
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保護条例及び久米島町行政手続における特定

個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情

報の提供に関する条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第11号、久米島町個人情報保護条例及

び久米島町行政手続における特定個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基づ

く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に

関する条例の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町個人情報保護条例及び久米島町行

政手続における特定個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の

利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例。

なお第１条の久米島町個人情報保護条例の

一部改正。そして次のページの第２条の久米

島町個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部改正。両方とも大枠の中

で左が改正前、右が改正後となっております。

なお大枠の中で下線の引かれている部分が

今回の改正内容となっております。

最後の方なんですが、附則としまして、こ

の条例は行政手続きにおける特定個人を識別

するための番号の利用等に関する法律。

附則、第１条第５号に掲げる規定の施行の

日から施行する。

提案理由でありますが、行政手続きにおけ

る特定個人を識別するための番号の利用等に

関する法律の改正に伴い久米島町個人情報保

護条例、久米島町の個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例に「条ずれ及び

号」ずれが生じるため条例の改正が必要であ

ります。これがこの条例案を提出する理由で

あります。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第11号、久米島町個人情報

保護条例及び久米島町行政手続における特定

個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情

報の提供に関する条例の一部を改正する条例

についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第11号、久米

島町個人情報保護条例及び久米島町行政手続

における特定個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例については原案のとおり可決さ

れました。
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日程第16 久米島町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第16、議案第12号、久米島町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第12号、久米島町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例

久米島町国民健康保険税条例の一部を次の

ように改正する。

なお大枠の中で左が改正前で右が改正後と

なります。これも下線の引かれた分が、今回

の改正内容となっております。

最後の方になりますが、附則としまして、

第１条で施行期日、この条例は平成29年４月

１日から施行する。第２条、経過措置、この

条例による改正後の久米島町国民健康保険条

例の規定は、平成29年度以後の年度分の保険

税について適用し、平成28年度分までの保険

税については、なお従前の例による。

提案理由

国民健康保険法施行例の一部を改正する政

令が平成28年12月26日に交布されたことに伴

い、久米島町国民健康保険税条例の一部を改

正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

この文面から見て改正したら約5千円を加

算した金額となる。ただこれが山林所得金額

の差額ということ、その文言が出てくるんで、

これに該当する久米島にいますか、該当する

方が、あるいはそれでも山林所得金額を除い

た場合でも我々町民が5千円負担するのかな。

そのへんの解釈がちょっとしにくいんで。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

ただいまの喜久里議員のご質問なんです

が、山林所得金額というのは町内では該当す

る方はいないということで、今回、改正につ

いては低所得者に対する軽減判定所得額とい

うのがありまして、これを今回、経済動向等

を見まして見直しをするということでありま

して、軽減については７割、５割、２割とあ

るんですが、今回は７割の分については据え

置きで５割について現行26万5千円なんです

が、それを27万円に引き上げると、そして２

割が現行48万ですが1万円引き上げて49万円

に上げるということで、これは控除額を引き

上げるということでありまして、それぞれ33

万の基礎控除ありますが、それにくっつけた

今の額で５割が60万、２割が82万円という控

除額になるということです。

○ 議長 幸地猛
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他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第12号、久米島町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第12号、久米

島町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例については原案のとおり可決されました。

日程第17 久米島町防災会議条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第17、議案第13号、久米島町防災会議

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第13号、久米島町防災会議条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町防災会議条例の一部を改正する条

例。

久米島町防災会議条例の一部を次のように

改正する。

大枠の中の左が改正前、右が改正後となっ

ております。大枠の中で下線の引かれている

部分が今回の改正内容となっております。

後ろの方になりますが、附則としまして、

この条例は交布の日から施行する。

提案理由でありますが、久米島町地域防災

計画の改定に伴い多角的視点から意見を聴取

し久米島町にあった地域防災計画の策定のた

めに久米島町防災会議条例を改正するもので

あります。

これがこの条例案を提出理由であります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

改正後の下の括弧９番、その他特に必要と

認め町長が任命する者とあるんですが、これ

はどういた方々なんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

地域防災会議の委員の種類、任命する方々

の種類というのは災害対策基本法で都道府県

等の枠が決められていまして、それに市町村

は準ずるというかたちが取られています。た

だ都道府県のものと違い久米島町とか市町村

においては、その市町村の実情にあった委員

を任命する必要がありますので、その他とい

うものは、例えば県とかの部局の方とか警察

とか、そういうところ以外に、例えば病院の
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方ですとか、福祉関係の事務所ですとか、そ

ういった方々も、その防災会議に参画しても

らうために、あえてその他という条項を設け

ております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私は議運の席でもちょっと疑問というか、

質問したんですが、その他特に必要と認め、

これだれが認めるんですか、どの会議の中で

認めるのか、あるいは一般町民からの声があ

った場合に、それを会議の中にかけて指名す

るのか町長が、そのへんのところもうちょっ

と詳しく説明してください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

市町村の防災会議のメンバーについては町

長が任命することになっております。

町民からあげてもらうということではない

ですね。担当部局、それから町長部局の方で

推薦をして、その中で任命をするというかた

ちになるかと思います。特に任命についての

防災会議の中で協議をしてというかたちにな

りますね。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第13号、久米島町防災会議条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第13号、久米

島町防災会議条例の一部を改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。

日程第18 久米島町職員の給与に関する条

例及び久米島町現業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第18、議案第14号、久米島町職員の給

与に関する条例及び久米島町現業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第14号、久米島町職員の給与に関する

条例及び久米島町現業職員の給与の種類及び

基準に関する条例の一部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例及び久米島町現業職員の給与の

種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例、なお第１条の久米島町職員の給与に関

する条例の一部改正とそして３枚目の方に第

２条久米島町現業職員の給与の種類及び基準

に関する条例の一部改正とも大枠の中で左が
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改正前、右が改正後となっております。これ

も大枠の中で下線が引かれている部分が今回

の改正内容となっております。

後の方になりますが、附則としまして、第

１項施行期日等、この条例は、平成29年４月

１日より施行する。第２項平成30年３月31日

までの間における扶養手当等に関する特例を

示しております。

提案理由でありますが、人事院及び沖縄県

人事委員会の給与勧告等を考慮し、久米島町

一般職及び久米島町現業職員の給与等を改定

する必要がある。

これが、この条例を提出する理由でありま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第14、久米島町職員の給与に

関する条例及び久米島町現業職員の給与の種

類及び基準に関する条例の一部を改正する条

例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第14号、久米

島町職員の給与に関する条例及び久米島町現

業職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例ついては、原案のとおり

可決されました。

日程第19 薬用作物等農産加工施設の指定

管理者の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第19、議案第15号、薬用作物等農産加

工施設の指定管理者の指定についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第15号、薬用作物等農産加工施設の指

定管理者の指定について。

薬用作物等農産加工施設の指定管理者を次

の団体に指定したいので、地方自治法第244

条の２第６項の規定により議会の議決を求め

る。

記

１.施設の名称及び位置

薬用作物等農産加工施設

所在地 久米島町字上江洲288番地

２.団体の名称

株式会社 久米島物産公社

住 所 久米島町字上江洲288番地

代 表 者 代表取締役 譜久里 久

３.指定の期間

平成29年４月１日から平成30年３月31日

まで

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由
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現行の指定管理の期間が平成29年３月31日

で終了するため指定管理者を再指定する必要

がある。これがこの議案を提出する理由であ

ります。なお、後ろの方に株式会社物産公社

さんから申請書がでておりますので添付して

おります。

ご審議よろしくお願いいたします。

(桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

議席７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

議案第15号、薬用作物等農産加工施設の指

定管理について質疑します。まずこの施設は

合併前に旧具志川村でできた施設であります

が、合併後、指定管理制度になってから、こ

れを指定したと思うんですが、29年度で切れ

ると、これを最初指定管理にしたのは、いつ

頃であるのか。それから今回その29年で切れ

て29年、30年この１年間にしたのはどういう

理由なのか、この２点についてお伺いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

仲村議員の質問にお答えします。最初に指

定された期日なんですが、今回５カ年の期間

が終わるということでの再指定であります。

それ以前に指定されたかというのは調べない

とわからないのがございますので、調べてお

答えしたいと思います。

今回１年の指定とありますが、実績から見

ますと、施設の使用が平成27年度の実績で4

万9千円、支出が126万6千円で施設の維持管

理にものすごく苦慮しているのが実情であり

ます。今後、薬用作物施設として残すのか、

用途変更もやって指定管理じゃなくて、別の

方法で施設を維持するのか、この１カ年でち

ょっと物産公社さんとも話し合いを持ちまし

て今後どういうふうな運営をするか決めてい

きたいと思います。

６次産業でいろいろ取り組みも行っており

ますので、我々担当課として、カボチャがも

のすごく伸びてきておりますので、カボチャ

が約年間170トンぐらい生産されております

が、約10％の15トンの不号品で出荷できない

物もありますので、そのへんこの施設で６次

産業として活かすことができないかも含め

て、１年間いろいろ模索しながら、今後この

施設のどういう維持管理がいいか取り組んで

いきたいということで取り敢えずは１年とい

うことにしてあります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

この施設はできてから早い時期に黒字にな

って、非常に運営が良い時期があったんです

よ。スムーズにいっているなと思っていたら、

今の答弁の中で非常に厳しい状況になってい

ると、これはいつ頃から厳しい状況になって

きたのか、それから指定管理というのはだい

たい５年間受けて公募してやるんですが、申

し合わせによって、この施設は公募しなくて

もいいという申し合わせがあるというような

ことを聞いておりますが、そういった申し合

わせ事項で公募しなくてもいいということが

できるのかどうか、法的には問題がないのか、

そこも含めて答弁願いたいと思います。

それから、この運営状況によって改善され

なければ新たに公募してやるべきだと思いま
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すが、その点についてはどのような考えなの

か、以上お聞きします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

当時は、シモン茶とか、ウッチンとか、そ

ういう薬用の加工施設という目的で、そこも

整備されたというふうに報告を受けておりま

す。その中で平成25年、26年、27年度の実績

からみますと平成25年で111万2千円ぐらいの

赤字、平成26年度でも130万ぐらいの赤字、

平成27年度で120万ぐらいの赤字の施設の状

況となっております。

公募によらない理由としましては、物産公

社が立ち上げが、この薬用の加工の目的と久

米島の特産品の販売、そしてこの施設の維持

管理を行うという目的で設立された物産公社

でありますので、今回、前回も公募によらな

い指定管理ということで理由をあげておりま

す。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

１年間、指定するんですが、今後この運営

がどういう指定改善されていくか、その改善

策がなければ、新たな公募をするんですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

そのへんにつきましては、物産公社が設立

された理由にも施設の維持管理を行うという

目的も持って設立されたものもございますの

で、このへんまた１カ年間、いま回答できな

いところもございますので、物産公社とも十

分話し合いながら決めていきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今の答弁と質疑、今日聞いて私も実はびっ

くりしたんですが、順調にいっていると解釈

して見ていました。ところがこの数年赤字だ

と、赤字であれば、なおさらのこと実は約束

事を守ってほしいのがあるんですが、やって

くれたら幸い、新しく芋生産加工所は正式な

名前はちょっと忘れたが、その物産公社が払

っている賃料の土地の半分ほぼ使いますね。

当然これは芋生産加工施設が払うことになっ

ているはずなんです。その契約をしたかどう

か、たぶん支払いは３月か４月だと思うんで

すよ年度末に、ちゃんとした文書が交わされ

てたかどうか、そのへん回答してください。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

平成28年度では、そのスイートフーズさん

が使う分についての歳入はございません。委

託契約の中で土地の使用の件もございますの

で、その分はスイートフーズさんが使ってい

る分はスイートフーズさんから納めるかたち

になります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私は文書で交わされたかどうかを聞いたん

だけど、交わされていますか。回答してくだ

さい。文書で私たちが、この分については支

払いしますと年間いくらと金額も当然入って

きますね。それを知りたいんですよ。
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○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

土地の賃借については、自分が来てからは

決済は上がってきていなかった気がします。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

誰か知っている人いませんか。携わった人、

そのままになって赤字の物産公社、持つ可能

性あるんですよ。来年も今年の年末も、佐久

田課長が代わってきたもんだからわからない

というが、わからんでは通らんわけよね、こ

れはね。こと金額に関することだから、しか

も町の金が入っているわけだから、町長わか

らないこれ、交わされたかどうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

土地の貸地に関するものは総務の方で管理

しておりますが、この物産公社とスイートフ

ーズさんがどのような取り決めをしているの

かわかりませんが、貸地に関していま物産公

社が対地しているものをスイートフーズが新

たにその貸地をするというようなものは総務

課の方にも今上がってきていません。町有地

ではない、個人なんですね。

○ 議長 幸地猛

喜久里猛議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが会議規則第５条但し書きの

規定によって特に発言を許します。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今の答弁は当然私は納得するわけがないん

で、私は文書を交わしているかどうかを聞い

ているのに、そういう回答したら困るんです

よ。ありませんと言いました。私の聞き違い

かもしれませんが、むしろこのことについて

は町長が詳しんじゃないかな。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私が担当課長している時分は、当時は個人

有地を物産公社、町が借り入れて、その２分

の１を公社から役場の方に収入として入れて

おった覚えがあります。個人対役場が契約し

て借りておったのを、その２分の１は物産公

社さんが負担、残りは町がという当時支払い

やっていました。そういうかたちで。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第15、薬用作物等農産加工施

設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第15号、薬用

作物等農産加工施設の指定管理者の指定につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第20 久米島町家畜市場の指定管理者
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の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第20、議案第16号、久米島町家畜市場

の指定管理者の指定についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第16号、久米島町家畜市場の指定管理

者の指定について。

久米島町家畜市場の指定管理者を次の団体

に指定したいので、地方自治法第244条の２

第６項の規定により議会の議決を求める。

記

１.施設の名称及び位置

久米島家畜市場

久米島町字比嘉島川原1645番地

２.団体の名称

沖縄県農業協同組合久米島支店

住 所 久米島町字謝名堂905の15

代 表 者 支店長 上江洲毅

３.指定の期間

平成29年４月１日から平成34年３月31日

まで

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

現行の指定管理の期間が平成29年３月31日

で終了するため、指定管理者を再指定する必

要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、後ろの方に沖縄県農業協同組合久米

島支店さんの方から指定管理者の申請書があ

りましたので添付してあります。

ご審議よろしくお願いいたします。

(桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

議席６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

１点だけ、これは今までにも農協さんがお

こなっていたことを再度申請するという意味

で理解してよろしいですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

これまでＪＡ沖縄久米島支店が使用してお

りましたので、継続して使うということで申

請上がっております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第16号、久米島町家畜市場の

指定管理者の指定についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第16号、久米

島町家畜市場の指定管理者の指定について

は、原案のとおり可決されました。
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日程第21 久米島町地域集会場及び農村公

園の指定管理者の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第21、議案第17号、久米島町地域集会

場及び農村公園の指定管理者の指定について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第17号、久米島町地域集会施設及び農

村公園の指定管理者の指定について。

久米島町地域集会施設及び農村公園の指定

管理者を次の団体に指定したいので、地方自

治法第244条の２第６項の規定により議会の

議決を求める。

記

１.指定管理者と施設の名称及び位置

別紙に添付してありますのでご参照くだ

さい。

２.指定の期間

平成29年４月１日から平成39年３月31日

まで

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町地域集会施設及び農村公園条例第

３条による指定管理者による指定を行うこと

となっており、平成19年４月１日から平成29

年３月31日までの10年間指定管理者をしてい

たものを、さらに10年更新するものでありま

す。これがこの議案を提出する理由でありま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

(桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

議席12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

各公民館の施設の指定管理なんですが、こ

の指定管理各公民館見ると新しい公民館もあ

ります。すごい年数経っている嘉手苅公民館

とか、古い建物があります。指定管理の年数

というのは、この建物がある限りずっと指定

の管理を受ける条例なんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

通常指定管理の期間というのは概ね５年と

されていますが、公民館については、もっぱ

ら地域住民が利用するということもあり、そ

の自治会に管理を委託することで10年という

スパンを設けております。指定管理の期間に

ついては古い新しいという区別はなく行って

いるものです。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

建物がある限り指定管理を受けるというこ

とですね。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

地域の公民館として利用している限りは、

その期間中は指定管理を受けるということに

なります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員
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今回、指定管理について上げてあるんです

が、これまではどういうかたちでやっていた

のか、ここが初めてこれが指定管理としての

要するに委託で計画するのか、これまでのや

つの更新ということになるんですか。けっこ

う長い期間になるんですが、10年という話の

中で、いま契約者が区長固有名詞使っている

じゃないですか。例えば区長を交代するとき

に、その契約者を変更するのか。

あとは維持管理に関しては、全て指定管理

者がやるということになっているんですが、

例えばの話で施設の中で事故とか起こったと

きの責任も含めてそうなのか、そのへん明記

されていない部分があるんですが、この施設

そのものは町の施設としてみているわけです

ね。それを各地域の区長さんに指定管理とし

て各区に下ろしていくと、そうした中で補修

とか修理に関しては、当然受ける管理者がや

るということになっているんですが、西銘の

例でいってみると、ぼろぼろなっている、モ

ルタルがぼこぼこ落ちてくる、その中にコン

クリートが落ちて何か事故起きたときにの責

任まで、その区長さんが追うのかどうかとい

う部分、それはどう考えているのか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

公民館の指定管理協定の中で、管理施設の

修繕改修については原則として自治会が負担

するというふうにうたっていますが、これは

あくまでも日常的な修繕、軽微なものであっ

て躯体の老朽化ですとか、雨漏りですとか、

そういった本体の建物、それから機能につい

ては町が修繕を行っています。西銘公民館み

たいに古い物についても、あと仲泊公民館と

かもかなり老朽化が進んでいて、いま改修の

見積を区長さんの方で取ってもらっていると

ころです。町が持っている施設における何か

事故があった場合については施設賠償保険と

いうものに入っておりまして、施設の屋根が

落ちるとか、そういった物については原則、

町の方で負担ができるようなものになってお

りまして、この施設該当する施設が、そこで

保証ができるのかどうかというのはちょっと

詳しく調査をしてみたいと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時51分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時52分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

契約については、自治会の会長といわゆる

区長ということで契約を行っています。その

間に区長が交代しても結局、自治会に運営し

ているというかたちで解釈をしていますの

で、その都度、区長が交代するたんびに、そ

の協定書の改定を行っているわけではありま

せん。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

基本的には個人名義での契約内容にはなっ

ていないわけですね。これに関しては書類が

あるんですが固有名詞になっているんです

よ。区長名が載っている。自治会長ではなく

区長さんの名前が載っているんです。それは

契約者の名前には載ってこないということで

すか。

○ 総務課長 儀間由紀

載ってきます。
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○ ２番 盛本實議員

載ってくるわけでしょう。先ほど言ったよ

うな自治会長というかたちだけ、自治会長と

いう名前で契約できるんですかね。例えば個

人名、現区長名を載せないでも、例えば役場

との委託契約というのはできるんですか。

という部分と先ほど言った補修費用に関し

ては日常的な補修に関しては管理者がやると

いうことなんですが、これ規約がないんです。

別の指定管理に関しては、最高30万までは使

っている側がやるとか、30万以上になると管

理者がやるということなんですが、この分に

関しては明記されていない分があるんです

ね。そのへんを明記するのがあるのかなんで

すよね。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

指定管理者の協定の締結における個人、い

わゆる区長さんの名前でやっているものが、

そのまま代わっても継続できるのかというの

はちょっとこちらで法的なものも調べて、ま

た改めてお答えいたします。

そして公民館の改修の方針については一昨

年ぐらいから議論しまして、方針を出してお

ります。それは他の指定管理施設みたいに何

十万以上とか、そういうことは規定はせず、

まずは公民館というのが地域の集会場以外に

も防災上の避難所等にも活用されることもあ

り、町としてもきちんと基本的な機能は町の

責任で確保する必要があるだろうということ

で、町の施設に指定されていない公民館につ

いてもライフラインの確保であるとか、安全

性等のものは町が責任を持って改修をしてい

きますという方針をだしています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

確認ですが、補修に関しては基本的には金

額を決めないで、そこで例えば集会とか利用

上難しいものがあれば、それは町が対応して

くれるということで判断していいんですか

ね。

契約者の名前を入れ込まなくちゃいけない

ということですね。区長さんが例えば明日代

わる明後日代わるとなったときに区長さんが

それ責任を持って10年間の名前で、そのまま

契約者として了解取れるかどうかの話なんで

す。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

まず改修の基本方針の中で、町が公民館、

それから集会場としての基本的な機能だと認

めるもの以外については字の方で負担してい

ただいています。例えば倉庫を増設するとか、

そういった字の事情に特化したものについて

は町が補修をするものではないということで

お断りをしている経緯もあります。

それと契約の方については先ほど申し上げ

たとおり法的にそういった継続契約というか

名前を区長さんが代わっても継続できるのか

というのは、調べてからお答えをしていきた

いと思います。

○ 議長 幸地猛

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

似たような質問になっちゃうんですが、こ

れが字になる関することなんで、もうちょっ

と詳しく教えてください。実はこの議案第17
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号の公民館の委託管理、文書見るの初めてな

んですよ。こういうのがあったのかと正直な

気持ち、公の他の場では議会以外の場では町

の財産であれば当然火災保険入っています

ね。要するに庁舎が入っている保険は全て入

っていますねということの確認取っていま

す。取っていますけど文書で見たこと実はな

いんですよ。幸い良い機会ですので、確認し

ておきます。久米島町の庁舎と同じような条

件の基に全て完備されていますね、まず答え

てください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

先ほど申し上げた施設賠償責任保険という

ものは町の財産全てにかかるものですが、災

害保険については個別に契約が必要になって

きます。その個別の契約については、何処ま

でされているのかちょっと調査していません

のでわかりませんが、早急に調査をしてお答

えをしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私が全ての庁舎と同じような条件で入って

いるねと聞いたのは、実は38カ所もあるわけ

ですよね。古い物あれば新しい物もある。例

えば火災報知器ついているか、ガス漏れ探知

機ついているか、そのへんのところなんです

よ。当然、庁舎はついていますよね。ついて

いますよね、勿論、庁舎と同じような条件で、

その38カ所もついているかということを聞い

ているんですよ。例えば火災保険入っていま

した。ところが火災報知器入っていなかった

じゃないですかと、保険会社から言われたら

どうするんですかと心配があるんですよ。特

に古い建物、このへん入っていますか。義務

づけられている？ 最低限の法律守っている

か。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時58分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時59分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

こういった集会施設について、そういった

消防法上の規定がどこまであるのかというこ

とも調べてからお答えしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私が心配したのは古いものは当然の話だけ

ど、この38で一番新しいの兼城かな？ どこ

かわからないんだが、その後造ったの宇江城

だ入っていますか。そのへんだったらわかる

んじゃない。宇江城か具志川入っているか、

回答ください。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの喜久里議員の質問にお答えいた

します。現在、町内にある公民館については

火災報知器は設置されておりません。面積そ

して収容人員等によって、この設置基準とい

うのがありまして、現在のところ公民館に火

災報知器は設置されておりません。

○ 議長 幸地猛

喜久里議員の本件に関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条但し書きの

規定によって特に発言を許します。
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○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

面積というが、公民館のあれだけの規模で

基準以下ということはあり得ないですよね。

そのへんどうなんですかね。私は今の回答疑

問なんですよ。時に区民が集まる場所ですよ

ね。大衆が集まる場所ですよね、しかも。あ

れだけ大きな面積がある。それで設置基準に

満たないから大丈夫という話にはならんじゃ

ないですか。どうでしょう。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの質問にお答えします。面積と設

置基準については改めて調べてから再度お答

えしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

美崎校区の公民館、真謝、宇根、真泊、こ

れが指定されていない理由を。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

町内の公民館について仲里村時代、具志川

村時代に設置した施設、それから具志川村に

ついては、そういったものについては、全て

町の財産として登録されていますが、宇根、

真泊等の公民館については高等弁務官資金、

それで造られたもので字に寄贈されているか

たちになっているために町の方の登録にはな

っていないということです。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

宇根は高等弁務官資金で造っているんじゃ

ないですよ。自己資金で、これは指定した方

がいいと思うので、町の敷地内はたぶん町有

地に指定されていると思うんですよ。指定し

た方がいいんじゃないですかね。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後４時03分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後４時04分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

各公民館がどのような経緯で町の財産とし

て登録されることになったのかも調べたうえ

で必要があれば他の公民館も移していくとい

う方法をとっていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

以前10年ぐらい前、質疑したことがあって、

僕も記憶薄れているんですが、この公民館名

称の変更を僕は構造改善とか、集落センター

とか研修センターとか、そういったものの名

称変更を提案したことがあるんですよ。その

ときに検討しますということであったんです

が、その名称変更について検討されたのかど

うかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

例えば銭田の公民館が漁民研修センターに

なっていたりとかというのは、これは事業名

での施設の名称になっているんですよね。そ
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の名称の変更については、私の知る限りでは

検討された経緯が私の手元には経緯はありま

せん。今後どういうかたちでやっていくのか、

また区長さんとも相談しながら進めていきた

いと思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

これほとんどの事業が、もう相当数の年数

経過しているんですよ。だから名称変更も可

能ではないかと思います。当時みんな公民館

といっていますので、もう統一して名称を変

更した方がいいと思いますので、そこを早め

に検討してみてください。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

喜久村等議員と私もだいたい同じなんです

が、これに儀間公民館が載っていませんね。

経緯を聞いていると儀間公民館の所有者は農

協さんになっているみたいですね。そこで先

ほどから盛本議員もおっしゃっていました

が、責任問題というのが生じてくるんで、そ

のへんをやはり区長さんになんと言うんです

か、証書が違おうが何しようが、指定管理は

するべきではないかと、というのはやはり区

民の皆さん部落の皆さん全て集まって来ま

す。そういうことで、やはり所有者は農協さ

んであっても使用するのは区民ですので、そ

のへんをある程度区長さんにも責任を持たせ

るようなかたちで指定した方がいいんではな

いかと思いますので、ひとつそのへん考察お

願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

公民館の中には儀間公民館のように所有者

が違う、ちょっと登記の状況を確認したうえ

で、何が地域住民にとってベストなのか検討

しながら整理を進めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第17号、久米島町地域集会場

及び農村公園の指定管理者の指定についてを

採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第17号、久米

島町地域集会場及び農村公園の指定管理者の

指定については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第22 町道の認定について

○ 議長 幸地猛

日程第22、議案第18号、町道の認定につい

て議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第18号、町道の認定について。

道路法第８条の規定により、次のとおり町
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道の路線を認定する。

記

路線番号 258

路 線 名 儀間ダム線

起 点 久米島町字比嘉2183番地の97

終 点 久米島町字儀間2008番地の69

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

町道の路線を認定するには、道路法第８条

第２項の規定により議会の議決を得る必要が

ある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。なお、後ろの方に図面を添付しておりま

すので、ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この場所は儀間ダムの堤体の上を走ってい

る道路だと思うんですが、財産の問題なんで

すが、今の道路を町道に認定しました。この

下部に関しては町の財産と県の財産の区分と

いうのはどういうふうにやっているのか、例

えば災害が起きたときに堤体の災害で補修か

けるのか、道路がかけるか下手すると道路で

あるんであればとんでもない工事になる可能

性もあるんですね。財産の区分をどういうふ

うに考えているのかという部分と、今回、新

年度予算に改良費があがっているんですが、

これ整備された道路だと思うんですが、その

改良費、新年度予算に儀間ダム改良工事があ

るんじゃないですか。

○ 建設課長 大田喜秀

堤体から抜けたところ。

○ ２番 盛本實議員

堤体分は認定しないということですか。

○ 建設課長 大田喜秀

触らないように。

○ ２番 盛本實議員

工事でしょ、工事はその分入っていないと

いうことですね。

○ 建設課長 大田喜秀

この堤体部分は触らない。

○ ２番 盛本實議員

それはいいんだが。

○ 議長 幸地猛

私語は慎んでください。ちゃんと質疑をし

てください。

○ ２番 盛本實議員

管理区分を町の財産とどういうふうに管理

を分けているのか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

河川課と協議した段階では認定はかまわな

いと、ただいま言っている災害を受けた場合

どうなるかというのは、昨日、水道の宮里確

認したら協定を結んでいないと、そのダム自

体をそういった場合どうなっているかという

のは協定結んでいないと、その当時の担当が

今週来ていたんですが、それを造ってから自

分は異動したので、たぶんおそらく県にある

ということでしたので、それは早く促したい

と思います。

今のこの路線はちょうど堤体道路の管理道

路から儀間１号に抜ける部分だけの改良工事
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分です。ただ道路として認定しないと起債が

認められないので、今回の認定になっていま

す。この部分はまた告知をしなければ道路と

しての機能としてからは落ちますので、町と

して改修する分を告示として町道として認

定、告示まで持って行きたいと思っています

ので。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

改良の分に関しては納得しました。当然、

一般通行させるんであれば認定しないとあと

あと大変なことになるんで、認定に関しては

いいんですが、我々はその道路が例えば災害

があって、特にダムですから災害が起こる確

率が高いと思うんですね。そうなったときに

町の管理はどこまでやるのか、協定を結んで

いるのか、何処まで面倒をみないといけない

か、下の堤体までやろうとすると町は認定す

る意味がないんじゃないかなと思うんです

が。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今、道路法一路線の起点の左側、終点の左

側と番地うって認定することになっているん

ですよ。この道路を町道の部分から外しても

いいと思います。今おっしゃられたですね、

なぜかと言うと儀間ダム堤体自体そこの工作

物自体、まだ協定結ばれていないというのも

今週知ったものですから、河川課としては、

どうぞ久米島町さんがやるんでしたらどうぞ

ということで、それを受けて一応認定の方に

持っていったんですけど、まだそこについて

は道路としては、まだ道路としては認定はさ

れていません。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

認定されていないから今回やろうという話

ですね。当然町民にとっては必要な道路なん

です。一般道路通すんであれば当然認定しな

いと、そこで事故が起こったり何々すると大

変なことになる。だから認定するわけですね。

県がどうぞやってください、使いたかったら

やってくださいという、そこまでやりますと

いう話は通らない。あとあとさっきも言って

いるように、認定するのはやった方がいい、

当然一般道路を通した方がいい。観光にして

も一般産業道路としても非常に重要な道路な

んです。問題なのは何か起こったときに、何

処まで町は面倒をみないといけないのか、ど

こまで県が面倒をみないといけないのか、そ

のへんの区分ちゃんとしているかどうかで

す。なければ１回協定書を結んで財産の区分

をはっきりしていかないとあとあと大変なこ

とになるんじゃないかという話になるんです

よ。このへんどうなんですかね。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

前担当が作り上げて置いていったというの

で、これを早めに入手して南部土木の維持管

理班と協議して協定を交わさせたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

盛本議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりましたが会議規則第55条但し書きの規定

によって特に発言を許します。

２番盛本實議員。



- 57 -

○ ２番 盛本實議員

特に質問はないんですが、いずれにせよそ

のへんの管理区分はやるように勉強しながら

県と調整してやっていかないと、あとあと困

る自体が起こる可能性があるので、そのへん

しっかりやっていただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

いい機会ですので、議員の皆さんにわかっ

てもらいたいと私自身も実は自分ではわかっ

ているつもりなんだけれども案外わかってい

ないかもわからない。町道と農道の違い、私

の解釈では農林サイドは農道だと、町道は土

木だと、くらいの解釈しかわからんわけよ、

実は。いま町道に認定しようということなん

ですね。その町道と農道の違いを説明してほ

しいのと、これから見た場合に比嘉３号線が

伸びていって、儀間ダムに向かう道がこれは

既に町道あるいは農道で認定されているのか

どうか、いま何もない状態であればおかしな

尻切れトンボになっちゃうんで、この説明で

すね。それと実はこの29年度予算に載ってい

ましたよね。あの線についての工事、実は非

常に私としては、ほしい道路なんですよ。町

民としては、緊急時に向こうよく通るんです

よ。通ったんですよ、また消防隊員がもう急

いで行くときは、ばーとバイクで飛ばして行

って、駆けつける現場に、ぜひ必要な道路な

んです。だからそのへんのところはやってほ

しいんですが、盛本議員も言ったように万が

一とかそういう話があって認定がされている

されていないがあるんで、この際説明してい

ただきたいのは町道と農道認定、それと比嘉

３号線と、町道儀間ダム線の右側の方のこの

印されていない分については何らかの認定さ

れているのかどうか、このへんお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

私が思うには町道と農道の違いというのは

県道に近いような規格で広域道路と言って、

道路構造例に則った規格、１車道３ｍ、３ｍ

路肩50、75の９ｍ25基準として、これは交通

量によって決まってきます。１日例えば1,00

0台から4,000台の中に入っている部分がだい

たい久米島町です。県道あたりになると、そ

れ以上なるもんですから17ｍとか16ｍとか規

格になって、市町村の最良としてどの事業で

早く採択できるか、このへんの農地部分につ

いては町道もいっぱいあるんですよ。町道が

いっぱいあるというのは昔は農林水産省の事

業でやったものを格上げして町道にすると、

これ何でかと言ったら交付税が変わってきま

す。１ｍ当たりの単価が、それである程度、

町道にみあった規格にある道路は町道に格上

げしてます。今回はこの青い線のその付け根、

起点も終点も農道が路線が認定されているん

です。ちゃんとした絵がないんですが、測量

入っていないもんで、簡単に赤いラインで入

れていますが、このない区間を路線と認定し

てただ改良は上まで儀間１号まで持って行っ

て最終的に町道としてそこまで認定替えしよ

うと考えています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

この質問したのは実は他の所を質問したく

てこれ質問したんだけどね。道路を改修した

ときにおいて起点から終点まで勿論改修する
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んだが、その脇道という例えば100ｍ以内、5

0ｍ以内これが取り残されちゃって何時まで

も改修できないわけ、工事できないわけ、こ

れ町単位でやるよりきつい話なんだよ。私は

建設課の担当に聞きました、どうしてやって

くれないのと、農道認定されていませんと言

うんですよ。おかしな話なんですよね。そも

そも農道認定するのは行政の役目なんですよ

ね。だからそのへん建設課長として回答を得

たいのは、出口がなくったって線であれば、

この間の50ｍが取り残されるという間があれ

ば認定して事業に乗っければいいんですよ

ね。これ可能じゃないですか。これできない

と聞いたもんだから、あれおかしい、おかし

いよという話になって、これが２件もでちゃ

ったんですよ、実は、兼城で、そのへんどう

ですか。可能ですよね。だけどもう工事もう

終わっているよ。その農道、私はあれ農道と

呼んでいる。土地改良の中にあるから。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

これは町長にも了解取っていないですけ

ど、明日からまた一般質問あります玉城議員

からもありますが、調べて見たらほとんど里

道です。ものすごく多いです。ですから次年

度は財政と相談して、町道と農道の台帳をし

っかりと把握しないと、まだまだ損している

部分があるんですよ。登録されて認可されて

いない道路がいっぱいあるもんですから、そ

のへんはちゃんと台帳を作らなければ交付税

申請できないもんですから、これを１年でで

きればいい方だなと思いますが、かけて整備

して、そうすると補助事業の申し込みという

のはこういう感じでできるんですよ。いま里

道を総務課にお願いして財産を譲渡してもら

ってこれを外してもらって補助事業にあげる

という、国は道路何号であれば土木の場合は

路線何号路線ですかと、農林の場合は農道何

号ですかと、添付資料に付けなければいけな

いので、台帳もですね。そのへんは一応新年

度に整備していきたいと思います。しなけれ

ばいけないです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

大田課長、本当に頑張ってほしいなと思う

んだけれども、いま里道の話でたんだが、私

は里道より農道と言って農道なんですよ。い

ま残された分ね、これを何とか処理してくだ

さい頑張ってください。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第18号、町道の認定について

を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第18号、町道

の認定については原案のとおり可決されまし

た。

日程第23 久米島町課設置条例の一部を改
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正する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第23、議案第19号、久米島町課設置条

例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第19号、久米島町課設置条例の一部を

改正する条例。

上記議案を提出する。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町課設置条例の一部を改正する条

例、久米島町課節条例の一部を次のように改

正する。大枠の中で左が改正前、右が改正後

となっております。

なお大枠の中で下線が引かれている部分が

今回の改正内容となっております。

最後の方になりますが、附則としまして、

この条例は交布の日から施行する。

提案理由

久米島町課の組織再編に伴い久米島町課設

置条例を一部改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議のよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

議席６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

これはプロジェクト推進室を課に昇格させ

るということですよね。その中で現在の人員、

その課のプロジェクト推進の人員をそのまま

にもっていくのか、それとも課に昇格するん

だったら人員を増やすのか、そのへん回答願

います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

赤嶺議員の質問にお答えします。今、久米

島町で大きな事業として重要視しているのが

この久米島海洋深層水関連の久米島モデルの

実現に向けてプロジェクト推進室で対応して

おりますが、将来的に事業化するにはやっぱ

り室というより課に格上げしたかたちで取り

組むということで、人員の配置については、

これから将来的には私の思いとしては沖縄県

と人事交流もしたいということで、今回も取

り組んでおりましたが、先方の事情で、今回

は非常に厳しいということでありますので、

来年度30年度に向けて、そういうことも実現

するように努力したいと思います。29年度に

おいて沖縄総合事務局が国の直轄として調査

事業を入れることになりました。それも含め

て連携を取るためにはたぶんもう少し強化し

た方がいいかなという思いがありますので、

今限られた職員の人数の中でやりくりしなが

ら、今後に向けて対応したいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

今の説明を受けてわかりましたが、各課か

らの引き抜きはないということを理解してよ

ろしいですね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。
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○ 町長 大田治雄

ただいま答弁しましたとおり、今現在、副

町長を中心に職員の人事異動の調整中であり

ます。その展開によっては増える、私として

は増やしたいんですが、他の事情もあります

ので、もう少し微調整が必要だと思っており

ます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第19、久米島町課設置条例の

一部を改正する条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第19号、久米

島町課設置条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。本日はこれにて散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後４時28分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。日程に入る前に報告

します。本日、清水小学校から議会傍聴の申

し出がありましたので許可しました。入室は

時間が遅れるそうです。

これより本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番棚原哲也議員、10番

玉城安雄議員を指名します。

日程第２ 町政一般報告

○ 議長 幸地猛

日程第２、町政一般報告。

町長から平成29年度定例後の町政一般報告

書が、昨日、配布されておりましたが報告が

遅れました。朗読は省略いたします。これで

諸般の報告を終わります。

日程第３ 平成28年度久米島町一般会計補

正予算（第７号）についての議

決内容の一部変更につて

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第22号、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についての議

決内容の一部変更についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。

議案第22号、平成28年度久米島町一般会計

補正予算（第７号）についての議決内容の一

部変更について。

平成29年第１回久米島町議会定例会で議案

第１号をもって議決された平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）に係る議決内

容の一部を別紙のように変更する。

平成29年３月９日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）、第２表繰越

明許費について、事業額等に錯誤があったた

め変更する必要がある。これがこの議案を提

出する理由であります。

なお後ろの方を捲っていただきたいと思い

ます。別表としまして、久米島町一般会計補

正予算（第７号）中、第２表の繰越明許費を

下の方にいきまして、第２表の繰越明許費に

改めるものであります。

変更内容としましては、第２項の総務費の

防災事業費の事業費が2千44万1千円から2千4

5万8千円に、そしてまた同じく２款の総務費

の球美の島エコアイランド化推進事業の事業

費が8千684万6千円から9千280万7千円に。同

じく２款の総務費の戸籍住民基本台帳事業の

事業費が337万8千円から416万9千円に。

また６款の農林水産業費の農業基盤整備促

進事業の事業費が1億4千530万円から1億5千7

30万円。同じく６款の農林水産事業費の農林

振興事業の事業費が1億1千38万3千円から1億

1千63万1千円。

そして次８款の土木費の久米島縦断線の道

路整備事業の事業費が1億578万1千円から1億

663万5千円に。
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また11款の災害復旧費の学校施設災害復旧

事業の事業費が1千992万8千円から1千727万2

千円、そして同じく11款の体育施設災害復旧

事業の事業費6千447万7千円から5千438万9千

円、そしてまた合計で事業費が17億7千848万

3千円が15億9千378万8千円、そしてまた繰越

額の合計で11億8千565万6千円から10億5千35

万2千円の変更。

そして７款の商工費の事業名が町営バス車

両整備事業から路線バス整備事業への変更と

なっております。ご審議よろしくお願いいた

します。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時08分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時09分）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

この変更については、昨日の議員からの指

摘によって、このミスに気づいたんですが、

これまでに何回も何回も議会の方から、この

ミスを指摘して改善をしますと言ってきたん

ですが、あまりにもミスが今回多すぎる、な

かなか口で言っても改善がされていない。そ

ういった面で、もっともっとチェック機能を

強化すべきじゃないかと思いますが、町長い

かがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。いま指摘

ありましたとおり、我々事務方の方の落ち度

といいますか、点検が足りなかったのをお詫

びし申し上げます。今後においてはこういう

ことがないように再度引き締めて、特に係が

異動なった場合の引き継ぎのあり方、そのへ

んを重要視して、今後対処していきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

人間がやることですから、ある程度ミスは

やむを得ないところもあるんですよ。しかし

あまりにも目立ちすぎる。そしてこれまで指

摘されても何回も何回も指摘されてもやって

いない。だから今後、緊張感をもっと持って、

そして強化していただきたいということで終

わります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

仲村議員と同じような意見にはなるんです

が、１件のミスの発覚から連鎖して１、２、

３、４、５、６、７、８、８件も変更ですよ

ねこれね、やっぱりひどいよね、こういうや

り方は。その中でさっきちょっと聞き逃した

んだけども、事業名変更も出てきている。事

業名変更なんて、これ変更のしようがないは

ずなんだが、実際、事業名変更、商工費かな

これ、商工費ですね、路線バス、これについ

ての説明と苦言ですが、私は何回も口酸っぱ

く言ってきた議会に出すときには本当に緊張

感持ってやれと、もう私は議員になった頃か

ら言っているんですよ。ちょっと良くなった

かなと思ったら途中でまたミスが出てきて、



- 67 -

これもずっと繰り返し、私自身は土地改良の

関係で役場の職員もずっと見てきました。み

んな能力あるはずなんです。目も生きている

ほんの数人の職員を除いては、はっきり申し

上げて数人の職員これだめだという職員もい

ます。これはしかし採用試験受けて採用され

ているわけですから何も言えませんが、みん

な彼なりに見たら能力持っているはずなんで

すよ。じゃあなぜこういうミスが起きるかと

いうことなんですね。これはお互い課長をは

じめ各課の横の連絡、チェックの気持ち本当

に真剣にチェックしたかどうか、これが欠け

ているんじゃないかと思うんです。

そのへんこれは金銭的なもんで、先ほど町

長が回答しましたが、副町長だいたいこうい

うのはあんたが見ているはずなんで、そのへ

ん覚悟のほどちょっと聞かしてください。そ

うじゃないと役場の職員能力なしと判断する

しかないんですよ、もう。今後こういうこと

があまり起きるようであれば、そのへんのと

ころも含めて回答願います。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

まずはじめに、今回のこのことに関しまし

ては、私たちのチェックミスで議員の皆さん、

そして議会の皆さんにご迷惑かけたことを大

変申し訳なく思っております。

議案が上がってきたら担当課でチェックを

して最終的には私の方でチェックをするとこ

ろなんですが、やはりチェック漏れがあると

いうことで、そのへんは申し訳なく思ってお

ります。

また庁議等々でも、しっかりそのへんは職

員に周知徹底をして、また二度とこういうこ

とがないように気をつけますので、またひと

つこれからもご指導をよろしくお願いしたい

と思います

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

事業名にかかる訂正ということで、ご迷惑

おかけいたしまして大変申し訳なく思ってお

ります。今回の当初の町営バス車両整備事業

というのが、県から補助をいただいて、その

事業名が担当の方で事業名を載せてしまった

と、ところが実際照らし合わせて見ると予算

書の方には、いの現在あります路線整備事業

というところの中で、県の事業と町の事業が

ちょっと記載を勘違いしたといいますか、そ

ういう状況になっております。大変申し訳ご

ざいませんでした。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

議席６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

１件だけ、これは私の方が指摘したんです

が、こんなにあるとは思っておりませんでし

た。実際ですね。そこでですが喜久里議員か

らもおっしゃっておりましたが、この間違い

について検証する必要があると思うんです

が、検証する考えはありますか。ひとつよろ

しくお願いします。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

これは実は財政担当が、新しい職員に変わ

った部分と職員の慣れで事業額のとらえ方を

誤って判断してしまったという部分で、各課

から報告が上がってきたのを補正後の額で記
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入するか、補正前で記入するかという細かい

チェック確認までやるべきでしたが、その部

分を怠ったという点で総括は企画財政課に各

事業の報告がきますので、そのへんの判断ミ

スということでありますので、今後ないよう

に徹底して、以降に指導していきたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

今しゃべる気持ちはなかったんですが、赤

嶺議員の質問、それから平田課長の答弁の中

で異動の話がありました。これは私ごとの話

なんですが、私が車の車両の税金の問題で県

にいろいろやったら県から調べに来たんです

よ。何名か若い課長なのか、わからないけど

７、８名の若い連中を連れて来て、会社を調

べて、そしていろいろやってみたら何も他の

自動車学校と変わらないような運営をしてい

るなと、要するに検査というのがあって人的

問題とか、そして施設の問題とか、カリキュ

ラムの問題とか、みんな調べてＯＫだという

ことで持ち帰った。そしたら３カ月経っても

半年経っても１年経っても何のこともない、

それでどういうことかということで、ある県

議を使って、話してみたら、彼が直接行って

みたら、私、久米島仲里自動車学校の検査を

した後、帰った後、すぐ異動になりましてと

いうことで、その書類上げていなかったんで

すよ。そのおかげで僕は車18台分の税金を減

税なるべきのを車やられてしまって、払った

経緯もあるんですよ。皆さんにはこういうこ

とはないと思うんですが、異動したり上と下

の差があるときは、ぜひともきちっと連絡取

り合って申し送りをしたりとか、こういうこ

としてやってほしいと思います。

皆さんには、これからはないと思いますけ

どね、こういうふうにして被害を受ける人間

が出てくるわけですからね。ただ私は異動し

ましたので、それは上に上げないで置いてあ

りますということで、僕は１年分、車十何台

分も払わされる。こういう被害もあるわけで

すから、ぜひそういうところ皆さんも喜久里

議員からも注意されました。彼が議員立って

時期から字の誤りとかいろんな誤りとか、ず

っと出てきていました。彼もたいていニリテ

イルはずですよ、方言で言えばね。ですから

皆さんそういうことがないように、これは僕

からのちょっとした注文みたいなことになる

んですが、皆さんにはそういうことがないよ

うにぜひ頑張って、町のため頑張ってほしい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

○ 議長 幸地猛

誰か代表して答弁お願いします。町長でも

副町長でも。

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

安村議員のただいまのご質問にお答えしま

すが、先ほど申し上げたとおり、今後におい

てこういうことがないように再度副町長から

もあったとおり庁議においても再確認して、

次年度以降はこういうミスがないように努め

てまいりたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。
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討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第22号、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についての議

決内容の一部変更についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第22号、平成

28年度久米島町一般会計補正予算（第７号）

についての議決内容の一部変更については、

原案のとおり可決されました。

日程第４ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第４、これより一般質問を行います。

通告順に質問を許します。一般質問の時間

は、会議規則第56条第１項の規定によって、

30分以内となっております。なお、質問者も

答弁者も簡潔明瞭にお願いします。なお質問

は質問席から総括質問のあと一問一答方式で

行います。

それでは、順次発言を許します。

議席12番翁長学議員。

（12番翁長学議員登壇）

○ 12番 翁長学議員

12番翁長です。私の方は２問質問いたしま

す。１番目、全国和牛能力共進会について、

今年9月、宮城県において５年に１度の和牛

の品評会と言われる。全国和牛能力共進会が

仙台市で行われます。本町は過去に、沖縄県

代表として、出品している頭数が多い。町と

してこの大会をどうとらえているか。町とし

て関係団体に助成できないか。

２点目、陸上競技場の計画は。沖縄県は、

近年スポーツ合宿が各市町村で行われてい

る。プロ野球、実業団、学生等、本町も各団

体を誘致する必要がある。そこで、陸上競技

場が必要だと思うが、町の計画を伺いたい。

２点お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

12番翁長学議員の質問にお答えします。ま

ず１点目、全国和牛能力共進会についての質

問にお答えします。前回の長崎大会では、優

秀な成績を収め、全国からも注目されており、

役場担当・ＪＡ担当・大城獣医を中心に、９

月の宮城県大会の上位入賞に向けて取り組ん

でおります。上位入賞すると全国的に久米島

町の肉用牛が高い評価を受けると同時に畜産

業界においての知名度も高くなっていきま

す。畜産振興を図る上では大きな効果がある

と考えます。

関係団体への助成としては、今年度負担金

として160万円の予算計上しております。

次に、２点目の陸上競技場の計画について

であります。陸上競技場の整備について、基

礎調査を実施し、進めております。その報告

書が本年度中にまとまりますので、議員の皆

様への説明会を開く予定をしております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

改めて質問いたします。まず、１点目の方

からですね、共進会についてなんですが、ま
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ず最初に、現在の和牛の取引についてなんで

すが、最近、取引が活発というより、高い値

段で売買取引されています。本町においても

一市場、子牛で200頭以上の子牛が上場され

ています。伸び率にしてもだいぶ伸びていて

８億の売上を達成しています。その中で共進

会に向けてこの牛たちを、付加価値を付ける

ためにはどうしても出品し、久米島のイメー

ジを盛り上げるためには町の方の協力も必要

だと思いますので、今回の質問をさせていた

だきます。

皆さんのお手元に２枚綴りの資料として、

過去に本町が旧仲里村時代も含めてなんです

が、出品した実績を載せています。

沖縄県がこの共進会に出品した最初の年が

昭和57年の第４回からです。

沖縄県が第４回の福島から出品しておりま

す。久米島の方は第６回大分の方で２頭。平

成４年の６回大会で２頭。平成９年７回大会

で２頭。そして岐阜の方で８回目なんですが

３頭。９回目、鳥取で１頭。そして前回の長

崎大会の方で４頭ということで、すごい実績

を上げています。先ほど町長の方から160万

の計上を受けていますが、他に農家の皆さん

も力を入れてやっております。各団体等の助

成ということで改良組合にも助成金が出せな

いかという質問したんですが、いま団体とい

うことで協議会があります共進会に向けての

その団体に160万だと思いますが、さらに改

良組合等の農家の視察研修、そういう場所に

助成金を出せないかいうことも伺いたいで

す。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

翁長議員の再質問にお答えします。私もこ

の共進会に向けての予算措置の質問だと思い

まして、この文言でお答えしました。他のい

ろんな団体ありますが、この団体の助成につ

きましては今後、県の改良組合等々もありま

すので、そのへんとも連携しながら助成して、

先進地等の視察もできるか、今後財政と相談

して調整していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

この160万は、共進会があるということで2

9年度の予算に最初から計上されております。

町としては各部会とかに助成金、以前は出て

おりましたが、各部会の努力によって各部会

の活動費を賄うということで、町の助成がだ

いぶ少なくなりました。そこで、ちゃんとし

て視察研修目的で、農家の技術を向上するた

めには、ぜひ、町の力が必要だと思います。

農家、個人の力では経済的にも厳しいところ

もありますので、町の方の先ほど課長の方か

ら返答もあったんですが、財政の方としては

どうでしょうか。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

この助成については、いろんな団体から同

じような要望が寄せられています。財源的に

厳しい部分がありますので、年度年度財政運

営の中でそういう投入すべき部分に関しては

支援をしていかないといけないという部分が

ありますので、財政運営の中で、そういう余

裕といいますか、検討すべき部分ができまし

たら、今後調整していかないといけないだろ

うというのは考えております。



- 71 -

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

町の財政厳しいことはわかっております。

ちゃんとして、個々の農家が技術向上のため

に、ちゃんとした計画書を立て、予算もしっ

かり調べてさらに畜産が伸びるように、ぜひ、

町の力をお借りし、各農家の技術向上に力を

貸していただきたいと思います。

そしていまお手元に、皆さんの手元に資料

を配っておりますが、資料の中にも出品した

牛の評価だけではなく、出品した農家、功労

表彰もだいぶ多く受けております。そこで関

心を持つためには農家の意識をもっと高める

ために、ぜひ、久米島町、町長も先頭になっ

て出品牛が出たら町全体で盛り上げていただ

きたいと思います。町長の答弁をお願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。去る２月９日に宮城県の今

度の開催地の事務局の担当が２人いらっしゃ

って、楽天のマイチームの一員としても来ま

したがその皆さんも非常に久米島から出品す

ることを望んで期待しております。実は私が

やっているバッチは宮城県といいますと伊達

政宗、今回牛正宗というバッチをつくって、

既に全国に配布されているようです。そうい

う取り組みが宮城県として、また非常に楽天

との係わりもありまして、村井知事もこの大

会を成功させたいということで、昨年、我々

が行ったときに、ぜひ、久米島も、特に議員

の皆さんも一緒に大会に臨んでいただきたい

ということ等もあります。ぜひ、出品牛が確

定しましたら、議員さんも含めて応援態勢を

強化して、これもほんとにその地域のプラン

ドとして全国的に発信されますので、いい機

会ですので、予算の調整をしながらまた我々

としても強力に支援してまいっていきたいと

思っています。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

町長の答弁をいただきました。昨日ですね、

施政方針の中にも町長はちゃんとうたってお

ります。本町は楽天繋がりで宮城県とは交流

があります。この機にさらなる交流ができる

ことを皆さんとともに出品牛が出るように皆

さんぜひ応援していただきたいと思います。

町の方もバックアップよろしくお願い致しま

す。１番目については以上です。

続きまして２点目、陸上競技場の計画につ

いて再質問させていただきます。沖縄県は近

年、各市町村すごい暖かいこの地でキャンプ

をする実業団等が多くいらしてます。そして

久米島町においては現在メインとなっている

のが楽天のキャンプです。楽天が球団創立以

来、久米島でキャンプを行ってます。しかし

ながら全日程、最初の頃は久米島で日程を消

化していたんですが、途中から１軍も短くな

り沖縄本島へと渡ります。やはり条件が悪い

ということで本島に移動いたしますが、この

キャンプが短くなっていると久米島に落ちる

お金の方もだいぶ少なくなると思います。そ

れでこの楽天のキャンプがずっと続くのか、

見通しいかがでしょうか、まずそれから先に

聞きたいです。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。
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○ 商工観光課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えします。楽天イ

ーグルスの今後の久米島キャンプの見通しな

んですが、我々担当課としていろいろ球団と

の調整等を行っていますが、現在のところ球

団としても久米島が誠意をもって受け入れて

いるというところの中でそういう継続性につ

いてはあると思っていますが、先ほど、お話

にもありましたとおり、離島というところの

中での条件面ですね、対戦相手、練習試合の

中で、試合のマッチング、取り組みが厳しい

というところの中で、これまで約３週間、２

軍におきましては約１カ月というところから

どんどん練習試合を強化していくというとこ

ろの中で期間が短くなってきております。そ

れで今後、２年後、３年後というところを我

々としてもいろいろと想定するんですが、ま

ず、継続するにあたっては厳しいという予測

もできますし、ただし、久米島の今後の取り

組みの中で、施設の老朽化とか、あとは受入

態勢の構築等もしっかり評価されていくと思

いますので、その中で条件が久米島以上にい

いところが沖縄本島でできた場合には、そこ

のいい条件の方に移る可能性も秘めておりま

すので、現在は継続できるようなかたちでい

ま取り組んでいるところです。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

楽天の方も本町が誠意があればずっといく

という答弁です。そして競技場の計画がある

と、基礎調査を行っているという返答を受け

ましたがどのような計画で構想を持っている

か伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

現在、企画財政課の方で、平成28年度に委

託をかけまして、久米島町の人口や所帯動向、

そして産業動向とか観光の動向、そして法規

制等を既存資料より活用整理して、上位計画

や関連計画における久米島町総合運動公園の

位置付けを把握、整理しながら、町内の主要

な運動施設の利用者数の実績、整備工事費等

抽出して、土地利用及び土地所有者の状況、

地形状況などを整理して、整備候補地決定の

基礎資料とします。並行して町民を対象にア

ンケートを実施終わったところです。陸上競

技場及びサッカー場のニーズ、機能等につい

て住民意向を把握するためアンケート調査を

実施いたしました。また、町内運動施設を利

用する各種団体、組織等、関係者ヒアリング

を実施し、関係者のニーズを把握整理します。

それにより、整備に関する基本理念や整備テ

ーマ並びに円滑活用について、活用手法や整

備方針を検討していきます。並びに整備にお

ける費用対効果を把握して整理すると共に相

乗効果として、経済効果を整理していって判

断材料としていきたいと思っています。これ

は今月いっぱいで、調査を終わりますので、

その結果については完成しだい議会に説明し

ていきます。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

計画の方は調査等も踏まえて、進んでいる

ようですが、計画が進む中で競技場が先にで

きても誘致しないと各チームは来ないです。

建設中にこういう誘致も計画しないといけな

いと思うんですが、こういう誘致計画などは
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どうなっているでしょうか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

お答えいたします。現在、陸上に関しては

施設がないというところの中で施設を主に利

用しない駅伝とか、道路を走る競技に関して

誘致を行っているところであります。誘致に

あたりましては一括交付金を活用いたしまし

て、実業団の陸上部の監督、コーチ等に久米

島の環境を視察していただいて、基本的に短

期間でも久米島で合宿ができないかというと

ころの中でいろいろと視察をしていただい

て、誘致を図るというところで、今年度も招

聘を試みたんですが、今回残念ながら招聘に

応じる実業団がなかったんですが、次年度以

降も、29年度以降もそういったかたちで誘致

を行っていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

誘致の方で、実際に足を運んでどこかの会

社、学校関係とか足を運んだ経緯はあります

か。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

誘致、招聘にかかる部分とあとは誘致とい

うことで、全国の駅伝大会の方に赴きまして、

そこでの監督、コーチ関係者との意見交換会

がございまして、こちらの方には久米島の環

境等の資料を持参いたしまして、そういった

かたちで誘致を図っているところではござい

ます。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

実際に、足を運んでその団体等に久米島の

環境を報告しながら誘致活動を行っていると

いうことで、そこで他市町村、沖縄県で何チ

ームの団体がキャンプを行っているか、市町

村の数もわかったら教えていただきたいで

す。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

県内の市町村でどれだけのチームが合宿し

ているかということは把握はしておりません

が、よく耳にいたしますのは国頭村、それか

ら近年では宮古島市の方が盛んに合宿の方で

すね、訪れているというところでございます。

昨年、久米島で合宿、これも招聘して誘致し

た実業団なんですが、やはり競技場も必要と

いうことがありまして、宮古島も久米島の取

り組みを参考にということで昨年からスポー

ツコンベンション推進協議会というのを立ち

上げまして、そういう取り組みをして活動す

る中で、いつも宮古島市さんの担当者ともよ

く会場でお会いしますが、そういったところ

の中で路線の問題もございますし、施設の問

題もございますし、継続にあたっては厳しい

状況もあるんですが、その中でも競技場がな

い中でも合宿して、この間は１チームではあ

ったんですが継続していただいている経緯は

ごさいます。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

各市町村の例を見ながら陸上競技場計画が

あるということで伺っていますので、ぜひ、
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競技場がけいかくどおり建設されることを要

望いたします。そして場所的に、今考えると

ホタルドーム、屋内の施設もないとだめだと

思います。候補地としてはどちらの方を予定

してでしょうか、旧仲里総合グラウンドなの

か、現在ホタルドームの横なのか。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

候補地も含めて、候補地の選定作業も行っ

ている最中なんですが、ご質問のあった仲里

球場の周辺とか、ドームの周辺となっている

分では現実的に仲里球場のグラウンド整備す

るには防風林解除とか、いろんな法的な規制

が多いということで、具志川の久米島野球場

と陸上競技場の近くを想定して調査入れてい

ます。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

ちょうど競技場に対しての計画はしっかり

と受け止めました。そして誘致に関しては、

しっかりと根を回して競技場ができるまでし

っかりと誘致活動を行い、楽天がメインにな

っている久米島なんですが、各団体にも誘致

活動を積極的に行って、冬場の久米島の環境

もいいということをアピールしながらぜひ競

技場を完成するとともに、誘致活動に皆さん

努力していただきたいと思います。これをも

って私の質問とさせていただきます。

（12番翁長学議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで翁長学議員の一般質問を終わりま

す。

休憩します｡（午前10時45分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後10時55分）

次に、議席５番吉永浩議員。

（５番吉永浩議員登壇）

○ ５番 吉永浩議員

５番吉永浩です。今日は清水小学校から６

年生が傍聴にきているということですので、

次の議員になり手かもしれませんので、張り

きって質問していきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。僕から３点、通告に従

いまして質問いたします。まず１点目、感染

症対策について。今期も季節性インフルエン

ザが流行しています。インフルエンザは予防

接種で予防が可能です。そこで町長の見解を

伺う。

①子育て世代にとって、現在一人あたりの

接種負担は大きいと考えます。一人当たりの

子どもの数が多い久米島町では、予防接種に

かかる自己負担も大きくなるのは当然です。

今後は、本町における子育て環境の充実の取

組として一人あたりの予防接種自己負担額の

軽減策が必要と考えますが町長の考えを伺

う。

２つ目、ふるさと納税について。ふるさと

納税は、貴重な財源となると同時に、全国に

特産品などをＰＲできるものである。そこで

町長へ伺います。

①久米島町における、ふるさと納税につい

ての今後の計画は。

３つ目、統括保健師の配置について。技術

職の分散配置となっている久米島町におい

て、「人材育成」や「地域全体の健康課題を

明確にして活動する」観点から、統括的な役

割を持つ者の配置が必要と考えます。そこで

町長の見解を伺います。
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①統括保健師を配置することで、組織横断

的な取り組みが可能になると考えます。平成

30年度配置に向け平成29年度で態勢準備して

いく考えはあるか。この３点お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいま５番吉永浩議員の質問にお答えい

たします。まず１つ目に感染症の対策につい

て。

予防接種法に基づく集団予防の努力義務の

ある定期予防接種については、一部個人負担

がありますが、次年度からば無料化の方向で

調整しております。インフルエンザ予防接種

については、現在高齢者に対する料金の一部

助成は行っておりますが、対象範囲を広げる

ことが可能なのか検討してまいりたいと思っ

ています。

続きまして２点目のふるさと納税につい

て、これまで各事業所や他の市町村等の取り

組み方等、調査してきましたが、新年度から

の取り組み方などについて２月の行政内部で

「ふるさと納税推進ワーキンググループ」を

立ち上げ、推進に向け、取り組んでおります。

３つ目の統括保健師の配置について。統括

保健師の配置については、必要性はあると考

えておりますが、現在、保健師の欠員が続い

ている状況にあり、当面は、欠員補充を優先

するべきだと考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

答弁ありがとうございます。再質問いたし

ます。まず、季節性インフルエンザのことに

ついてなんですが、予防接種は基本的にワク

チンを身体にうって、それで免疫をつくって、

感染症に対する抵抗力をつくるというもので

す。先ほど答弁にもありましたけど、市町村

が行うものに、定期予防接種と任意予防接種

があります。季節性インフルエンザは任意予

防接種になっています。当然、定期予防接種

の例えば麻疹とか、風しんとか言うのは市町

村がやっていきますが、任意予防接種に関し

ては市町村が干渉することはないということ

になります。季節性インフルエンザは任意予

防接種になりますので、主に個人努力による

予防接種ということになります。ただし、季

節性インフルエンザに関しては、毎年流行と

いうのはわかっていることです。そして一旦、

流行が始まりましたら、人から人へ大きく感

染していくということになっています。基本

的には、手洗いうがい、そして食事睡眠が大

切というのはありますが、この予防接種でし

っかりと感染予防する、もしくは重症化予防

をしていくというのが、この予防接種の基本

的なものだとは思いますけど、それを踏まえ

た上で、久米島町は合計特殊出生率が全国上

位という状況があると思います。これは久米

島町にとってとても強みだと思います。一方

で、離婚率が高い、所得が低い、女性の働く

環境とか、子育てサービスの環境というのが

まだまだ構築途中だと私は思っておりますの

で、そういった中において、子どもを育てる

親の経済的負担というのは、やっぱり大きく

なってくるというふうに考えてます。そして、

強みは強みとして活かすためには、この任意

接種では、この季節性インフルエンザではあ

りますが、自己負担額の軽減が必要なのかな
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と考えています。

これを言うと、マイナスになりますけど、

南部福祉保健所、県の健康に関する集約して

いるところではありますけど、確認しました

ら任意予防接種なので、当然、各市町村には

金額とかのデータ集められているものはない

んですが、これは各医療機関でも金額は設定

されているというかたちになりますので、そ

ういったデータはなかったんですが、久米島

町で、県外の方では子供の季節性インフルエ

ンザに対して１回あたり1千円を助成したり、

前提として子供のインフルエンザ予防接種は

２回です。大人は１回なんですけど子供は２

回です。ですので２回目は全額半額にしたり

とか、そういった取り組みをしている自治体

もあります。そういったところで法律にない

からとか、基本的には他の市町村、県内では

やってないからとか、そういったところでは

なくて、柔軟に考えていって久米島町の現状

にあったかたちで、環境をつくっていく必要

があるんじゃないか、特に、任意接種で個人

努力によるものだからこそ、そういう努力し

やすい、久米島町の子育て環境をつくってい

く必要があると思いますが、この点、福祉課

長、どう考えますか。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

ただいまの質問ですが、現在、任意の予防

接種でありますが、高齢者については1千円

の自己負担をしてもらって、あとの残りの2

千円余りが助成というかたちでやっていま

す。

このインフルエンザ予防接種を18歳以下の

年齢にも引き下げして対象を広げるかという

ことになると財源も必要だし、いろいろ検討

すべきことがあると思いますが、与那原町で

は、1,500円を助成して、高齢者以外にです

よ、やっているところもありますので、その

へんいろいろ財政とも協議しながら財源が伴

いますので、そういった工夫しながら負担軽

減に向けて検討していきたいと思っていま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

与那原では、ちょっとすみません、そのへ

んのところ把握はしてなかったんですけど、

そういう助成をしている自治体もあるという

ところで、調べてくださっています。

一方ですね、今期学校現場ではどうだった

のかというところではあると思うんですが、

各小学校、養護教諭の先生に確認しました。

そしたらインフルエンザで今年度28年度学級

閉鎖は１回だったと、まずそれが一つあると。

そしてインフルエンザにより学校を休んだ児

童生徒は述べ実人数が65名、これはおおよそ

の数になります。いま現在休んでいる方もい

ますので、65名。インフルエンザの場合、１

週間前後休む場合もありますので、これに掛

ける５とか、７とか、300日、400日述べ人数

で休むということになると思いますが、これ

だけ休むとなると学校運営に関して、子供た

ちの教育に関して何か影響が出るかというと

ころを教育長に確認しておきたいんですけ

ど、どうですか。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

ただいまのご質問にお答えします。その前
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にインフルエンザに罹患した子、あるいは流

行期に関しては文書でうがい手洗い、あるい

は教室の換気といったような指導は毎回行っ

ています。流行期に関しては毎週、各学校か

らどれだけの児童生徒が罹患したかという報

告も上がってきますので、それを集計をして

県の方に報告をしております。

今回、学級閉鎖があったわけなんですが、

この学級閉鎖に関する規定というのはありま

せん。これは今後流行していくおそれがある

とか、あるいは学級の人数の中で、これだけ

の生徒が欠席をしたらこの授業が、あるいは

学習内容がうまくできないといったような場

合、そういったときには学校長が判断をしま

して、また、その学校保健医さんとも相談を

しながら学校閉鎖をすることになっていま

す。

どれだけ休めば、学級閉鎖をする、あるい

は学校閉鎖をするといったような基準はござ

いません。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

いま質問したのは、延べ人数これだけの人

が休んだり、学級閉鎖があったりという中で

学校の運営とか、子供たちの教育に関して影

響がでるかどうかという趣旨なんですけど。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

回答が足りませんでしたが、やはり、多く

子供たちが休んだ場合には、一斉に授業をし

ているわけですので、それぞれ学習のあるな

いということで不公平な部分も出てくると思

います。そういう中で、あまりにも多くの生

徒が休んだ場合には、それはもう半分は自習、

あるいは半分はお家で自宅学習ということに

なりますので、学習内容、教科に関しては影

響がでると思っています。ただ、そういった

休みの児童生徒があった場合には、教科を振

り替えたりといったようなことは工夫してや

っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

学校側ではそういった工夫をされている。

ただ、インフルエンザ等、感染症で休んでし

まうと学校経営というか、子供たちの教育に

も影響が出てくるというようなところもある

と思います。そういった先ほどの福祉課長、

いま教育長の答弁ありましたが、任意接種で

はあるんですが、毎年流行がわかっている季

節性のインフルエンザに関して、子供たちの

健康を守る、そして任意接種なんですが、経

済的に負担の大きい親に対して健康を守りや

すい環境づくりをするため、そしてワクチン

接種によって、感染を予防しますが、重症化

も予防する、イコール医療費を削減するとい

う効果もあると思います。

そしてやっぱり学校経営、子供たちの教育

にも少なからずあるという中でそういったこ

とを押さえていって学級閉鎖等をなくしてい

くという、ところの押さえ、予防にもなって

いくのかというところがあります。

こういったところでぜひ、そこを考えてほ

しいんですけど、一番実際子育てをしている

親に聞いてほしいと思います。球美の島診療

所であれば子供たち１人当たり1,620円、僕

たちだったら４名子供いますから掛ける４

名、そして２回という負担。ところが公立病
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院であれば、小学６年生までが2,800円かな、

そしてふ中学生以降が3,100円だったと思い

ます。それぐらいの額で、医療機関によって

もぜんぜん違ってくるという中で、掛ける２、

子供たちの数が多いという負担は行政の中で

も考えてほしいなというふうに思っていると

ころで、この親の声をしっかりと聞いてほし

い。そして安心して子育てできる環境づくり

と、施政方針でも町長の方ありましたので、

今までのやり取りを聞いて、この要望に対す

る答弁を聞いて、次の質問に移りたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いま教育長からもいろいろ答弁がありまし

たが、基本的に私は予防、しっかりと保育園

児から含めてですが、徹底していただきたい

ということと、今日も生徒さんたちはマスク

をして来ておりますが、こういう空気の中で

はそういうの非常に大事かと思っておりま

す。今後においても学校の保健の先生はじめ、

先生方とも連携しながら町がやるべきもの

は、町で担当課を中心に予防活動とか、事前

の予防接種においては極力、可能な限り助成

できるような仕組みを検討していきたいと思

っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ、強く要望します。

次の質問に移ります。ふるさと納税につい

てです。２月に行政内部でふるさと納税推進

ワーキンググループを立ち上げたということ

で答弁ありました。ふるさと納税は一般市民

や町民が自ら希望する自治体、市区町村に対

して寄付を行う制度です。2千円を超えた金

額、来年度の住民税の２割を上限にキャッシ

ュバックがあるという制度になってまして、

実質2千円でさまざまな地域の特産品を味わ

うことができると、国民には知れ渡っている

ということがまずあります。

平成28年度の町村の段階では国民の９割が

この制度に関してある程度わかったというよ

うな調査結果が出ていますので、ますますこ

れからの広がる制度ではないかと私は考えて

います。一方で、まだ平成27年度でふるさと

納税をした方、税控除を受けた方が130万人、

これが多いか少ないかというところなんです

が、日本国全体、この住民税に該当する恩恵

を受けることができる方が5千500万人いま

す。となると130万割るの5千500万で、まだ

このふるさと納税を利用している、恩恵を受

ける方で利用している方は2.4％、これが10

％になってくると、今の４倍、6千600億、今

が1千650億ぐらいなので、単純にその額が頑

張っているふるさと納税で頑張った地域がと

ることができたり、あるいはそこの地域の地

場産業とかに落ちていくということが今後見

えている事業に、なっていると思います。

ここで確認しておきたいのは、副町長の方

から、平成29年度の一般会計の中でも、返礼

品を始めていくと、そして予算書の中にも収

入を1千900万見込んでいて、需用費で、おそ

らくあれは返礼品の需用費だと思いますけど

850万ぐらい、委託料も500万前後入っていた

と思います。本格的に参入する年度になると

いうところで、２つ大きく確認しておきます。

一つは全体像、集める、つかう、公表する、

この点と、もう一つは体験型返礼品に関して
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の提案、これを２つやっていきたいと思って

います。そして、僕は28年度の、昨日ですか

ね、補正予算の件で基金に関して目標額に関

して確認したと思いますが、これはさっきの

予防接種であったとしても、結局財源が伴う

というところで、なかなか進まないというと

ころもありますので、今のうちに来年度本格

参入するというときに、この集める方法と、

人を確認しておきたいというところの部分が

ありますので、28年度補正予算のときにちょ

っと基金のことについてもあげたんですが、

ふるさと納税に関してもおそらく基金をつく

ってやっていますよね、今後、同じようにお

金をたくさん集めてもいままでつかっていた

ものだけにしか、つかわないというのはもっ

たいないというふうに思いますし、そもそも

ふるさと納税自体が自治体にとっては自由度

の高い財源になるというところで、今までど

おりのというのはもったいない。

施政方針でも概念にとらわれることなく

と、これまでの概念にとらわれることなくと

いうふうに言っていますので、そういったと

ころで提案もしていきたいというふうになっ

ていますので、再質問していきたいと思いま

す。これまで、各事業所、各市町村の取り組

みを調査してきたと、そして行政内部でふる

さと納税推進ワーキンググループを立ち上げ

たと、４月から始まる制度というか、本格参

入するにあたって２月立ち上げは少し遅いよ

うな感じもするんですが、新年度予算にそれ

を入れているというところである程度話が進

んでいるという前提で、確認していきます。

まず、ふるさと納税は、官民が連携して地

域を盛り上げていく必要があると僕は考えて

いますが、行政内部でワーキングチームを立

ち上げたというところで、島内の民間事業者

というのがどういうかたちで動いてかかわっ

ていく、あるいは今、ワーキングチームの中

に入っているのか、そこをまず確認します。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

ただいまの吉永議員の質問にお答えいたし

ます。まず、今後のスケジュールなんですが、

６月後半から７月に向け、返礼品を開始でき

るように取り組む予定であります。29年６月

から７月に向けて、開始するにはかなりの事

務がありますので、他の市町村を例にして、

代行業者を公募します。契約しながら並行し

て島内生産者、事業者への説明会の開催、運

営サイト、パンフの作成を終え、開始となり

ます。そして開始後も返礼品に対しての問い

合わせ等に対してのかなりの事務が予想され

ます。昨今、過剰な返礼品合戦に対して総務

省の方から自粛を促すような動きがありま

す。本町では返礼品事業を島中の特産品等の

販路拡大、久米島のＰＲと位置づけ、目的を

定めて取り組んでいく所存です。

事業者に対しては、去年の12月16日、島内

事業者の説明会を行いました。やる前に特産

品を返礼品としていきますので、各事業者と

か、どういうふうな流れになるのか等、ある

程度、業者さんへの聞き取り調査も必要だろ

うということで、担当の方で各事業者説明会

を開いています。これは商工会の会議室の方

で実施しました。そのときの19業者さんがい

らっしゃっていました。そのときの状況につ

いては返礼品事業に対して興味がある、参加

したいという事業者さんが大半でした。

その中でも懸念事項としては、トラブルと
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か、発送の期日に間に合わないときにどうい

うふうな対応とか、懸念事項もありますので、

諸々解決しながら、しっかりした態勢で臨ま

ないといけないということで、そのようない

ろいろな懸念事項を払拭するために、まず町

内の中でワーキンググループを立ち上げて、

そこでいろんなものを処理しながら、事業者

への説明会等、キャッチボールしながら展開

して、６月７月には返礼品を開始しようとい

うことで始めています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

とういう答弁がありましたということは、

一応、混乱をさけるために行政内部で最初に

して、そして、大体そういう困難が解決した

ら民間業者も入れていくという考えで、とい

うことですね、それで確認、まず一つ、それ

でいいと思います。

そして、これですね、北海道の東川町とい

うところがあるんですが、ここふるさと納税

やっているんですが、ここは納税者に対して

アンケートをやっています。その中でふるさ

と納税を行うまではこの東川町に訪問したこ

とがなかった方々の内、12.6％がその納税後

に同町、その町を訪問したと回答しています。

さらには63％の人が、向こう５年以内に訪問

したいと回答している。つまりそれはふるさ

と納税は交流人口、こちらに来てくれると、

増やすと期待できると思っています。そうい

うところも踏まえた上で、具体的に寄付金額

の設定とか、あとは具体的に地域業者とお話

してましたけど、返礼品の案、どのようにＰ

Ｒしていくのか、そういうところも含めて答

弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

現在、久米島町のふるさと納税に関しては、

ほとんど久米島を観光して好きになって久米

島ファンとして寄付している方が大半です。

今後、返礼品を開始することによって、特産

品のＰＲとか、また、特産品をＰＲすること

によって、島の特産品の販路拡大、そしてま

た、特産品を通じて久米島ファンになるとい

う、来島しなくてもそういう展開というのが

今後できてくると思います。

調査の結果なんですけど、全国的にふるさ

と納税の動機についての回答の内、特典が魅

力的だったという回答が71％で最も高かった

です。寄付者は思いのある自治体に寄付する

というよりも、返礼品で寄付先を決めている

のが実情という部分で、７割方がそういうデ

ータになっています。

返礼品事業の目的といいますと、島内生産

者の販路拡大ですが、その後も継続して商品

を購入したり、ふるさと納税をきっかけとし

て久米島のファンになってくれるような仕組

みが必要だろうということで、そういうふう

な仕組みづくりを中心にワーキンググループ

の中では検討しています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ふるさと納税して返礼品をすることで販路

拡大につながっていくというところなんです

が、寄付金額の設定とか、具体的な返礼品の

案とか、そういうのはまだ決まってないとい

うところで理解してよろしいかと思います。

その他の市町村は、皆さんにお配りした資料
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１の方を見てほしいんですが、こういったポ

ータルサイトをつかっています。多くの自治

体がこのふるさと納税をした後にＰＲ活動で

最も効果が高かったものというアンケートに

対して、このふるさと納税サイトの活用が上

げられていますが、これについて活用する考

えがあるかどうか。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

ふるさとチェイスというのが、ほとんど納

税と申し上げたんですが、ふるさと寄付して

いる市町村はほとんどふるさとチェイスとい

うホームページに掲載していると思われま

す。提携しようとしている事業所さんを通じ

て、そういうふるさとチェイスとか、ＰＲで

きるホームページにどんどん乗せ込んでいく

ことによって久米島町のＰＲができますの

で、そういう方向性で進めていきたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

最も効果の高かったものが、ふるさと納税

サイトの活用、一番多くＰＲ活動している取

り組みとしては、自分たちのホームページで

の呼びかけＰＲというのがありますので、自

分たちの久米島町のホームページでのふるさ

と納税に対しての呼びかけ、自分たちの努力

もしながらふるさと納税を取り扱っているサ

イトを活用してほしいなと考えています。

もうちょっと確認します。ふるさと納税に

関して、返礼品の買い取り価格、これは地域

戦力にも大きく関連してくると思いますの

で、自治体によっては一番市場価格で買い取

っているところもあるんですが、高く買い取

っているところもあると、安く買い取ってい

るところもあると、安く買い取っているとこ

ろは安い分というのは自助努力で町側が自治

体側がＰＲしているので、その分は自分たち

でやってねというところ。もし、高く買い取

るところは安い単純に地場産業の活性化とい

うところを考えているようです。ただ一番多

いのは市場価格での買い取りという調査結果

がありますけど、僕としては市場価格かそれ

以下というふうに考えていますけど、そのへ

んの部分ところはどうですか。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

全国的に寄付額の40.5％がそういう特産品

の返礼品とか、送料、事業者さんへの支払い

等で寄付金として残るのが20～40％ぐらい、

1万円寄付すれば2千円か4千円くらいという

格好になってきます。そのへん含めて吉永議

員からの質問だったんですが、いろんな課題

がありますので、そのへんも課題は課題とし

て注視して、うまく解決して久米島なりの寄

付制度にできないかと検討しております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今年、平成29年度1千900万円の収入をふる

さと納税で見込んでいるというところなんで

すが、寄付が増えると基本的に単純に寄付受

領証明書の発行とか事務負担が増える。これ

は寄付が増えた自治体に起こっている当然の

流れではありますが、その点、対応できるよ

うに関係課内部で調整されているかどうか確

認いたします。
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○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

そういうことも含めてふるさと納税推進ワ

ーキンググループを庁舎内部につくってあり

ます。構成員としましては、企画財政課、総

務課、商工観光課、教育課、税務課、福祉課、

これは、寄付金だけの受け取りだけじゃなく

て、使い道を含めて、納税した方々の思いと

どのような、目的でつかうかということも含

めて、久米島町として寄付してもらった方々

にたいする気持ちとつかう目的をきちっと定

めて寄付依頼をするというのが肝心じゃない

かと思います。そういうのを含めてワーキン

ググループの中で話し合いしています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ワーキンググループの中でその点も1千900

万という収入になった場合、それ以上になっ

た場合もそうなんですけど、そういった負担、

事務負担の部分をしっかり考えてほしいなと

思っています。もちろん、寄付者の付託とそ

の思いとお金に応えるのは当然でありますの

で、受け入れる側、特にふるさと納税が一気

に広がったというのはワンストップ特例制度

というのがあるんですが、一人のサラリーマ

ンの方が５自治体までであれば、そのふるさ

と納税した後に確定申告は必要ない、そのふ

るさと納税した後に確定申告必要ないんです

けど、受けた自治体とその寄付した側がいる

自治体がそういう手続きを当然するというこ

とになります。これから広がる制度になりま

すので、この分の調整もしっかりやってほし

いなと思っています。

これはほんとは最初の方に確認すべきなの

かもしれませんが、先ほど言いました平成27

年度全国では1千653億円これは対前年度比4.

3倍になっている。件数でいうと720万件、こ

れも対前年度比で3.8倍になっているという

ことなんですが、もしわかれば久米島町のふ

るさと納税の伸び率、この数年間、わかれば

でいいです。これちょっとびっくりしたんで

すけど、北中城村が受けた寄付額とその北中

城村の村民が払った寄付額でトータルしたら

マイナスになっていると121万円。タイムス

の新聞になりますが、２月６日の新聞に、こ

れは返礼品の競争是正をという見出しなんで

すけど、久米島町平成27年度が380万4千500

円なってますけど、実際の収支のところがど

うなっているかというのをもし把握していれ

ばお願いします。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

我々が心配している部分であるんですけ

ど、確かに全国的に寄付に対していろいろな

作業、返礼品の代金とか、送料、あるいは事

務手続き等、結果がマイナスになってますよ

という自治体もございます。そういう自治体

もございますし、そういう部分も含めて、中

身をよく精査して、実施しないと、結果的に

やったことが無駄になるという部分がありま

すので、全国の市町村のそういうふるさと納

税の状況というのが、総務省のふるさと納税

ポータルサイトというのがありますが、全国

の市町村の状況が、平成21年度から27年度ま

での実績、そして件数が見れます。確かに先

ほど出た市町村もそうなんですけど、その中

でも沖縄県内ではトップが名護市ですね、辺
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野古の問題との絡みがあると思います。２位

が今帰仁村、金額を申し上げますと名護市で

2億5千700万円、２位の今帰仁村で1億7千725

万円、３位が大宜味村6千490万円、その次が

竹富町で6千480万円、これは特産品を返礼品

に加えた部分で一気に去年一昨年から伸びて

いるというのは見られます。ご質問にある、

経費を差し引いた分というのが、本町も正確

な数字はつかめておりませんので、後日、資

料として提示したいと思います。

いま説明している資料についても議員の皆

様に後ほど配りたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

僕はこのふるさと納税に関しては、当然総

務省から通達があって競争に関して出てきて

いる、ただ、まだ国がそういった制限をかけ

ていないという、実際、久米島町も29年度か

らこの制度に本格的に入ると言っているわけ

ですから、それはそこらへんのところを考え

て確認してからと、そういうところもあると

思いますが、入るからにはお金を取りに行く

という考え方がないと、自由につかえるお金

がない、弾力性がない財政というふうに片づ

けてしまうのは簡単ですが、削るだけじゃな

くて取りにいって、それをどうつかうかも考

えるのが行政の仕事だと思いますので、そこ

はやってほしいなと。あと、これで新聞には

380万くらい入ってきているとなっています

が、実際とれだけ入ってきているのかという

を確認しておくのは今後必要なのかなという

ところで確認しました。

この使途の方なんですが、つかい方に関し

て、実際、これは先ほどから何回か質問した

ら協議中というところもあると思いますが、

市町村によっては使途を、最初から寄付者に

選択させて実際何につかってほしいですかと

いって寄付してもらうという流れでお金を集

めている自治体が多くなっています。その中

で、僕としては子育て支援、財源がないとか

そういったところではなくて、さっきの予防

接種に関しても、最初から子育て支援に関し

て支援に対しての構築に特定の政策経費とし

てあげていった方がいいんじゃないかと、寄

付者としても共感を得られるかたちといいま

したが、最初からそのかたちをつくって久米

島町の子供たちの支援につかっていくという

特定経費、単純に今までのつかい方と一緒で

はなくて、余った財源を基金に積み立てると

いうわけではなくて、最初からそこにつくっ

て計画してもいいんじゃないかというふうに

思っています。それで資料の２番目を見てい

ただきたいと思います。これは北海道のまち

の話なんですけど、人口５千人の過疎のまち

ですね、かなりの多くの額を集めています。

それで人口増に転じていると。こちらも2015

年度の受入額が15億となっていますが、この

まちの担当者が一番は政策経費、子供、子育

て支援態勢の構築のためにふるさと納税はつ

かいますよという財源にしています。例えば

認定こども園の完全無料化とか、子供のとき

からの英語教育とか、そういったところに当

てますよと、町長がそういったかたちでやっ

て、そこにふるさと納税を全部つかったとい

うところでのものだと思います。ですから、

ふるさと納税を集めて基金ではなくて、最初

からそういう使途も明確にしてほしいなと、

これはワーキンググループの中で協議してほ

しいと、具体的にかたちで町長の方にでもそ
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れはお願いしたいなと思います。

寄付者に関しても町民に関してもつかい

方、集め方、公表のしかたというところで、

やっぱり付託に答えるというところでは、し

っかりとどういうふうにつかっていくよ、つ

かったよというのをどういうふうに公表しい

くかというところも、おそらく今からの話に

なってくるのかなと今までの流れで理解して

いますので、その点のところも話してほしい

なというところで、もう一つだけあります。

返礼品の提案なんですが、返礼品の一番人

気は牛肉です。そして一方で寄付者の視点が

モノからコトに変化をしている中で、地域の

観光資源を周遊できる体験型の返礼品という

のが、各自治体開発する動きが出ています。

これを同時に考えてもらえないかなという

ことです。単純に交通手段が限られている、

久米島町とか地方というのは、宿泊券と航空

券、タクシーの送迎までセットにして返礼品

にして来てもらうということでお金を落とし

てもらうということをしている自治体も増え

てきています。

例えば、そうすることでリピーターも増え

る獲得していくというところを東川町、先ほ

ど言いました町でもやっているということも

ありますので、例えばさっきの東川町に来て

くれる方に最大２万円の助成を出している。

人数は40名限定なんですけど、そういったか

たちで来てもらうということも返礼品からや

っているということで、そういった取り組み

もありますと、やってほしいなと。

久米島であれば、往復の航路、バーデプー

ル、そしてパークゴルフ場、そして町営バス、

これを無料券にして来てくださいという形の

返礼品も考えればできるわけです。モノでは

なくてコトといえば、 ダイビングもありま

すし、乗馬体験、ハテノ浜、シーサーづくり、

三線教室、自然教室、久米島紬体験、島の学

校体験とか、いろんな体験、久米島にモノで

はないコトの体験もあるわけですよね、そう

いったところを体験型チケットと、あとは航

路チケットとセットにして呼ぶという返礼品

のかたち、これも他がやっているからではな

くて久米島町にそういうものが溢れているか

ら、魅力的な商品として売ってほしいなとい

う提案もしたいと思います。

先ほどありました還元率は40～50％が全国

の平均なんですけど、体験型に関しては70％、

80％でもいいと思います。こっちに来てもら

ってお金を落としてもらうという仕組みづく

りが必要なのかなというところで、この分を

提案したいと思います。これが資料③になり

ます。

これは時間もあまりないので、こういった

ところで体験型の返礼品をつくって、人口増

加を交流人口の増加を目指しているというと

ころで２枚目のところに当てますよと返礼品

の中に１万円以上寄付すると利用券の3千円

分が来ると、その3千円分のチケットをつか

って地域の体験を払ってお金を落としていく

と、そして食事もして泊まってもらって、買

い物もしてもらうということもありますの

で、単純にただモノではなくて、そういった

ところも含めて提案したいと思います。

あとは、スペシャルをつくらないといけな

いと思っていますので、この体験型に関して

は例えば町長、副町長から直接電話してお待

ちしておりますというかたちで来てくれれば

お金を落としてくれますし、もし来ることが

できなければ返礼品が体験型チケットをもら
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ったんだけど、来てくれなかった、丸々それ

はこっちの財源になるわけで、そういったス

ペシャルも町長、副町長業務の範疇外にはな

ると思いますけど、そういったものも合わせ

てつくってほしい。それは群馬県にある村で

子供たちがお礼状を書いて、今までは町長の

感謝状だったと思いますけど、子供たちがお

礼状を書いて、そしたら受けた人たちは字は

きれいではないんですけど、つかったものが

想像できるわけですよね、それで次もリピー

トして寄付をするということにもつながって

いるようです。ですのでそういったスペシャ

ルは必要なのかなというところもありますの

で、このふるさと納税に関しては競争という

のを自治体に持ち込んだ制度ではあります

が、しっかりお金を自治体が積極的に取りに

行くということをやって、つかい方もそうい

うことで政策的経費に回すということをやっ

てほしいなということを要望して、この件に

関しては終わります。

３つ目の質問にいきたいと思います。統括

保健師の配置について、必要性はありますけ

ど、欠員補充を優先すべき、こういう答弁で

はあったと思いますが、欠員が続いている状

況はわかりました。であれば町長、当面とい

うのはいつまでなのか、つまり施政方針にも

あります保健医療、福祉の向上のための保健

師の配置というのは町長はどういうのを想定

しているのか確認したいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。保健師は

町には現在４名おります。そして主任保健師

が１名であります。27年度から県の南部保健

所の方に１人研修に送っております。この職

員があと１年で満了します。そうすると30年

には議員からおっしゃるような、うちには職

務分類の中にはその要職はないんですが、班

長的な役割の役職になるかと思うんですが、

担うようなことが可能になると思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

班長的な役割ということなんですが、統括

保健師の定義、これは日本看護協会が市町村

保健活動のあり方に関する検討ワーキンググ

ループ、これをつくっているんですけども、

その中でこういう定義をしています。自治体

において様々な部署に配置されている保健師

を専門的側面から組織横断的に調整支援し、

地域全体の健康水準の向上を図ることのでき

る環境態勢を整える保健師と定義されていま

す。私も保健師を12年間やらせてもらったと

いう経緯がありますが、衛生部門、できるだ

け多くの町民を対象にして予防していく、そ

してそれともう一つ福祉部門、今日、今、生

活に困っている方々に対してどういう支援を

していくか、この福祉と衛生のバランス、と

っても難しかったのを覚えています。僕はそ

ういう久米島町の課題を確認した上で、どこ

にどういうバランスをおいて、保健師の業務

をやってもらいましょうねという、それを町

長に提言していって態勢を整えていくのが統

括保健師だと思います。それを班長といえば

そうなのかもしれませんけど、それをしっか

り役割を認識した上でやらないといけないと

思っていますが、同時に欠員補充というのを

優先的にやるという話ではあったんですが、

そういう中で現場でやる保健師のことを考え
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ると、同時にどういう状況、補充した技術職

がずっとち働きやすい環境ができるかたちの

態勢も同時に考えていかないといけないとい

うふうに思っていますので、この点に関して

は早目に、もちろんその態勢をつくるという

のはそうだと思いますけども、同時にこの統

括保健師というのを設置していけるように要

望し僕の質問は終わりたいと思います。

（５番吉永浩議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで５番吉永浩議員の一般質問は終わり

ます。

休憩します｡（午前11時41分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時42分）

13番饒平名智弘議員。

（13番饒平名智弘議員登壇）

○ 13番 饒平名智弘議員

13番饒平名智弘。さとうきび振興につい

て。本町は年々高齢化が進み、さとうきびの

生産が厳しい状況にあるにもかかわらず、機

械化については、他の市町村と比較するとか

なり遅れていると考える。

①町長は刈取りや肥培管理の機械化を推進す

ると言っているがハーベスターでの刈取り実

績が、とても少ないと思われる。町長の考え

を伺いたい。

②本町、本島、宮古、石垣、南北大東村のハ

ーベスターの刈取り実績も教えてほしい。

③土地が小さく機械化が進まない状況にある

のなら、土地の大区画もやる必要があるので

はないか。

④農家は除草剤や農薬、肥料の補助事業があ

り、大変助かっているが今回の堆肥事業は、

管理や散布が大変であるため、もっとコンパ

クトな堆肥があると聞こえるが。

２点目、バス停の整備について。

本町のバス停の整備状況をどのくらい把握

しているか。バス停には、雨風をしのぐつく

りの整備を進めてほしい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

13番饒平名智弘議員の２つの質問にお答え

いたします。まず１点目のさとうきび振興に

について①として、ハーベスターにつきまし

ては、次年度の導入台数は新規で５台、台代

えで３台。株出管理機を新規で13セット導入

する予定で進めております。導入後は機械収

穫率が改善されると考えております。

②機械収穫率は、県内平均が64.6％、久米島

町においては35％、本島43.2％、ＪＡ伊是名

67.3％、南大東村99.8％、北大東村100％、

宮古島64％、石垣島が78.5％となっておりま

す。

③土地の大区画は、さとうきび農家の高齢化

に伴い農地の集約化も今後必要と考えており

ます。現在、農地中間管理機構の事業で農地

を集積し、農業生産法人及び担い手や農地を

貸し付ける事業を進めております。

④従来の10分の1の散布量で同様の効果のあ

る製品が出ております。次年度さとうきび自

然災害被害対策事業が発動されれば助成対象

となるのか調整を進めております。

２点目の質問の、バス停の整備について、

町内のバス停は96カ所あり、上屋設置箇所が

12カ所、店舗等の軒下を利用できる所が８カ

所となっており、残り76カ所については上屋

が未設置となっております。うち、建物や場
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所等の現況により設置困難な個所が56カ所と

なっており、残りは20カ所となりますが、所

によっては地権者から同意を得られず断念し

た箇所もあります。上屋設置の要望のあるバ

ス停については、利用率の高いバス停や、設

置する用地の同意が得られた所から擾先に検

討を行いますので、地域の協力を得ながら用

地に目途がついた段階で事業申請を行いたい

と考えております。

○ 議長 幸地猛

13番饒平名智弘議員。

○ 13番 饒平名智弘議員

改めて質問いたします。機械での刈り取り

実績が他の地域に比べると大変遅れていると

思うが、次年度のハーベスタの導入計画を聞

いて、大変安心は、していますが、でもまだ

まだ本町は毎年高齢化が進んでいるため、機

械化は早急に推進してもらいたい。また、機

械化を進めることがサトウキビの増産に繋が

ると考えている。町は刈り取りの機械化をど

のぐらいの割合で持っていく目標はあるのか

伺いたい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまのご質問にお答えします。担当課

の産業振興課といたしましては、ハーベスタ

が入る圃場はできるだけハーベスタで刈り取

りを行いまして、どうしてもハーベスタで刈

り取りのできない畑につきましては手刈りで

刈り取るのも仕方がないのかなとは考えおり

ます。できるだけ現在の比率が逆転できれば

いいと考えております。

○ 議長 幸地猛

13番饒平名智弘議員。

○ 13番 饒平名智弘議員

ほんとは言っているとおりにしたとは思

う、現実として土地も小さく、入らない場所

がいっぱいある、土地の整備も必要じゃない

かと思う。機械化については町が進めないと

農家が自己資金で買えることはないと思う。

そのためにも、この宮古、石垣、大東とかみ

たいに70から100ぐらいは目標に持って進め

ていかないと、このサトウキビ産業自体がた

いへん厳しいことになると思う。

次に、堆肥の件なんですけど、今回、堆肥

の事業が入って、大変、良かったが、実際つ

かってみたら、個人的に3千袋の堆肥の補助

がある。実際につかおうとしたら置くところ

も大変だし、散布するのも大変。答弁にもあ

りましたように10分の１でできる、同じ効果

のある堆肥があるということがあれば、ぜひ、

次年度の事業があれば、それを積極的に久米

島から要望出して進めてほしいと思う。その

ことに関して課長、何かありますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいま饒平名議員からありましたとお

り、今回、セーフティーネットが発動されま

して、鶏糞等はたいへん個人負担が194円の

個人負担ということで、対象農家が790戸の

サトウキビ農家に対して403農家が受け取り

しまして、実績としまして50％、約半分の実

績となっております。

おっしゃるとおり保管場所がないというこ

とで、今回、この事業をつかってない農家も

たくさんいると聞いています。去ったＪＡの

運営委員会で支店長ができたら競り市場の近

くに備蓄庫を整備して、そういうところでま
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た牛の飼料とか、堆肥も保管できないかとい

うお話もありましたので、また、そのへんが

できれば我々も一緒になって強力していきた

いと思います。

従来の10分の１でその効果があるというの

が、このスーパーフェミーサンというのが新

しく出まして、これが20㎏で2千500円ですの

で、今後、こういうのも利用しながら土壌改

良とか、従来の堆肥より、10分の１の散布料

で済むということですので、今後またＪＡも

含めて一緒になって取り組んでいきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

13番饒平名智弘議員。

○ 13番 饒平名智弘議員

ぜひですね、それを進めてほしいと思いま

す。

では、次に、２点目のバス停、町内のバス

停の整備状況は町長の答弁でそれなりに理解

はできますが、ただ、バスを利用するのは子

供たちや年寄りで、そのためにもバス停は早

急に整備する必要があると思います。私は町

長に写真を渡して、目を通したと思いますが、

真泊のバス停はひどい状況である。サトウキ

ビ畑の前にバス停があり、キビが道にはみ出

して、そこに立ってバスを待つことさえでき

ない状況である。このバス停は真泊の高校生、

中学生が、通学に毎日利用するバス停なので、

早急に整備をする必要があると思う。町長は

どのように考えているのか伺いたい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。先ほど、

写真も見ましたが、確かにこういう場所につ

いては非常に必要性があるかと思います。ま

ず、一つの考えとして作る間ですが、その停

留所にそこ専用のカサを置くとかできないか

どうか、そのへんも考えて、私も通勤途中に

そういうバス停、県道沿いを見ますが、雨に

濡れたまま待っている高校生とかいます。そ

ういうのを少しでも役に立てるような仕組み

を担当課を通して検討したいと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまの真泊のバス停の設置につきまし

ては、12月に饒平名議員からもお話いただい

ています。その後、そこの場所の確認を行い

まして、地権者、現況等も確認したところで

あります。そこの場所につきましては、相続

関係があるというところと農地であるという

ところの中で、今後、手続き等についてもこ

ちらとしても事業に取り組めるように進めて

まいりたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

13番饒平名智弘議員。

○ 13番 饒平名智弘議員

そういうことでしたらわかりますけど、た

だそこは僕が知っている限り大丈夫だと思

う。土地の持ち主は話をすればちゃんとやっ

てくれると思う。

ただ、もう１点、バス停の件なんですけど、

久米島町のバス停の設置板や時刻表は全部に

あるのか、伺います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

バス停に時刻表を張り付けはしております

が、張り付けするタイミングにつきましては、
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バスの方が、空港線もございますので、空港

の方が毎月飛行機の発着時間が変わると、Ｊ

ＴＡのジェット便ですね、時間が変動すると

か、あとは臨時便があるというところの中で、

その都度時間を変更して張付交換を行ってい

ます。バス停のそのものにしては長年の経年

劣化というところの中で、錆びとか、そうい

ったところの中で、不具合のところも数カ所

確認しておりますので、こちらも含めて整備

の方を急いでいきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

13番饒平名智弘議員。

○ 13番 饒平名智弘議員

バス停という設置表示がなくて、那覇とか

大きいところだったらバス停クランクみたい

にへっこんでいるからそこがバス停だとわか

るんですけど、ただ、久米島町は道にすぐ立

てているところがあるので、どこがバス停か

わからなくて、私が見た範囲では比嘉もそん

なところがある。場所がわからないためにお

年寄りが汗をかきながら１㎞ぐらい次のバス

停のあるところまで歩いている。そのへんは

バス停という表示だけはちゃんとしておいた

方がいいと思う。車を持っている人はいいん

ですけど、一番つかっているのは年寄りであ

る。そういう人たちにも優しくするためには、

バス停という表示はすぐにでもやる必要があ

ると思う。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまの比嘉の前の方にバス停がないと

いうことで。

（「何カ所かあるんです。」の声あり）

比嘉についてはどういう前の状況があるか

不明なんですが、確認はされてないんですが、

向こうにあるバスの引き込みですね、県道の

改修のときに、引き込みがあったと思うんで

すけど、ここの方バス停は設置指定はされて

ないんです。その中で近くのＡコープ前とい

うとろこにバス停が設置されています。なの

で地域の方からも比嘉のバス停が表示がない

とか、そこにバスが停まらないとか、そうい

う話は、最近１件問い合わせがあったんです

けど、問い合わせの中で、そこはバス停は設

置されていませんと、いうところでご案内し

たところなんですが。

その他の比嘉以外についての表示のないと

ころについては確認して早急に対応できるよ

うに取り組んでいきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

13番饒平名智弘議員。

○ 13番 饒平名智弘議員

いい話で、これで終わりたいと思います。

（13番饒平名智弘議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで13番饒平名智弘議員の一般質問を終

わります。

休憩します｡（午前12時00分）

○ 議長 幸地猛

午前に引き続き再開します。

（午後１時30分）

比嘉さんから議会傍聴の申し入れがありま

したので許可しました。

議席６番赤嶺秀德議員。

（６番赤嶺秀德議員登壇）

○ ６番 赤嶺秀德議員

６番赤嶺です。それでは、私の方から２点

６項目について質問いたします。まず１点目、

航空運賃低減とダブルトラックについて。
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私は、平成27年12月の議員就任以来定例会に

おいて、久米島・那覇間の航空運賃の低減と

ダブルトラックについて、幾度となく質問を

してきました。しかしながら問題解決の兆し

も何ら見えてきません。そこで２点について

伺う。①航空運賃の低減に向けて平成28年中

に行った活動とその進捗状況について。②ダ

ブルトラックについての進捗状況について伺

います。

２つ目、後期高齢者訪問指導について。高

齢者の医療の確保に関する法律第125条第１

項に、高齢者の心身の特性に応じ、健康教育、

健康相談、健康診査及び保健指導並びに健康

管理及び疾病の予防に係る被保険者の自助努

力についての支援、その他被保険者の健康の

保持増進のために必要な事業を行なうように

努めなければならない。これは法律によって、

後期高齢者医療広域連合に課された事務分掌

ではありますが、訪問指導等については、後

期高齢者医療広域連合から町にも依頼があっ

たと思います。その中で①町内に居住する訪

問指導対象者は何名とか。②町の訪問指導員

は何名か。③平成28年中の訪問実績は。その

中でアとイがあります。１回目と２回目。④

今後、指導員をどの様に確保していくのか、

以上４点について伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

６番赤嶺秀德議員の質問にお答えします。

まず１つ目、航空運賃の低減とダブルトラッ

クについて。平成28年度における航空運賃の

低減に関する取り組みについては、平成28年

１月の沖縄県知事への要請以降、11月５日、

12月21日には沖縄県議会、沖縄県に要請を行

っております。その他、沖縄県担当課とも幾

度となく事務協議等を重ねておりますが、沖

縄離島住民等コスト負担軽減事業の性格上か

らもなお時間を要する状況にありますので、

引き続き運賃低減に向けて取り組んでまいり

ます。

次に、ダブルトラックに関しましては、平

成28年３月に路線開設について訪問し、航空

会社に11月19日再度訪問し路線開設について

継続的に意見交換会を行っております。久米

島路線の利用状況及び環境については厳しい

状況にあることから、観光誘客を図りながら

利用実績を高めていきたいと考えておりま

す。ダブルトラック化については一朝一夕に

は済まない課題であることから引き続き誘致

に向けて取り組んでまいります。

次に、２点目の後期高齢者訪問指導につい

て。後期高齢者訪問指導事業については本町

でも受託しております。①町内の訪問指導対

象者は93名であります。②訪問指導員は町職

員の保健師２名が兼務しております。③平成

28年中の訪問実績は１回目２名、２回目１名

となっております。④今後の指導員の確保に

ついては有資格者を後期高齢連合へ推進し、

個人と広域で委託契約を結んでもらう方法を

考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

この航空運賃の低減とダブルトラックにつ

いては私は平成27年の12月議会、28年の３月、

６月定例会にも質問しております。しかしな

がら返ってくる答弁は、久米島路線の量の状
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況下、環境においては厳しいということしか

言っておりません。要するに昨日、一昨日で

すか、議事録を開いてみてもちょっと意味は

違うんですが、同じような回答であります。

全く同じです。私がここで聞いているのは、

難しい難しいと言っている割りには何もやっ

てないんじゃないかなと。ただ要請、要請だ

けで何もやってないんじゃないかなと思うか

ら、こういうふうに質問するわけです。何の

兆しも見えてこない、話も聞こえてこないと

いうことで今回も質問させていただきまし

た。

実際に真面目に真摯に航空会社へ行ってや

っているのか。例えば、運賃低減についても

28年１月の知事への要請以降、11月５日、12

月21日にもやっております。だけどその間、

１月から12月その間、２月から10月まで一体

全体どのようなことをしてきたのかというこ

となんですね。前回の答弁でも、これについ

ては委託しておりますとか、会社の協力を得

て現在進行中でありますとか言っております

が、実際この会社に行って進捗状況について

どうなっていますかと聞いたことがあるのか

どうか、伺いたい。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまの赤嶺議員の質問にお答えいたし

ます。まず運賃の低減に関する要請と、あと

は他の動き、取り組みがどうなのかというと

ころでございますが、沖縄県交通対策課の方

が担当窓口になりますが、こちらの方には28

年度におきましては９回事務調整を行ってお

ります。その内容といたしましては、まずは

実証実験で行っております球美の島交流促進

事業、こちらの方が15％の低減率で実施して

いるところでございます。こちらの方の15％

から30％もしくは20％積み上げがあるのかど

うかという中で幾度となくそういった協議を

行っております。こちらにつきましては、そ

の都度、県に訪問する際に立ち寄ったり、県

の方からも久米島の実情、地元で確認してい

ただきたいという中で久米島にも来ていただ

いております。その中でどうしても事業の性

格上、もともと離島住民の移動に関する負担

を軽減するという趣旨からしても他の離島と

の絡みもございます。久米島だけそういった

かたちで特別にというかたちも一応あるのは

多々あります。

まず町の方として、これまで協議を重ねて

いる中におきまして、まずは今の球美の島交

流促進事業につきましては29年度までの実証

実験となっております。県としてはその実証

実験の結果次第で今後の展開をどうするのか

というところまで、いま話は詰めているわけ

ですが、その中でその検証にあたりまして29

年度の取り組みに関しましては、まずはその

まま継続なのか、それとも事業を変えて、効

果の高いものに変えるか、そういう細かい話、

そのための条件等もございます。その中で新

たな割引き促進をするための１つの事業の可

能性についてもいろいろと協議を重ねており

ます。その中で久米島町が割引き拡充するに

あたって他離島との調整でありますとか、そ

ういったことも必要になりますし、更には航

空会社との協議等もまだまだ詰めるところが

残っております。そういったところで可能性

を幅広く調整しております。

ダブルトラックに関しましても、いま可能

性のある路線航空会社どうするかという選定
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は先に行った調査事業で、ある程度的を絞っ

ているところです。こちらにつきましては前

回その調査結果、全協の中でご説明いたしま

したが、今回、昨年の11月19日に、そこの航

空会社の方に伺いました。こちらの方も県の

支援も必要だというところで、県の協力も得

ながら一緒に航空会社に行っております。そ

の中身につきましては、現在の久米島の誘客

状況、観光入域客数の現状、それから今後久

米島の観光の入域客目標数、平成30年度には

12万人、それから沖縄県のロードマップにお

きましては、平成33年には15万人という数字

もございますので、そのへんも久米島の今後

の空港の利用率、それから誘客の取り組み等

説明して、その開設についてということで路

線事務の担当とお話しているところでありま

す。

もう一つ、路線を結ぶには、一概に那覇－

久米島だけという中では実現は難しいという

ところで機材繰りの方法、どの路線から那覇

に入って、那覇からどこへ行って久米島へ来

てという、それの機材の運航の状況管理をし

っかり意見を確認しながら、どういう方法で

久米島に飛べる可能性があるかというところ

で調整とか、そのへんの要請も交えながら取

り組んでいるところでございます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

課長の説明を受けて、いろいろとやってい

ることは伺えました。これは明るい兆しとみ

ていいのかなというふうに思いますが。

それと平成28年の10月15日の新聞に県内路

線実績というのが載っておりました。その中

で琉球エアーコミューターは9.8％の上昇で

す。前の年の４月から９月に比べて、去年は

前よりも9.8％伸びております。人員にして2

4万8,301名と。今年の２月７日の新聞には、

今年の１月の搭乗実績が出ております。その

中で琉球エアーコミューターはただ１社だけ

二桁台、10.3％。残りは全て一桁台です。そ

ういうことで琉球エアーコミューターも搭乗

人員は伸びてきているんです。その中で久米

島への客は何名なのか、このへんも把握され

ているのかなと思います。

この統計は琉球エアーコミューターの場

合、要するに４月から９月までの実績は那覇

－宮古を除くと。１月の搭乗率については那

覇－宮古と宮古－石垣の２路線を除いてこれ

だけの数字が出てきているわけです。という

ことは大きな離島というのは久米島と南北大

東、それから与論島、それぐらいじゃないか

なと思いますが、その中で久米島は伸びてい

ると思います。

そういう実績からしてもどんどん押してい

って、本当に自分達の子々孫々まで、子ども

たちが自由に帰ってこれる、どこかの国会議

員が言っておりましたが、人を呼びなさいと

いうことなんですが、金が高いのに呼べるわ

けないです。まずは運賃を安くしてもらって

自分の家族、私も飛行機に乗って分かるんで

すが離島割引で乗ったら安いです。だけど自

分の子どもたちが帰ってくる、孫が帰ってく

る、なかなか帰ってこれないのが実情なんで

す。観光客を誘致して客を増やすよりも我々

の孫たち子どもたち、この人たちを軽減して

もらって、いつでも帰ってこれる島というふ

うにもっていった方が私はいいんじゃないか

と思います。

そういうことでこれは行政だけに訴えるわ
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けではなくて我々議会も含めて要請活動があ

れば行きます。私は町長にも言いましたが自

費でも行きます。そういうことでひとつ皆で

島をよくするために、行政任せではなくして

私たちも含めてやりますので、必死に久米島

が発展することを考えてやってほしいなと思

います。この件については、これで質問は終

わります。

次に、後期高齢者訪問指導についてという

ことで、これ私は、後期高齢医療連合の議員

になって初めてそういったことを分かったん

ですが、後期高齢者医療連合というのは、う

るま市石川に庁舎を置いております。そこで

集まってやるんですが、専門用語が多くてな

かなか分からないところもあります。この久

米島に訪問指導員というのは後期高齢者の連

合の規約の中では専門職となっているんです

ね、保健師と看護師と専門職になっているん

です。久米島で後期高齢者の訪問介護をやる

としたら、こういった専門職がいなければで

きないと。この実績が平成27年の実績が久米

島は９回、１回目が６回、２回目に訪問に来

たのが３回と９回です。４名でしたか、資格

者は２名で１年間に９回というのは、仕事も

あるから、それでも少ないんじゃないかなと

いうふうに思います。対象者が93名いるわけ

ですから。そこをどうにかクリアして訪問で

きるような対策はできないでしょうかお伺い

します。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

お答えします。ただいまの質問ですが、こ

の事業は広域連合がこれまで、27年度までは

業者に委託して実施していた事業です。それ

で28年度になって民間業者の入札に参加者が

いないということで広域連合が自前で専門職

に委託して28年はやっております。久米島町

でも突然協力願いがありまして、いま保健師

が少ない状況で産休とかもあったりして、こ

の２名ということで答弁したんですが、２人

で兼務しながら回ろうということで広域連合

とは契約しております。実際の件数としても

28年度はいま途中なんですが６回しか行って

いないです。27年度は９回行っていますがそ

れは広域連合が委託した分で、町が受けたも

のではなくて広域連合がやったもので９回な

んです。28年度は６回でやっています。実際

これ以上は回数もこなせない状況になってい

ます。それで、資格としては看護師、保健師、

それと管理栄養士も可能だということであり

ますが、今後は町内で資格を持っている有資

格者に個人的に広域連合と委託契約を結んで

もらって、１件あたり6千500円で委託料をも

らえるということでありますので、そのへん

で個人に委託をして、もっと動けるようなか

たちでやれば、本来ですと本島から来てやる

指導なんですが、島内にいる有資格者を活用

すればもっと回数も増やせるんじゃないかと

思っておりますので、29年度はそういうかた

ちで広域連合には有資格者を推薦して、個人

委託契約でやってもらおうかなという考えで

あります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

課長がおっしゃっていたように、この訪問

指導については、平成28年後期高齢者医療連

合が業者を募って公募をしていたんですが応

募者がいなかったということで各市町村に下
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りてきている経緯はあります。それでもやは

りたぶん専門職は久米島にもいると思うんで

す。１人１回につき6千500円もらえるわけで

すから、そういうこともお話して広報に載せ

るとか、いろんな対策をやってもらえないか

なと思います。いま職員がやっているという

ことなんですが、もしこれを職員がやるとし

たら、別に広域連合から6千500円の費用を受

領できるかどうか。職員だったらできないと

思うんですが、それならば一般にいる有資格

者それをどうにか募ってやってもらえれば１

人１回につき6千500円、２人行けば１万円あ

まります。普通の日当よりも多いと思います。

そういうふうにやれば集まってくるんではな

いかと思います。いま言いましたが、職員を

派遣して、職員がその賃金をもらえるかどう

かと。

あと１点は、町長の施政方針の中で福祉の

充実の中でも（3）で高齢者福祉ということ

をうたっております。町長が施政方針の中で

うたっていることを執行部がしっかりやらな

いと、これは町長嘘をついていることになり

ますので、そのへんしっかりとやってほしい

なと思います。

先ほど質問しました職員が広域連合と契約

してこの賃金がもらえるかどうか、これだけ

聞かせてください。

○ 議長 幸地猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

委託料の件なんですが、個人委託でやった

場合6千500円といいましたが、町は今現在の

委託契約は職員で兼務させた場合には5千820

円、１件あたりということで契約しておりま

して、28年度の実績の分については昨日補正

予算がありましたが、その中に歳入として1

万7千円を計上しております。町の歳入にな

るということです。職員がもらうということ

ではなくて町の歳入です。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

よく分かりました。まず、これは会社と委

託しても向こうでは大丈夫だと思いますの

で、会社でもいないかどうか。あるいは有資

格者がいない場合は、公立久米島病院の看護

師、それをどうにか活用できないかどうか。

そういった点も考慮に入れて、やはり久米島

のお年寄りが健康で明るく、久米島に住んで

いて良かったといわれるような福祉行政をや

ってほしいなと思います。以上で私の質問は

終わります。

（６番赤嶺秀德議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで赤嶺秀德議員の一般質問を終わりま

す。

次に、議席７番仲村昌慧議員。

（７番仲村昌慧議員登壇）

○ ７番 仲村昌慧議員

７番仲村昌慧です。３月定例会において３

点質問します。まず、防犯対策についてであ

ります。2017年度に限り、市町村などが街灯

や防犯カメラを設置する費用を国が補助する

新たな事業を設けています。県全体で街灯を

約１万台。防犯カメラ約250台を設置する方

針でありますが、本町でも街灯や防犯カメラ

を設置する予定があるのかお伺いします。

次に、県道の補修についてであります。私

は昨年、県道上江洲地区の方で、路面が沈下

しているので補修をお願いしました。担当課
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長は県に伝えてあるとの解答でありました

が、未だに補修されていません。補修が遅れ

ている理由は何か。また何時補修するのか、

お伺いします。

次に、山芋スーブで活性化をということに

ついて質問いたします。本島中・北部地域で

山芋スーブが盛んになっています。特に、う

るま市や読谷村では全島大会が開催されてす

ごく盛り上がっています。本町でも山芋スー

ブを推進して、地域を活性化してほしいが、

町長の見解を伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

７番仲村昌慧議員の質問にお答えします。

まず、はじめに防犯対策について。防犯灯防

犯カメラ等救急整備事業が平成29年度に限っ

て実施されることを受け、先日警察を交えて

関係機関で協議を行いました。町では27年12

月に区長会から要請を受けた集落外防犯灯に

ついて、この事業で整備することを検討して

おります。防犯カメラの必要性についても警

察とも協議しましたが、犯罪発生率や維持管

理費用など総合的に検討した結果、同事業で

の防犯カメラ設置は計画しないことといたし

ました。

２つ目の県道補修について。現場を調査し

た結果、公共下水道のマンホール周辺の沈下

が原因であるため、上下水道課水道班により

見積もりを依頼しているところであります。

３つ目の山芋スーブで活性化をについてで

すが、県内ではうるま市、読谷村、恩納村で

盛んに開催されているのが新聞等で見られま

す。各字区長などの要望等も確認し、11月16

日の芋の日か、12月の産業まつりで開催でき

るか、周知期間も含めて他市町村を参考に取

り組んでまいります。なお、去った山里のム

ーチ行事の時に私直接仲村議員から、このお

話をお聞きし、また向こうから仕入れた山芋

も見てすごく感動しました。昔も各字でそう

いうこともやっておりましたし、今後におい

ても前向きにそれは検討していきたいと思っ

ております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧委員。

○ ７番 仲村昌慧議員

防犯対策について再質問します。まず、外

灯の設置についてでありますが、球美の島エ

コアイランド事業によってこの計画された1,

550灯の街灯の設置はもう完了したのかどう

か、まずその方からお伺いします。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時00分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時01分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

仲村議員の質問に回答します。去年28年度

完了予定でした。各部落からの必要箇所等が

多くて、今年度は旧仲里部落の方は全部完了

させます。次年度取り残した分を旧具志川部

落の方を設置します。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

県の方では、この防犯に対しての昨年の米

軍の犯罪によって国が100％補助で約14億円

の予算をかけて防犯灯を１万台、防犯カメラ
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を250台ということであるんですが、その市

町村の配分、防犯灯をこの事業によって久米

島町はどのくらい配分されているのか、そこ

をお伺いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

29年度に、このような事業があるよという

ことで希望調査ということで市町村に下りて

きましたが、実際現在のところ実施要綱等の

発布はまだされておりません。県全体で14億

8千万円ぐらいの予算がありますが、その市

町村配分については、未だ発表はされていま

せん。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

防犯カメラについては、維持管理費が高く

つくということで今回は設置しないというこ

とになったということでありますが、せっか

く100％補助でありますので、これ１年間限

定なんですよ。であるのでこれやってほしか

ったなと思うんですが、維持管理費にはいく

らかかるんですか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

具体的な維持管理費については、手元に資

料等はございませんが、先日警察の方とも協

議をしました。その中で県警の方に伺いまし

た。久米島町内で防犯カメラの設置が必要な

箇所もしくは推奨する箇所は久米島町内には

ありませんということを受けて、では防犯カ

メラについては町はやらないでおきましょ

う。それよりも一番要望の高い集落内の防犯

灯について、この事業で整備を計画しようと

いう方針になりました。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

これから観光も増えてくる、交流人口が増

えてくる、いろんな方々が入ってくる。その

中で空港とかターミナル、船、漁港とか、そ

ういったところは設置されているのかどう

か。それから通り会、仲里側の通り、具志川

側の通り、交通量の多い場所も必要じゃない

かと思うんですが、まずどういうことが起き

るか分からないですね。以前に東奥武島での

犯罪者の潜伏もありますし、いろんな想定外

のことが起きますので、こういった事業があ

るときにこういった事業を導入したほうがい

いんじゃないかと私は質問したわけでありま

すが、いかがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

実はこの事業は急に飛び込んできて２月い

っぱいに積算書を出せと、それで２月14日に

警察も私も交えてやったんですけど、だいた

い防犯カメラ１基あたり30から40、アバウト

な数字ですけど、それでいま空港はターミナ

ルセキュリティ管理区域内は全部防犯カメラ

入っていますので、ターミナルは来年実施設

計入りますのでそのへん周辺は入れさせよう

と、いま県と調整していますが、これが非常

にタイトなスケジュールで２月中に出せる積

算の額というのが防犯灯、要は街路灯がちょ

うど設計発注している取り付けタイプと根柱

を設置したタイプの２タイプで約300個、こ

の300個はどこで積算したかというと、区長
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会から昨年、この道路はぜひ設置してくれと

いう要望の箇所があって、区長会の理事会に

も承認いただいて区長会でも発表して、この

事業でやりますと。

ただ、いま総務課長が言ったみたいにエン

トリーはしています。14億8千万円がうちの

町に何台、何個、事業が認められるかどうか

もまだ分からない。

さっき言われましたが交付要綱がいま全く

できていない。プレス発表が先になった、要

綱がないで、どういうものまでのＬＥＤを付

けていいよとかまだなので、これが発表され

次第、一緒になってフォローして、これ総務

課担当なものですが、現場が分からないとい

うことで建設課の方でフォローしています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

ぜひこの事業は100％補助ですので出来る

だけ活用していただけるようにお願いしたい

と思っています。

次に、県道の補修についてであります。実

はこういった小さなことについては、私は一

般質問に出さないようにしているんです。担

当課の方に話をして解決するようにしている

んですが、これが言っても聞かない場合には

こういうかたちで出さざるを得なくなってい

ます。昨年、僕はこれを言いました。カーブ

で危険場所であるがここを補修してくれと担

当課長に話したら、担当課長は既にそこを認

識していて県の方に伝えてあると。僕はよく

危険性を自覚しているなと思って関心したん

ですが、早くやってくれるだろうなと思って

いた。しかし、未だにやっていない。その理

由を私は聞いているんですが理由も回答して

いない。まず、遅れた理由は何なのかという

ことからお聞きします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今のご質問に回答します。遅れた理由とい

うのは県営事業であり県道ということが第一

のネックでして、我々は皆さんや地域からも

らった資料を提供を、ちょっと見づらいんで

すけれどこういうふうな感じでレベル、そし

て何センチ下がっていますということで、い

まは公文書のやり取りはまったくありませ

ん。担当同士のメールとかでやって、全般的

なことを見に行きたいと、南部土木事務所の

嶺井所長が10月２日に、その維持管理班長も

揃って。私どもがお願いしたのは、議員が指

摘した上江洲、更に西銘、兼城地区の自衛隊

道路に上がる交差点の空港向けに行ったら左

側はポツンと落ちている箇所があるんです。

そこと比屋城バンタの道路改良も踏まえて全

部、それと儀間の歩道の切り下げ。そこにい

る担当班長の話では、宇江城の道路と儀間の

歩道を優先したいということでした。その質

問がきたときに、たいへん申し訳ございませ

んが、そこまで追求できなくて、聞いたら、

これは向こうの方としてはマンホールの周

辺、いま非常に多くなっていますマンホール

の周辺の陥没が。国からも通達して調べるよ

うにということで県からも。一番弱いのは下

水道の管と水道の管、これは道路を占用させ

てもらっている側なんです。だから道路の管

理者がやれといったらやらざるを得ない状況

なものですから、これは下水道班に相談した

ら、向こうでできるという判断でしたので、

そういうふうな流れです。
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○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

僕は遅れた理由について非常に疑いをもっ

ているんです。この質問を出したのが２月16

日締め切りの質問なんです。まず水道課長に

聞きます。課長、建設課長からこの話がきた

のはいつですか。

○ 議長 幸地猛

真栄平建正上下水道課長。

○ 上下水道課長 真栄平建正

お答えします。上江洲地区の道路補修につ

きましては２月17日、うちの下水道班長の方

に連絡がありました。それ以外の地区につい

ては１月に報告入っております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

２月17日締め切った、一般質問を出したか

らこれ動いたんですよ。それまでは対応して

なかったということじゃなかったかと私は思

っています。２月17日にこれを相談してやっ

たら、僕はおそらく今日までにはやってくれ

るかなと、もう３週間経ちます。非常に期待

していたんですがね。町長の施政方針で述べ

ている各施策をするにあたってはスピード感

をもって進めるということを述べているんで

すが、なかなか町長いままでこれを、さっき

のこの指摘の問題も一緒ですが、職員にはま

だまだ浸透されていないのかなと。いつもス

ピード感をもって仕事をしてくれよとことは

言っているんですが、そこのところが僕は遅

れた理由じゃないかなと思っています。どう

でしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

もう一つあります。大成ロテックさんが３

月21日まで指名停止で経営行為ができないわ

けです。ですので見積もり等々が出せない状

態で、いま現場が動こうにも動けないです。

いま舗装やっているのは、その指名停止をく

らう12月26日以前に契約した舗装をやってい

る。私もこの質問をいただいて、そういえば

これもやらないといけないということで確か

に動いています。そういう通報を受けたら一

応県の管理のやつは全部県に報告していま

す。結果がいかであろうが。

うちの町道、農道、また排水とか施設につ

いてはうちの職員はすぐ見に行ってどう対応

するか、取り残しもいっぱいあると思うんで

すけど、これだけの施設を管理している課と

しては。これはやっぱりどうしてもどっちが

先かという判断ではなくて、危険なところは

分かりますので、そういうふうに進めていき

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

役場職員は非常に一生懸命頑張っていると

ころも評価します。しかし町民はいつも役場

職員に苦情は言います。その時に忙しいから

できないということは絶対言ってほしくない

と思います。忙しくても町民に答えるように

していただきたいなと。私はよく町民からい

ろんなことをお願いされます。学校でＰＴＡ

で通っているときに、梅雨の時期でした、学

校の廊下が滑って危険だからどうにか教育委

員会に言ってくれないかといって教育委員会

に相談したら、翌日すぐ対応してくれたんで
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す。学校がすごい感動して本当に喜んでいま

した。そういった町民、住民から信頼されて

喜ばれるような行政をしてほしいなと思って

います。何か言われたらできないじゃなくて、

どうしたらできるか、早くできるスピード感

をもってやってほしいなということをお願い

したいと思いますが、町長の見解をお伺いし

てこの件は終わりたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの仲村議員の質問にお答えしま

す。私も気づいた時点で即、役場へ来て担当

課長たちをお呼びして調整してすぐ解決した

のもいくつかあります。またいま答弁があっ

たとおり管理者が違う場合の工事については

協議とか時間を要する場合もあります。いろ

んなかたちで皆さんの要望に応えるように今

後も気を付けてやっていきたいと思います。

非常に感心したのが、赤嶺議員の取り組みで

儀間で横断歩道の切り下げが赤嶺議員が警察

本部、そして南部土木あたりと協議されて、

その成果がすぐ出ました。今後においてもそ

ういうかたちで個別のものについては一緒に

取り組めるべきものは取り組んでいきたいと

思っております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

次に、山芋スーブについて。たかが山芋で

すが読谷村の山芋の盛り上がりを見て非常に

ワクワクしています。それと同時に非常にプ

レッシャーを感じています。この読谷村の見

学してきたことを少し紹介しながら今後の提

案をしていきたいと思っています。

実は私、昨年の12月25日、読谷村で10時開

会ということがありましたので24日の最終便

で那覇に着きまして、朝８時に那覇から出ま

して９時に読谷の知り合いの所にちょっと寄

って10時に会場へ行きました。そしたら会場

はすごい資材が置かれているんです。後々こ

れは何かと思ったら、それはみんな景品だっ

たんです、商品。10時からの開会でしたが約

９割が運ばれてきていて162件の山芋が運ば

れて約15ｔの山芋が運ばれていました。たま

たまその時に、僕が視察しに行ったときに、

タイムスの写真が僕が見ているところをこれ

に載っているんですね。これが山芋なんです。

それで私が写っているのが載っているんです

が、すごい感動しました。

赤い部門、白い山芋の部門があるんですが、

赤山芋の部分で２位が、１位は民間の方です

が、２位が前村長なんです。白山芋の２位が

現村長なんです。一般と行政が非常に協力し

て盛り上げてやっているなと。そして会場へ

行くとき、もうあっちこちにノボリ看板が立

っているんです。それで盛り上げてやってい

るんです。

そこでやっていたら、もう大きな山芋が出

品されているんですが、沖縄県の最高記録が

うるま市の山田さんという方ですが、いま38

7㎏が最高記録で、今年310㎏のものがうるま

市で、今年の１番は310㎏で特別出品されて

いるんです山田さんの方からも。162点中100

㎏超えが53件、200㎏超えが２点でしたか、

もう100㎏超えたら大したものであります。

うるま市、それから嘉手納町、恩納村、本部

町。本部町でも129㎏ということで新聞に載

っておりましたが、相当盛り上がってます。

読谷村は23か24の自治体があって、その中
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の17自治体が山芋の会を結成していると。そ

の地区の大会をもってその大会から全島大会

にやるんですが、出品の基準があるんです。

60㎏以上、あまりにも参加者が多いと、これ

まで50㎏でしたか基準が、もう基準を10㎏上

げたんです。それでも162点が出品されてい

て、それで重量賞、総重量、１つから総重量、

それで山芋１個の重さ、それから見た目の美

しさ、チュラカーギ賞というのがあって、そ

れと団体賞、各字の団体、５名で団体賞があ

るんですが、そこをみんな表彰していくんで

す。そして参加賞が１人出品すると堆肥10袋

がもらえるんです。それで優勝すると優勝旗

もあるんです。優勝者には、団体も含めて優

勝ジャケットのウインドブレーカーがあるん

です。賞もすごくて、すごい盛り上がってい

ました。

こういうことが久米島でできないかという

ことで、いま町長の答弁の中では各字に要望

をとってというんですが、少ない字であって

も次第次第に盛り上げていって、今年はちょ

っと無理かもしれないが来年からぜひこれが

実施できるようにしていただきたいないと。

それと町長が11月の芋の日と言っているんで

すが、それか12月の第１日曜日ですか、土日

ですか、の産業まつりと言っているんですが、

僕は作物の収穫、成長に合わせてやるべきだ

と思っているんです。実はこの山芋というの

は、先ほど僕は担当課長の方には、１年の作

業の流れを向こうの方から今年１番になった

方からその流れをもらってきたんです。そし

たら４月に植えるんです。４月のシーミーの

日、今年は４月４日ですが、その日に植える

と。早くても遅くてもあまりよくないという

ことを言っていましたので、それで８カ月、

約12月の中旬頃に掘るんです。12月の中旬か

ら大会が開かれていくんですが、そのような

時期に合わせて、僕は産業まつりにやってほ

しいなと思います。しかし久米島町の産業ま

つりは12月の第１でちょっと早いかなと。産

業まつりが中旬以降にもっていけたらいいな

と思っているんですが、それは後々検討して

ほしいと思います。そういうかたちでやって

いますので、今後の盛り上げについて再度町

長の考えをお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほども申し上げましたが、こういう取り

組みというのは非常に、昔から久米島におい

ては各字で品評会があってされていたが、今

現在も山里、仲地、西銘、比嘉、仲里側はそ

の他にあるか分かりませんが、そういうもの

でいま取り組んでいます。そういうものとセ

ットしてできるかどうか含めて担当課中心

に、まずはこの苗をどう確保するか、そのへ

んまた議員のアドバイスとかありましたら一

緒になってやっていただきたいと思います。

全面的にこういう盛り上げをやっていきたい

ということで答弁したいと思います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

仲村議員の一般質問を受けて、私が知って

いる限りでは久米島で字具志川の洋一先生が

つくって、畑も記憶しておりましたので、さ

っそく伺いしまして、それに向けてまずは自

分もつくってみないと分からないということ

で種芋も２種類もらって植える準備をしてい

ます。それが12月の産業まつりで収穫できる
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日程に合わせられるか自分もテストしながら

やっていきますので、仲村議員も２つお持ち

だそうですので、１つは産業まつりあたりの

収穫ができるか、そのへんも一緒になってテ

ストしてほしいと思います。よろしくお願い

します。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

この大会ですね、実は表彰式を見て非常に

びっくりしたのが、古堅南小学校が特別出品

されてたんですね。子どもたちが来て、校長

先生が来てみんな表彰台に上げて表彰してい

ました。来年から教育長に相談して、この学

校対抗を開催できないかということを検討さ

せようという動きなんです。そして小学校３

年生がお祖父ちゃんお父さんと一緒に植え付

けをして、この地区大会に出品したという新

聞記事が載っています。小学校３年生９歳で

すよ。すごいいい取り組みをしているなと、

教育効果もあるなと思っていますので、ぜひ

教育長、今後は、まだこの大会が開催されて

いないんですけれど、この大会を盛り上げて

いきながら学校側でもこれをやる方向でお願

いしたいので、教育長の山芋についての見解

も伺ってみようかなと。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

山芋については子どもたちがつくっている

ということは聞いていませんが、いま清水小

学校と久米島小学校ではＪＡさんと連携しま

してジャガイモであるとかサツマイモをつく

っているところはあります。ただこれは山芋

というふうなことを限定してしまうのではな

くて、学校の方では総合学習であるとか、生

活科の時間の中で野菜、作物そういったもの

はやっていますので、そういったものの出品

の部としてできないかどうか、これから考え

ていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

これが９歳の山芋をつくった少年です。２

月17日でしたか、議会活性化特別委員会で読

谷を視察しました。その時に懇親会の場で向

こうの議員の方々と山芋スーブでまた盛り上

がったんですが、議会の方でも取り組んでい

るみたいです。３委員会があって３委員会で

も勝負していると。議員の方々も何名かつく

っていると。執行部の方々もつくっています

よと。ぜひ久米島でも盛り上がっていただき

たいということをおっしゃっていました。今

回白部門で１番になられた知花さんという方

から僕の方に、１年の作業の流れと少しメッ

セージが送られています。山芋の作り方につ

いては非常に丁寧に教えてもらいました。僕

はこういう方々、企業秘密で人に教えないも

のと思っていたら、非常に丁寧に教えてくれ

て非常に感激しました。作り方、ぜひやって

みたいという方がいればコピーして差し上げ

ますので。この方からのメッセージが届いて

います。

「山芋づくりは健康づくり、仲間づくり、

生き甲斐づくりをモットーに村内17自治会で

山芋の会が結成され、年々栽培技術が向上し

ています。昨年までの出品資格は50㎏以上で

したが、今年から60㎏以上に引き上げられて

います。その背景には出品者が多すぎて出品

資格を引き上げざるを得ない嬉しい悲鳴であ
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ります。地域で山芋づくりを通してワイワイ

ガヤガヤ勝負意欲をかき立てております。山

芋づくりは地域の活性化にもよいのではない

かと思っています。久米島町でも山芋づくり

が盛んになるよう願っています」ということ

でメッセージがありました。ぜひ盛り上げて

いきたいなと。

私も沖縄県で１番になられたうるま市の、

今年311㎏の種を買ってきました。知花さん

からも白部門の種を買ってきました。合計３

つ買ってきました。種芋いくらでも向こうで

買えます。だから久米島で植えたいという方

がいれば種芋を仕入れてどんどんこれを増や

して盛り上げていきたいと思っております。

課長にも非常にいまプレッシャーをかけて

います担当課長として。

僕も実は大岳小学校からだるま山に上がる

ところに左側に土地を借りていま準備してい

ます。実は12ｍ四方に中心に直径２ｍの深さ

50㎝の穴を掘ってそこに１個しか植えないん

ですね。だから相当の土地の面積に２個しか

植えないんですが、そういった準備をして４

月４日に植える準備をしています。その結果

がどう出るか非常に心配でプレッシャーかか

っておりますが、失敗してもいいと思います

ので、まず挑戦してみて盛り上げていきたい

と思いますので、町長のいう活力ある地域づ

くりのため町民と共に智恵を出し合い協力し

ながら行う協働のまちづくりに一生懸命頑張

るという町長と一緒になって我々もこれで島

を盛り上げていきたいと思いますので、ぜひ

お願いします。

担当課長、去年12月25日でしたが、おそら

く僕の予想では今年12月24日が日曜日になり

ますので読谷村の方、いま全島大会で一番大

きな大会となっていますので、ぜひ、視察し

ていただきたいと思っております。

そして事務局が農業振興課の方が事務局に

なっています。向こうの職員が事務局で進行

しておりましたので、向こうの手法を習って

参考にしていただいて盛り上げていきましょ

う。これで僕の質問は終わります。

（７番仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで仲村昌慧議員の一般質問を終わりま

す。

以上で本日の一般質問は終了しました。

本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。お疲れ様でした。

（散会 ２時40分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号９番） 棚 原 哲 也

署名議員（議席番号10番） 玉 城 安 雄
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

昨日に引き続き一般質問を行います。

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。本日の会議録署名議員は会議規則第120

条の規定によって、議席11番安村達明議員、

議席12番翁長学議員を指名します。

日程第２、これより一般質問を行います。

それでは、通告書のとおり順次発言を許し

ます。

議席３番平良弘光議員。

（平良弘光議員登壇）

○ ３番 平良弘光議員

おはようございます。私の方から４点ほど

質問をしたいと思います。まず、１点目につ

いては、消防緊急援助隊への登録について。

これについては、本土における大規模災害に、

本県からも緊急援助隊として消防職員が派遣

されています。本町消防本部の登録について

伺います。

２点目に、かんがい施設の整備について。

字具志川、仲村渠、比屋定地区のかんがい施

設について、カンジンダムを活用することは

できないか。

３点目、スポーツ施設について。平成28年

度の施政方針に掲げた陸上競技場の整備状況

について、平成30年度を目途に新規事業とし

て、前向きに進めていきたいという答弁があ

りました。現在の進捗状況は。

４点目、移住者が働ける環境整備について。

現在、本町では移住・定住アクションプラン

を策定中であるが、その部会の中で、移住者

が定住できる条件とし て、子育て世代の家

族が安心して仕事をするには学童保育や病児

保育などの環境整備は必要不可欠であるとの

意見があります。今後の取り組みについて。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは３番平良弘

光議員のご質問にお答えいたします。まず１

点目の消防緊急援助隊への登録について。救

急消防援助隊は平成７年１月に発生した阪神

淡路大震災を教訓に大規模災害等において全

国的な消防の応援態勢を確立するため消防組

織法に基づき編成された消防部隊でありま

す。沖縄県の登録状況については、久米島町

消防本部を除く17消防本部から52隊が登録さ

れております。昨年４月に発生した熊本地震

においては、緊急消防援助隊沖縄県大隊とし

て述べ12隊52名の隊員が出動し、現地で活躍

を行っております。

近年、全国各地で大規模な自然災害等が発

生している状況下、本町消防本部としても、

その対応策の一つとして緊急消防援助隊の登

録に向けて取り組んでいく必要があると考え

ております。

次に、２点目のかんがい施設の整備につい

て。カンジンダムのかんがい施設の活用につ

いて現在沖縄総合事務局及び県村づくり計画

課と町全体の水事情計画を国営事業か県営事

業で導入できないか要請したところでありま

す。３月13日に沖縄総合事務局土地改良総合

事務所長及び沖縄県村づくり計画課課長が現

場調査を兼ねて来島することになっておりま

すので、事業導入を促進していきたいと考え

ております。
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３点目のスポーツ施設について。翁長議員

への答弁と同様な内容になりますが、現在、

陸上競技場の基礎調査を実施し進めておりま

す。報告書がまとまり次第、議員の皆さまへ

の説明会を開く予定であります。

４点目、移住者が働ける環境整備について。

子育て環境の整備については町の総合計画や

子育て支援事業計画の中でもその必要性が議

論されてきました。学童保育や病児保育につ

いても保護者のニーズがあることから早急に

取り組まなければならない事業だと認識して

おります。病児保育については平成29年度中

の実施に向けて調査を進めているところであ

ります。学童保育については、沖縄県が一括

交付金を活用した施設整備を促進しているこ

とから、他市町村の事例も参考にしながら平

成30年度実施を目標に取り組んでまいりま

す。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

緊急援助隊への登録についての二次質問を

行います。この緊急消防援助隊へ登録した場

合、メリットとデメリットが出てくると思い

ます。消防の立場からどのようなことが考え

られるか、消防長お願いします。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

平良弘光議員のご質問にお答えいたしま

す。緊急消防援助隊は平成28年４月１日現在、

全国の消防機関から5,301隊が登録されてお

ります。そのうち沖縄県からは52隊が登録さ

れております。総務省消防庁においては東日

本大震災を上回る災害が想定される南海トラ

フ地震等に備え大規模かつ迅速な部隊投入の

ための態勢整備が不可欠なことから平成30年

度末までの登録目標隊数を概ね6,000隊規模

に大幅増隊することとしております。そして

沖縄県の登録目標についても65隊としており

ます。

先ほどのご質問の登録のメリットでありま

すが、久米島町において大規模災害が発生し

た場合、町消防本部の消防力では対応できな

い状況になり、緊急消防援助隊の応援要請を

行うことになりますが、登録することにより

緊急消防援助隊との連携、例えば、受援態勢、

そして資機材の提供、現地指揮本部の設置等

がスムーズに行え、早期の災害活動が実施で

きるものと思います。

そして、当消防本部は離島で小規模消防本

部であることから大規模災害を対象とした訓

練等ができないなど、実施できる訓練内容が

制限、限界があります。そして沖縄県隊及び

また九州ブロックの訓練に参加することによ

りまして、職員の知識、技術の向上が図られ、

特に採用まもない職員については現場経験が

少ないため、訓練参加の効果は大きいものと

考えております。

そして、財政面については施設整備面にお

いて緊急消防援助隊設備整備費補助金が活用

できます。メリットとしては以上の点を挙げ

たいと思います。

登録に伴うデメリット、課題等ですが、緊

急消防援助隊として出動した場合、活動経費、

諸手当、旅費等については緊急消防援助隊活

動費負担金交付金要綱により国が負担しま

す。しかし訓練に参加する場合は、その費用、

例えば派遣に関する輸送費等、旅費等につい
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ては全て自治体負担となります。また、実際

に災害、出動、そして訓練に参加した場合、

派遣期間数日間は３ないし５名の欠員態勢で

消防力を維持しなければならないことになり

ます。そしてまた欠員に伴う人件費の増など

が課題となっております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

私も先日、県の消防危機管理課と援助隊の

県の消防指揮隊にあたる那覇市消防本部に出

向いて情報交換をしてきました。その中で出

てきた話が、数字的にはいま消防長から話が

あったように重なるんですが、国としては緊

急消防援助隊の基本計画について、平成26年

から平成30年度の間を第３期の計画として位

置づけています。この中で平成27年４月の4,

984隊の登録から平成28年４月には5,301隊が

登録され、この１年間に317隊が新たに登録

を済ませております。更に平成30年度には6,

000隊の登録を目標に取り組んでいる中で、

沖縄県において本町の消防本部だけが登録さ

れていないという状況は早めに解消しなけれ

ばならないことだと思います。

この意見交換会の中で、帰任してからの報

告会の映像等も見させてもらいましたが、こ

の中で一番メリットとして報告されたのが、

本土の先進消防本部との交流、その中でいろ

いろ現場での作業の話が出たり、現場で対応

できる技術の問題とかたいへん勉強になった

という話が隊員から聞かれたという話もして

ました。この熊本への派遣部隊については沖

縄県では当初同じ離島である石垣消防本部も

派遣の予定がありました。今回は第二次の派

遣で終了したため石垣消防本部が出向くこと

はなかったという話もありました。

先ほど、消防長から費用の負担について話

がありましたが、年１回行われる九州ブロッ

クの訓練については全て自治体負担というこ

とになるそうです。そして実際災害派遣につ

いては職員、車輌が災害現場に派遣された場

合については、車輌等の搬送する経費につい

ては自治体が一時立て替えをして、その後国

の消防庁から支払われる仕組みになっていま

す。そして派遣隊員の特殊勤務手当て、出動

手当てについても、これについては被災地側

から国の消防庁に申請をして支給される仕組

みになっているという話がありました。

そして、緊急派遣に使う車輌等の購入につ

いては基準額の２分の１がつかえる緊急消防

援助隊設備交付金があります。久米島本町の

消防本部についてはほとんどが防衛民生安定

で購入された車輌があります。この車輌につ

いての別添登録についての支障はないという

ことは防衛局に確認しています。

先ほど消防長からあったように、本県で大

規模災害が発生した場合においては応援にか

けつけるのは本土からの緊急消防援助隊であ

ります。受け入れる自治体としての体制強化

を図るためにも本町消防本部の指揮統制能力

を向上させることによって、町長が指揮をと

るんですが、災害対策本部の機能を充実を図

ることも必要と考えます。このことについて

町長の考えをお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。まずは今、消防長は消防の

立場での答弁をなされましたが、我々側行政

として毎年行っている防災訓練、これにおい
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ては参加動員が自衛隊、警察、消防団、消防

職員ということで合同でやるわけですが、以

前から問題だったのが消防の広域化、本来で

したらこの広域化を実現しておればこういう

単体での負担問題というのはなかったと思う

んですが、それが市レベルの当時那覇市、浦

添市が離脱して実現しなかったということが

あるんですが、また最近にしては南部広域で

一元化した方がいいんじゃないかという話も

出ているようです。今後においては単体でこ

ういうことをするんじゃなくて、総合的な一

体でできるような仕組みづくりを僕らとして

は全県的に、もとの目的が達成するような仕

組みも考えながらこういう、いざ災害が起き

たときは当然いろんなかたちで応援を依頼す

るわけですから、今後において慎重に細かい

ものについては消防と一緒になって検討して

いきたと考えます。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

消防職員も現在行政職として仕事をしてい

ます。実際の勤務態勢や業務等をみるとどっ

ちかといえば警察業務に近い特殊なところも

あります。このことを考えると職員を県外研

修または災害現場へ派遣し、町民、沖縄県、

国民に安心安全を与えることができる職員を

育てることも大切なことだと思います。ぜひ

この件については29年度の方針にあるように

30年度を目標に達成したいということがあり

ます。本町が遅れをとらないように早期に緊

急消防援助隊の登録を済ませるようお願いし

てこの質問を終わります。

続いて、かんがい施設の整備について。こ

れについては16年の12月23日の農業新聞の中

に農業体質強化の重点ということで17年度の

予算について大幅に増加しているという記事

があります。その中に水道のパイプライン化

を進めたいという国の方針が書かれていま

す。これを見たときに、久米島においてもカ

ンジンダム、水が豊富で常に貯まりっぱなし

で水が全然流れきっていないということで、

この水をどうにか活用できないかということ

で、いま仲地まではおそらく通っていると思

います。そこから特に仲村渠、具志川の県道

から上側と宇江城、比屋城地区にもパイプラ

インを通して水を引けないかということを今

回質問を提出しました。

先ほどの答弁は建設課が仕上げた答弁なん

ですが、このことについて町長の考えをもう

一度お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。この件に

関しては私、数年前からどうにか北側の地区

に畑地かんがいをやりたいなという思いがあ

りました。土地改良連合会の現在の理事長あ

たりとも元の農林水産部長ですが、ぜひ調査

を入れて県営か、もしくは国営、これ団体営

とか町営でしますと、その負担金が問題あり

ますので、県営か国営で取り組んでほしいと

いう要望をずっと出しております。今回も幸

いに国の方が調査に来るということで決まり

ましたので、今後またいろんな法手続が必要

になってくるかと思いますので、このカンジ

ンダムだけじゃなくして、僕の思いとしては

久米島一円のダムをパイプラインで結ぶと。

１カ所のダムの水がなくなった場合は他から

もってくるというような一元管理ですね。こ
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れ石垣の方では既に国営でやっています。こ

れを参考に久米島においても、いろんな水利

権の問題もありはするんですが、それはまた

今後のいろんな法手続の中でクリアできるも

のと思っておりますので、前向きに今の特に

宇江城、比屋城、また仲村渠方面のかん水に

おいては実現できるように強力に取り組んで

いきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

農業するについては、水の確保が一番大切

な問題だと思います。私も実際この水ですね、

農家を見てますと500ℓのポリタンクに水を

乗せてこれをキビ畑にかけているという状況

が多々見られます。去年はまたある工場から

出ている排水、小さな排水路に、この蓋を開

けてポンプを入れて水をかけている状況も見

られました。この状況を見ていると、かんが

い施設の整備は、ぜひ、なくてはならない事

項だと思っています。このことについてはす

ぐにできる問題ではありません。長期的に見

て、国の状況も確認しながら、ぜひ、実現に

向けて動いてほしいと思います。この質問に

ついてはこれで終わります。

次、３点目にスポーツ施設について再質問

を行います。この陸上競技場の整備を取り上

げた理由として４点ほど提案したいと思いま

す。まず１点目には、現在、沖縄県において

もプロ野球、サッカー等多くのチームが実施

しています。特にサッカーについては今年Ｊ

リーグが14チーム、中国、韓国から８チーム

が国頭村から石垣まで沖縄県の南北に分散し

て調整を行っています。特にＪリーグは各チ

ームが名門のチームになっているんですが、

今回は特に中国リーグの２位になったチーム

も沖縄に来てキャンプをしています。もちろ

んプロのキャンプとなると選手だけではなく

マスコミ関係者も多くなり、それなりの経済

効果は出てくるものだと思っています。もし

陸上競技、サッカー仕様の競技場が完成し、

中国などからキャンプに来た場合においては

もちろん久米島の知名度も高くなり、最近話

題になっているクルーズ船などが入港可能に

なった場合にはかなりの観光客が来ることも

可能性として排除できないことだと思ってお

ります。

２点目に、陸上競技は特に駅伝のトレーニ

ングについても、選手が多くなれば練習メニ

ューの中に選手同士が併走してインターバル

走を行うということで、これについてもぜひ

400ｍの全天候型トラックが必要になってく

ると思います。

３点目に、最近低迷している本町の中学、

高校、更にマスターズ陸上競技参加者のレベ

ルの底上げを目標に掲げるとともに、特に中

学においては毎年行われている那覇地区中体

連陸上競技大会、これについては浦添市民陸

上競技場で行われています。これと同じよう

な条件を整備してあげて、学生の環境整備を

する必要があると考えています。

４点目に、現在、譜久里武さんが主宰する

アスリート工房による陸上競技の指導も小学

生を対象に行われています。これからすると

先だって議員に対してアンケートがあったん

ですが、長期的な展望から考えると常に出て

くるのが費用対効果ですが、この競技場につ

いては費用対効果だけで判断することはでき

ないのではないかと記載しました。以上の点

を踏まえもう一度町長の考えをお願いしま
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す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

平良議員の再質問にお答えしますが、今現

在は久米島においては野球チーム、それぞれ

プロ、そして大学チームが７チーム来ており

ます。いま現在も来ておりますが、いろんな

かたちで、その効果もあらゆる面であるかと

思っております。そして陸上競技についても

いま予定として考えているのが400ｍトラッ

クの中にサッカー場の併用というかたちでや

れば最小限の維持費でより大きい効果の出せ

るものかと思っていますので、そのへんを想

定して進めております。

そして費用対効果の話もありますが、私の

考えとしては防衛予算をつかいたいというこ

とで、いま国の方にもそのメニュー事業、沖

縄本島でも何カ所かやっていますので、それ

を参考例に取り組んで考えていきたいと思っ

ております。防衛については今年まではパー

クゴルフ場の予算にかかりますので、両方と

いうわけにはいきませんので、順を追って要

求していきたいと考えております。

また駅伝チームとかのお話もありました

が、いま現在ヤマダ電器さんが今回も来て、

昨日関係者が来ておりましたが、ちょうどあ

さってのマラソン大会にもチームの２人が参

加するということでテレビをぜひ観て下さい

ということもありましたので、非常にいい選

手が来ているようです。マラソンコースとし

ても久米島はいい地であるということで昨日

お褒めの言葉もありました。そしてサイプレ

スリゾートの方に宿泊していますが、そこに

大浴場も建設されて、走った後に、その浴場

に入って非常に選手としても疲れが抜けて非

常に成果が出てきているということでありま

した。そういうふうに企業の努力も必要です

が、我々としてもそういう環境整備をやるこ

とによって、これからもスポーツコンベーシ

ョンの中で多くのチームが呼べると思いま

す。

そして譜久里武さんの件については、彼は

いま沖縄マスターズの役員にもなって久米島

マラソンにおいても関わっております。そし

て現在浦添と豊見城の方で、その陸上教室も

児童生徒を対象にやっております。そういう

ものが将来的に陸上競技場が完成すれば久米

島においても月に何回か呼んで、コーチとし

てお願いすることも可能かと思います。これ

からまた東京オリンピックもあります。本当

はそれに間に合わせてやった方が一番よかっ

たかと思いますが、いろんなかたちで合宿が

国外からも来る可能性もありますので、極力、

ある施設もつかいながら取り組むようなかた

ちで進めてまいりたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

続いて４点目に、移住者が働ける環境整備

についての二次質問に移ります。とりあえず

現在の島ぐらしコンセルジュを中心として移

住定住のアクションプラン策定中ですが、こ

の中で出てきた話を報告したいと思います。

まず移住定住推進の取り組みということで、

平成28年５月より地域おこし協力隊制度を活

用した委託職員３人を採用し、島ぐらしコン

セルジュとして担当職員と共に移住定住の推

進に取り組んでいます。

その目的としては第二次久米島町総合計画
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の中心となる目標、人口減少に歯止めをかけ

たいということにあります。皆さんご存じの

とおり久米島町は毎年約450人の転入があり、

また逆に約550人が転出する。そのため毎年1

00人の社会減が起こっています。その人口減

少の原因についてなんですが、はっきりとし

た理由はまだ解明されていないと。平成28年

３月に策定した久米島町の人口ビジョンには

高校や大学への進学、女性については結婚や

子どもの進学による転移などの影響が出てき

ていると考えられると書かれています。その

裏付けや背景にあるのは、これからの調べと

なっています。島ぐらしコンセルジュは平成

29年度には、この島に定住できない理由につ

いて調査を行うという予定になっています。

正式な調査は、まだ行っていない中におい

て、移住定住のアクションプランの各部会の

集まりの中でこの話が出た分には、たぶんこ

の原因としていま考えられるのは、学童保育

がない、病児保育がない。とりわけ学童保育

については多くの要望がありました。特に島

外から来た人は小学校の放課後や長期休暇期

間中、家で１人留守番させることになるため

小学校１、２年というのは何をするか分から

ない年齢であり不安があるという親が多くな

ってきているというアンケートが出てきてい

ます。家で１人にさせるわけにもいかないし、

自分が仕事をしないわけにもいかないと。そ

のため久米島から出て行くという親もいま

す。一番残念なことは、その中に病院の先生

や薬剤師の方が含まれていると。この話が出

てきたときたいへんショックを受けました。

病院については平成28年の夏休みには病院

勤務者の子どもたちを病院の空き室に集め

て、たまたま退職した医師か看護師の中に保

育士資格を持っている人がいて、その方が勉

強を教えたりご飯を食べさせたりして休みを

乗り切ったという話も出ていました。

では、この人口減少を食い止めるためには

どうしたらいいかということなんですが、こ

れについてはさらに学校の統廃合を防ぐため

に子育て世代を呼びたい、そしてその人達が

安心して子育てをできる環境を整えることが

不可欠であると。そのへんから先に整備をし

ていかないと、どんなに外から移住者を連れ

て来てもザルのようなかたちで転出者がどん

どん落ちていくと。よってなかなか意味なさ

ないという話も出ていました。

この学童保育については、担当は福祉課な

んですが、これを解決策としては未就学児を

もつお母さん達の支援や保育所、病児保育、

認定こども園など多くの業務を抱えており学

童に手を付けられない状況にあるということ

も話の中で出ていました。また放課後の小学

校の空き教室を使うことが最も適切だと考え

る。これについては各小学校の理解を得るの

は教育委員会の仕事であると。しかし実際の

学童保育については福祉課の仕事、事務にな

っています。これからすると教育委員会と福

祉課が連携して進めていかないとなかなか学

童保育については解決することは難しいんじ

ゃないかという話も出ています。

ここで町長におかれましては、人口減少に

歯止めをかけるために子育て世帯が安心して

暮らせる島を実現すると強く打ち出して予算

や人員をつぎ込んで、働きながら子育てでき

る環境の整備を最優先事項として取り組む必

要があると思います。そこで町長の考えをお

願いします。

○ 議長 幸地猛
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大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

平良議員から今いろんな提案等もありまし

たが、まさにいま久米島町が非常に真剣に取

り組まなければならないものだと私は認識し

ております。特に本島でも豊見城あたりが既

にそういう園を開設して、選択制で保育園に

そのまま残る子、また幼稚園に行く子が選択

できるような仕組みで動いています。

この間、三重県の玉城町に町村会の研修で

行きましたが、そこには幼稚園がありません

でした。全て認定こども園、また学童保育も

そういうかたちでいろんな取り組みを先進的

にやっておりましたが、そういう事例地も参

考にしながら、できたらこの１年かけてしっ

かりニーズに合うようなことをやってもらい

たいと思います。

そしていま提案のあった小学校の空き教室

を使うとか、今後において今の小学校のあり

方も本当にそのままで将来いいのかどうかも

分析しながら、統廃合を進めるんでしたらそ

れなりのことをして空き教室を使うとかいろ

んなことができると思いますが、いろんなか

たちで議員の皆さん、そして地域の皆さんの

意見も反映しながら取り組む必要があるかと

思っています。とにかく人口減少問題はいま

久米島の危機的な問題ですので、これは今の

問題もありますが、いろんな仕事の問題もあ

ります。

昔でしたら農業一次産業を中心に農家の長

男は残って農業をするという流れでしたが、

今はそういうことも少なくなって、特にまた

機械化の時代になりましたので、昔みたいな

手刈りでサトウキビをつくるということも今

現在なくなりつつあります。そういうかたち

で、実際にやろうと思えば、いろんな産業が

ありますので、それも行政も一緒になって誘

導できるような仕組みづくりを考える必要が

あるかと思っています。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

ここに29年の２月28日の新報の記事が載っ

ています。この中に、那覇市では共働き家庭

の児童のみが通う学童クラブを学校の敷地内

に開く地域が増えていると。子どもの居場所

として期待され、安全面で保護者の評価も高

く、県内でも先進事例として注目を集めてい

ると。

この代表者の話として、学校の施設を利用

できるのはありがたい。授業の延長上、子ど

もたちが通えると話をしています。また保護

者の話としては、校外だと学童に着いたか不

安があり、校内だとその心配はない。安心な

のが一番いいと、敷地内施設に歓迎をするコ

メントを述べてます。更に那覇市では同計画

が策定されるよりも前から児童クラブが設置

されている学校もあり、２月現在において36

校中18校と半数が学校で敷地内や敷地に隣接

する施設を活用して学童保育に推進していっ

ているという記事が載っています。この学校

の空き教室利用について教育委員会から意見

があればよろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまの平良議員のご質問にお答えいた

します。教育委員会関係の施設で学童保育を

実施するとなれば、小学校の空き教室か統廃

合後の廃止とされた幼稚園を活用することに
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なるかと思われます。小学校の空き教室とな

ると、次年度におきましては学級数が増える

久米島小学校を除き、残る５小学校について

は空き教室はございます。

しかしながら学童で使用するとなると学校

の教育課程で使う教室とは管理上分ける必要

が出るため、そのままの状態ではすぐに使え

るということではありません。そのような理

由から小学校の教室等から離れた廃止された

旧幼稚園の園舎を使用するのが望ましいかと

思われます。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

これについては、いろんな課題が残されて

いますが、今後また福祉課と教育委員会連携

をして、ぜひ平成30年度には学童保育が実現

するよう取り組んでいってほしいと思いま

す。

これで私の質問を終わります。

（３番平良弘光議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで平良弘光議員の一般質問を終わりま

す。

次に、議席10番玉城安雄議員。

（10番玉城安雄議員登壇）

○ 10番 玉城安雄議員

10番玉城です。私の方から３点質問したい

と思います。まず最初に、町道の整備につい

て。平成28年度に採択された比嘉２号線につ

いては、委託設計が発注され測量設計中であ

ります。工事内容を伺うと車道のみの改修で

歩道の改修は含まれていないとのことであり

ます。本路線はイーフ地区とつながる重要な

観光道路で歩行者も数多く通る状況である

が、そこに至った経緯と当局の見解を伺いま

す。

次に、道路認定について。町道島尻１号線

（近隣地番久米島西銭田原509－2）より農道

銭田１号線（近隣地番西銭田原570－1）に抜

ける道路、約600ｍの道路で、本路線区間は

いまだ道路認定がされておらず未舗装のま

まであります。大雨の時は常に、道路表面や

路肩の土砂流出及び崩壊が発生し、その都度、

町単費で応急的な補修や地権者による法面補

修を行ってきたようである。本道路周辺には

数カ所の耕作地が点在し頻繁に利用している

道路であります。故に早急に道路認定を行い、

適切な事業を導入し表面舗装及び道路改良を

行う必要があると考えるが当局の見解を伺い

ます。

３番目に、自治会からの要請について。特

に生活道路等の軽微な補修、清掃等について。

自治会からは区長を通じて様々な要請がある

と思うが、その要請に対して、どのような体

制で確認作業を行い対応しているか伺いた

い。以上３点、よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

それでは、10番玉城安雄議員の質問にお答

えします。まず、１点目の町道の整備につい

て。比嘉２号線の採択の経緯についてご説明

いたします。平成26年当初要望時は歩道も含

めた改良で要望しましたが、設計基準条件で

ある道路構造例において車道の改良の必要性

は認められましたが、歩道においては基準2.

5ｍを満たしているため認められずに、平成2

8年度事業採択ヒヤリング時に、①として要
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望を取り下げるか、②として車道のみを整備

するか判断を要求され、久米アイランドから

県道久米島空港真泊線向けは左側は排水路及

び路肩もないため、路肩を確保するための車

道を片側３ｍ整備することで合意し、沖縄振

興公共投資交付金事業で採択されました。歩

道整備については、別事業である防災安全社

会資本整備交付金事業でエントリーしたいと

考えております。

２点目の道路認定について。当該道路は、

銭田区長からも要請があり、現場を確認し路

面及び路肩が崩れていたため１月に補修を実

施しました。議員の指摘のとおり道路台帳を

確認したところ、道路認定はされていません。

本道路周辺を踏査したところ、耕作地が数カ

所しかないため補助事業の導入は厳しいと思

われますが、現在実施している農業基盤整備

促進事業で整備可能かどうか県と調整をして

まいります。

３点目の自治会からの要請について。区長

からの各種要望について、総務課で受けた場

合には各担当課と情報を共有し、担当課で受

けた場合には、それぞれの課で対応しており

ます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それでは順を追って再質問したいと思いま

す。比嘉２号線については27年度でしたか、

当初予算に計上されてゼロ採択というかたち

で一旦取り下げられ、今年度28年度に再度採

択されたということで、この道路は通告にも

ありますとおり交通量も激しく、また夜間歩

行者も多いということで、私は歩道まで整備

するのかなと思っていたのですが、いざ蓋を

開けてみますと車道と路肩のみの改修という

ことであります。ヒヤリングでは歩道も含め

た改良を要請しましたが、設計基準で道路構

造例において路肩を含めた車道の改良は認め

られたが、歩道については2.5ｍという基準

を満たしているために現在の歩道ですね、要

するに事業を取り下げるか、車道のみの改良

整備をするかということで二者択一を迫ら

れ、車道のみを整備することで妥協したとの

答弁であります。

経緯については答弁で理解はできますが、

特に歩道を含めた道路改良できる事業、もし

くは方法はなかったのか、建設課長に伺いた

いと思います。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

国には補助事業、交付金事業が２種類あり

まして、従来どおり各省庁のヒヤリングを受

けて国土交通省、農林水産省で、そことヒヤ

リングして採択されてくる補助事業。それで

内閣府が沖縄振興予算ということで取ってく

る予算、これが一括計上です。その中にいま

沖縄振興交付金事業推進費がいろいろ入って

きて、これが一括計上です。我々がハードと

呼んでいる部分は、そこの中に入ります。そ

の要綱の中でも補助事業でも交付金事業でも

設計基準、道路を設計する場合に、その設計

基準がありまして、その中で車道、交通量と

いうのを調査します。イーフの場合、日平均

1,738台、これは起点部、終点部、流入出る

のを全部測定して、それからすると1,500台

以上の4,000台、自ずとそれで車道は何メー

ター、路肩何メーターということで、車道３
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ｍ、３ｍ、路肩75㎝、もう一つの路肩50㎝と

いう基準で2.5と定められてくるんですが、

その歩道の基準が2.5ｍあるんです。という

のは、調べていったら、この道路自体が土地

改良でつくった道路を舗装して、その頃には

イーフ側が繁盛して盛んになってきて、歩道

をつけて町道に格上げしたという経緯があっ

て、どこからの情報か分かりませんけど歩道

も一部やります。その9.75に満たないところ

は歩道も全部改修します。基本、車道をやっ

て、その設計基準にあった規格に満たないと

ころは車道も全部やり替えします。特にアイ

ランドの方は今も申し上げましたがカーブに

も入りますし、このへんはまた2.3ｍしかな

いんです歩道が。なので一部こういうふうに

歩道も整備するところも出てきます。全面と

はいかないんですけど、一応そういう条件で

採択を受けました。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員

○ 10番 玉城安雄議員

基準を満たしている既存の歩道は現状のま

まで、基準に満たない歩道の幅員の狭いとこ

ろは歩道の改修もあるということで理解して

よろしいですか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

まず、アイランド側から給油所側に向かっ

た左側が路肩がないんです。そして排水がな

いんです。いつもそこで冠水やら水が溜まる

もんですから、ますはそれを重点的にとって、

向こう左側の路肩の確保と排水面を冠水を防

ぐという条件で、一部は歩道側も2.5に満た

ないところは、広げるということで設計は指

示しています。ですので歩道の整備がないと

いうのは、全面的にはやらないところもあり

ます確かに。そういうことで捉えていいと思

います。

○ 議長 幸地猛。

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

答弁にもあるわけなんですが、アイランド

から空港真泊線に向けて左側は排水もなくて

路肩の改修と排水の改修というかたちです

が、私も結構、この道を通るんですが、前に

一度その排水ですね、路肩から見て、ちょっ

と酔っ払っている方ですが、偶然通りかかっ

て、夜中ですよ、落ちてはまったのを見たこ

とがあるんですよ。あれそこに人がいたけど

いなくなったなということで、戻っていった

らもう排水にはまっているわけです。先ほど

冠水の話もありますとおり、本当にこの道路

は、特にまた明け方とか、久米アイランドの

職員が自転車で通ったり、非常に危険な状況

でもあるんです。ぜひそういうところも踏ま

えて取り組んでほしいと思います。

それと、既存の歩道についてなんですが、

いま現在低木もありますよね路側帯、サトウ

キビの時期にも覆い被さって、非常に歩道自

体も危険なんですよ。その点についてこの低

木の処理とか、この工事をどのように考えて

いるかお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

高木についてはちょっと枝打ちして剪定し

て、低木は全部伐採しようと考えています。

というのはサトウキビが全部覆い被さってき

て、そでのそのへんも結構危ないかなと思い
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まして、この機にもってちゃんと見通しので

きるようなもので剪定というより、低木は全

部切って高木だけ剪定して枝打ちしたいと思

っております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

ぜひですね、私は以前から県道の山城あた

りのそこらへんの高木とか低木の話も出して

きて、今はちゃんと低木も全部取っ払ってコ

ンクリートで埋めて非常に明るくなっていま

すので、これだけすることだけで明るくなり

ますので、ぜひその通りも歩道が有効に使わ

れるように、この工事と併せて整備していた

だいたらより安全な歩行ができるんじゃない

かなと思いますので、そこのところをよろし

くお願いしたいと思います。

それと、防犯灯の設置とかは、どのように

考えていますか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

昨日議論しました内閣府予算の14億8千万

円、あの中においてそこの間も防犯道路と位

置づけて一応エントリーはしています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いまイーフ地区から謝名堂、比嘉、そこに

抜ける通学路等も防犯灯がありません。その

道も防犯灯がありません。ポツンとイーフ地

区が離れている状況にありますので、ぜひこ

ういう防犯灯を付けていただいて、夜間でも

安全に通行できるようなかたちにしていただ

きたいと思います。

町長の29年度施政方針の中でも、町長は久

米島観光の将来図を構築することを目的に観

光地域形成促進地域に指定されるイーフ地区

及び周辺地域の観光リゾート振興に関する基

本計画を策定し、計画的なリゾート地の形成

に取り組むとしていますが、現在イーフ地な

いの道路、謝名堂１号線ですか、整備も着々

と進んで明るくなっていく状況ですが、この

イーフ地域へのアクセス道路として比嘉２号

線をどのように町長は考えているか、捉えて

いるか伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。いまおっ

しゃる道路については私も重要な幹線道路と

認識しております。ホテルの従業員が、私も

よく通るんですが、自転車で暗い中を通ると

か、あるいはまた歩いている方も見受けられ

ます。安全で通行ができるように、特に先ほ

どの低木についても担当課長に私からも非常

に足場が悪い状態だから、そこは除いてそこ

は舗装で埋めるか、そのへんを検討してもら

いたいという要望も出しております。

そして、再度サトウキビ畑においても農家

の皆さんにもう少し自己責任のもとで安全確

保ができるようなかたちを担当課を通して今

後においてもチラシ等で呼びかけをさせたい

と思います。

その他、イーフ通りにおいても今非常に暗

い場所等もありますので、そこも含めて防犯

灯の設置については検討させたいと思ってお

ります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。
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○ 10番 玉城安雄議員

最後に建設課長に、この工事は事業年度は

何年度終了の予定ですか。それと用地関係は

全てクリアしていますか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

比嘉２号については、すみません、いま持

っている資料は29年度の予算しかなくて、29

年度は一応県からの方針で用地を全て確保し

てから発注してくれということで、いま我々

は2千400万円、次年度予算をいただいている

んですが、その中で2千万円で全部用地をア

タックしてくれと。というのは用地の理由で

繰り越しが非常に多いと。県の80％は繰り越

しは用地だということで、それを優先にして

くれということでお願いされています。ただ

予算上は工事費2千万円、用地費1千万円とい

う感じで上げてありますが、32年までの予定

はしています。ただ、その間に設計、今月で

終わるんですが、その単年度単年度、用地売

買の補償の物件の算定をしなければいけない

ので、その年度年度の物価の上がり具合との

関連も出てきますので。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

先ほど町長からありましたように重要な道

路として位置づけられていますので、ぜひ用

地の面もクリアしていただいて、あちこちデ

コボコにならないように立派な道路をつくる

ように心がけていただきたいと思います。

それでは次の質問にいきます。町道の認定

について、お手元に資料もありますが、この

道路については先だって銭田の区長さんと一

緒に道路事情について現場を見ながら話を聞

いてきました。手元の資料にありますが、町

道島尻１号線、銭田の真ん中ほどですが、そ

こから上に１番というところがありますけれ

ど、上に上がって行くところから200、300ｍ

は非常に勾配がきつくて、普段でも軽トラの

ノーマルの車ではなかなか上がれない状況で

あります。大雨の度にこの勾配がきつくて道

路が洗掘され、この図面にありますように①

というところがありますが、そこに畑がある

んですが、その畑に土砂が流れ込んで結構地

権者に迷惑をかけているというような話も聞

いております。

また、いいことか分かりませんが、この畑

が沈砂池的な役目をして、ちょうど島尻１号

線には土砂が流れてこなくて、あまりそこで

路面崩壊が起きているというのが、そこから

通って分からない状況でもあります。

この路面の補修については製糖期前とかに

町の予算で路面の補修を行ってダンプを通れ

るようにしているみたいなんですが、地域で

は、地域の建設業に協力していただいて適宜

に補修しているという話も聞いております。

また、真上に上っていって山手の方になり

ますが、ＡＢＣＤというかたちで耕作地もあ

りまして、耕作している方は現在７名程度と

聞いているんですが、耕作面積も広くて、更

に牧草地があって、この道路からまたラッピ

ングロール、牧草の白い撒かれたやつですね、

これを運搬したりするときに非常に道が悪く

て危険な状態であるという話も聞いておりま

す。更にまた墓地等もあり本当に頻繁に利用

している道路という話もありました。早急に

道路を整備する必要があるんですが、その前

には道路認定が必要であるということであり
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ますが、答弁では道路認定の話は出ていませ

んが、道路の認定というのはできるわけです

か、課長ですか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

道路認定はできます。ちょっと見えにくい

かもしれないですが、このへん道路としては

あるんですけれど、全部里道になっているん

です。なので昨日申し上げました非常にもっ

たいないことです、里道のままでおいておく

と。これを道路台帳を整備しなければいけな

いと思っています。こういうのを次年度は調

べて、この路線になると農道の方が判定的に

は大きいかなと思うんですけど、上の方にも

耕作地もありますので、里道というのは国有

財産からうちの町に総務の用地係に譲渡申請

されている里道であれば、そういう補助事業

のメニューをみても可能であります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今の路線については譲渡されていないか確

認はできていないわけですか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

すみません。そこまでは調べる時間がなか

ったです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

もし譲渡されてすぐできる状況であって、

農道の認定するときも、昨日、町道の認定は

議決事項でしたよね。農道の認定も議決事項

になりますか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時04分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時05分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

農道は議決事項ではないです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

分かりました。早めに総務課の方で調べて

いただいて道路認定できるように取り組んで

いただきたいと思います。

この件につきましてちょっと聞きたいこと

がありまして、もう１点だけお願いしたいと

思います。図面見ていただくと分かりますが、

Ｃの耕作地があるんですが、この耕作地はち

ょっと山の方にありまして、元々町有地を貸

地していたのを払い下げて、いま３名の耕作

者がそこで牧草とかサトウキビをつくってい

るようなんですが、そこに行くにはちょっと

畑を利用して私道をつくって行くようになっ

ているわけです。その途中に儀間銭田ダムの、

銭田溜め池の下流域の沢があって、沢を横断

しているかたちで、その沢に暗渠を埋めて道

路をつくっているということで、そこの畑に

行っているわけですが、大雨の度に何回か底

が洗掘されて直したという経緯があります。

町の方からもちょっと予算をいただいて地域

の建設業に協力していただいて、また地権者

と一緒に直したということもあるんですが、

そういうことは、この道路の、私道なんです

が、この整備とかも、もしこの事業採択され

た場合に、この私道についても整備は可能な
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のか。建設課長の見解でよろしいです。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

私道については無理です。予算的にいいま

すと、29年度農林の予算も82.6％対前年度で、

そこにおいて県全体の事業費として89億円、

これは新規採択と継続と全部バランス的に実

施と計画されたことを分けてきます。１地区

当たり1億5千万円、その中に農道を何本突っ

込めるか、排水路の改修を何排水路できるか

ということでやってくるんですけど、やっぱ

りそこで求められてくるのは経済効果なんで

す。今の地区においては入口と出口側に廃材

置き場ですかね、非常にもったいない箇所に

あって、面積がだいたい３㏊ぐらいといわれ

ているんですけど、に満たないと思うので、

ただ見てみたら毎年補修しています。今のヒ

ューム管を埋めて、路肩をつくったりとか、

今年も１月に一応補修はしているんですが、

その後見に行ったら今下側で道路が排水にな

っています。あれは何でかといったらもう12

％以上なっています。見た目で感じは。アス

ファルト舗装でももたないと思います。基準

ではコンクリート舗装にしなければいけない

と。そのコンクリート舗装にすると、今だい

たいメーター６万円というのが10万円ぐらい

にいきます。そうなると経済効果というのが

もっと出なければ、その経済効果というのは

サトウキビだけでは無理なんです。キクとか

花木、車が通ったら粉じんが出ますね。これ

がそれに影響を与えるという部分で、早くこ

の路面は舗装して粉じんが飛ばないようにし

なければいけないとか。それと荷積み、荷を

積んで運んだときに、こういうゴトゴト道で

は出荷する商品が傷がついていくと、そうい

う理由が今本当に多くなってきています。た

だ道路的には早急に対応しなければいけない

かなと思うんですが、充てる補助事業が見つ

かりません。たいへん申し訳ないと思ってい

ます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

申し訳ないということですが、今の話を聞

いていますと勾配がきついということでコン

クリート舗装じゃないと駄目という話なんで

すが、２、３年前に真我里の２路線がありま

すよね、山に行くマンゴー園とか、マンゴー

園に行くところはコンクリート舗装されてい

ます。あの事業はどういった事業でできたん

でしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

あれは真我里３号は26年に事業実施して、

同じ農村整備事業です。同じ事業でしか、今

エントリーしていないんですが一緒なんで

す。ただそこがなぜ採択されたかはちょっと

調べてから、そこもエントリーしたいと。ま

た来週見に来るものですから、その計画班が。

あの道路も一緒なんです条件的には。ですの

で実績もあるので、一応はこういう現場、こ

ういう写真を、まず最初に我々ヒヤリング、

いま31年採択のヒヤリングまで入っています

けど、こういう所、全部対象箇所を見せて、

これはできないと県の方で判断しますので、

それは一応は努力はします。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。
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○ 10番 玉城安雄議員

いま話がありました真我里の道路も字の方

から何年も要請していてなかなか進まなく

て、26年に急にできるようなかたちになりま

したので、この道路もまた字の方からも改め

て要請もあると思いますので、ぜひいま課長

がおっしゃったように県の方とも調整してい

ただいて、特に補助事業の導入は厳しいんで

すが農業基盤整備促進事業で整備可能か県と

調整するという答弁もありますので、ぜひそ

のように前向きに取り組んでいただきたいと

思います。これについては終わります。

次に、３点目、自治会からの要請時項につ

いて。区長さんから各種要望については総務

課で受けた場合には担当課と情報を共有し、

担当課で受けた場合は、それぞれの課で対応

しているとしています。質問にあるような軽

微な道路の補修とか清掃等については各自治

会から様々な要請があると思いますが、なか

なかまた手が回らなくて要望に応えられない

のが実情だと思うんですが、更になかなか町

の方で対応してくれないということでまた我

々議員にも、そういった依頼が多々あるわけ

なんですが、先だっても道路の清掃について

なんですが、担当課に相談したらすぐに対応

してもらった経緯があります。この場所につ

いては銭田川のイーフ友遊宛と社協の裏側の

道路なんですが、現場を見たら台風18号で木

の枝が落ちて被災した状況がそのまま３、４

カ月もほったらかしていた状況であったよう

な気がしますが、そのことについて担当課は

現場を把握していなかったのか。道路がそう

いう状態であるというのと。また地域から何

も要請がなかったのか伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

その現場につきましては全く把握しており

ませんでした。ちょうど担当課といいますよ

り敷地からの木が道路に倒れているというこ

とで、うちの方に話がありまして、うちの方

としては倒木とか道路の枯れ木あたりを片付

けてはいるんですが、原則的に敷地からのも

のは、その敷地の方が片付けるのが原則であ

ります。といいますのは、あちこち場合によ

っては敷地の木を切ってくれという部分もあ

って、そういった部分を対応するのは到底厳

しいです。その部分把握していなくて、相談

があった時点で担当の方で出向いて相談し

て、道路を覆っている状態でしたので、うち

の方で対応したということでございます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

そのことについては住民の方から私にも話

がありまして、１回見てごらんということで

現場をみて、建設課と環境保全課に写真も見

せたんですが、すぐそこには久米アイランド

というホテルもありますし、この道は観光客

が通るかもしれないですよね、川沿いで。そ

ういうところで長い間放置されたら隣接する

施設がやるべきだと思うんですが、道路自体

も覆った自体でしたので、それを話したらす

ぐ対応してくれて、地域の方々は喜んでいた

んですが、ぜひそういうことがないように、

また施設の方にもそういう指導をしていただ

きたいと思います。更にこの道路はまた施設

から出ている木の枝が道路の上部に生えてダ

ンプカーにくっつくぐらいの高さの枝とかも

あるんです。そういうところも、ぜひ担当課
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の方で施設の方に指導していただきたいと思

います。

この件はこれで終わりますが、次に、関連

してお願いなんですが、山城の道路、競り市

場の通り、比嘉３号から県道に抜ける道、山

城の競り市の前の通りですね、ここは山城１

号線ですか、路線名は。そこ防風林がありま

すよねモクマオウ、そこも台風のときに枝が

落ちたのを全部モクマオウの下に突っ込んで

いるんです枝自体が、この通りずっと奥まで。

たまたま去年の集落外作業のときに我々比嘉

がそこは競りの前までやるんですが、草刈り

機を使おうにも木の枝をそこに入っているわ

けなんです。草刈り機も使えない。あれは人

力ではできませんので一度機械を入れて木の

枝を全部片付けないともう荒れ放題になると

思います。そういう状態ですので、そこに空

き缶ポイ捨て、弁当ガラ全部投げられていま

す。一度現場確認してみたらいいですよ。道

から通ったら分かりませんので、降りてみた

らちゃんと分かりますので、ぜひそういうと

ころも片付けることによってゴミのポイ捨

て、空き缶のポイ捨てがなくなると思います。

荒れ放題だからそういうかたちでポイ捨てと

かあると思うんです。保全課長、現場を見た

ことありますか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

台風時に、そこが相当倒木がありまして、

うちの作業班で片付けた部分と、また地域の

方が片付けた部分がありまして、地域の方が

片付けた部分は下の方に入れていると思いま

す。そのへんまた調べて対応したいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

せっかく町で全体作業というのも決めてや

っていますので、この作業に行っても手の付

けられない状況でしたので、ぜひ木の枝とか

片付ければ年に２回の作業で十分きれいな環

境を保てると思いますので、ぜひまたお願い

したいと思います。

それとあと１点、建設課長に伺いたいと思

います。半年ぐらい前ですか、上阿嘉の水兼

農道の横断溝のグレーチングの話をしたと思

いますが、阿嘉食品から水兼農道でグレーチ

ングがある途中に、阿嘉食品から新里栄勇さ

んの牛舎があって、その下の所にそこの道が

陥没というより、横断溝の両端がちょっと、

何度か補修された状況ではあるんですが、そ

こ現場を見ましたか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

はい、そこはワンボックスになっています。

ボックスカルバートに、そのままグレーチン

グを乗っけて、そのグレーチング自体が、そ

のボックス自体がちょっと沈下しているもの

ですから、その水兼農道全体的に考えないと

いけないということで一応こういう、いま機

能保全合理化事業というのがあって、ダムの

そういう機能とか、排水とか、29年に調査を

入れる予定です。ただその部分まではまるか

どうかは今未定ですが、調べてみて再度。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

その件については区長さんからも要請はあ
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ったと思うんですが、そういう旨の説明をぜ

ひしていただきたいと思います。

これで私の一般質問は終わりたいと思いま

す。

（10番玉城安雄議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで玉城安雄議員の一般質問を終わりま

す。

10分間休憩します。（午前11時20分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時30分）

次に、議席９番棚原哲也議員。

（９番棚原哲也議員登壇）

○ ９番 棚原哲也議員

９番棚原哲也です。私の方からは通告して

おります５点について質問いたします。まず

第１点目に、銭田森林公園の整備について。

平成28年８月着工する予定だったが、６カ月

経過した今、着手されていない進捗状況は。

２点目、仲里総合運動場の整備について。

施設全体が老朽化し、又は破損した状態にあ

る。早急に整備する考えはないか。

３点目、平成29年度施政方針の産業の振興

の（5）交通の確保について。航空路線、フ

ェリー、町営バス等の取り組み方針について

明記されているが、高速船の導入については

検討されていないのか。

４点目、海洋深層水揚水施設について。施

設増設の目処はついているか。

５点目、日台及び日中漁業協定について。

①日台漁業協定は操業海域が日本のEEZ（排

他的経済水域）内にあるにもかかわらず台湾

側優位に結ばれた協定であり安全操業を確立

する上で抜本的な見直しが必要である。

②日中漁業協定は、中国側漁船が操業でき

る水域を大幅に拡大して締結された協定であ

り、EEZ 内の漁業資源及び鉱物資源を保護す

る為、破棄する必要がある。両協定について

取り上げて行動する考えはあるか。以上、よ

ろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

９番棚原哲也議員の質問にお答えいたしま

す。まず１点目の銭田森林公園の整備につい

て。公園整備については昨年８月に既存管理

棟の取り壊しなど一部敷地造成工事に着手し

ました。現在下水道等を含む排水路事業等の

調整を行っており、昨年６月議会で答弁した

とおり２年以内の本体施設の完成を目指して

おります。

２点目の仲里総合運動公園の整備につい

て。仲里総合運動場管理棟は町民のウエイト

トレーニングに活用されていますが、昭和56

年度に建築され築30年余を経過して老朽化し

ております。グラウンドにつきましては平成

23年度に整備を行っておりますが、水銀灯に

ついては老朽化、台風被害等で破損している

状態であります。管理棟、水銀灯の整備につ

いては多額の事業費が必要ですので、総合グ

ラウンドの利用状況、活用方法を精査しなが

ら補助金対象となる事業を模索し検討してま

いります。

３点目の平成29年度施政方針の産業の振興

の（５）交通の確保についてでありますが、

現在沖縄県が実施する離島航路船舶建造支援

に高速船は該当しておりません。しかし町民

を対象にした平成28年度の高速船導入可能性

アンケート調査では必要、どちらかというと
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必要の意見を併せると、回答者の約９割が高

速船の必要であるとの結果が出ておりますの

で、国、県に対して他離島町村と連携して高

速船に対しても建造支援が受けられるよう働

きかけてまいります。

次に、海洋深層水の揚水施設についてであ

りますが、海洋深層水取水管増設につきまし

ては本町をはじめ国際海洋資源エネルギー利

活用推進コンソーシアムを中心に国、県、関

係機関への事業導入に向け働きかけて行って

いるところでありますが、増設についてはそ

の前提となる経済性の調査を29年度に国事業

として行う予定であります。

次に、日台及び日中漁業協定について。日

台漁業協定、日中漁業協定につきましては平

成29年２月に沖縄県知事、沖縄県漁業協同組

合連合会、沖縄県漁業協同組合長の連名で外

務大臣、農林水産大臣、水産庁長官に対して

日台漁業取り決め及び日中漁業協定の見直し

等を求める要請を行っております。今後町と

しても必要に応じて関係機関と連携してまい

ります。以上であります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの答弁につきまして再質問を行い

ます。まず第１点目、銭田森林公園の整備に

ついてでございます。答弁の中で管理棟の取

り壊しはされて敷地造成を一部なされている

とありますが、管理棟の取り壊しについては

昨年度なされております。トイレについては

現状そのまま残されておりますが、管理棟は

取り壊しただけでその用地の造成については

されてないように確認しておりますが、これ

について担当課の説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

町長から説明があったとおり一部造成とい

うことで入っております。現在トイレについ

てはそのまま残しております。というのはや

はり銭田森林公園を使う子どもたちもおりま

して、そこでトイレが必要ということと、あ

と実際本体工事にかかった場合にトイレが必

要ということで残しております。管理棟とト

イレがあるところを全面使うかたちになりま

すので、本体工事と併せてトイレの取り壊し

も始めていきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、下水道を含む排水路事業の調整中と

あります。銭田地区においては下水道事業は

未整備であり、この下水道の調整はどういう

ふうになされているんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

銭田地区の下水道整備の問題もあるんです

が、銭田森林公園の中に風の帰る森の建物が

１つだけということで、補助事業での下水道

整備は厳しいところがあります。なので、以

前お話した周辺整備も併せて下水道に代わる

ような排水路の整備を計画しております。そ

のあたりは29年度において補助事業のメニュ

ーを探してエントリーする予定です。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員



- 126 -

それと２年以内の本体施設完了を目指すと

ありますが、本体施設とは寄付金で建設され

る建屋のみのことでしょうか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

本体とは、いま寄付金で建築する建物本体

ということです。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この公園整備事業については、その地域が

県の自然公園の指定を受けていると思います

が、その県立自然公園区域からの解除申請手

続きはなされているんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

この公園の地区は自然保護区域ということ

で、やはりそこに建物をつくる上では、その

解除申請等も必要です。そこは担当課の環境

保全課とも連携して県の方に申請をしている

ところです。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時40分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時41分）

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの県立自然公園の件ですが、当地

区は第３種特別地域になっております。建築

許可等につきましては、県の自然保護課の方

と調整しまして、昨日プロジェクトの方から

その申請書が上がってきまして、県の自然保

護課の方にいま進達で手続きを行っておりま

す。県との調整は事前に終えてます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、当初計画で全体計画なんですが、進

入道路として大型バスが通行できる道路の拡

幅も計画にあったと思いますが、その道路の

拡幅について地権者、周辺の、入り口には墓

等もあります、農地もあります、そういう地

権者との交渉は済んでいるんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

前回、そこは進入路としてバスが通れるぐ

らいの幅員にしたいと希望をもっております

が、実際そこに乗り入れが想定される車輌、

マイクロバスとか、大型でないものを考えて

います。なので現状の道路に側溝もあるんで

すが、側溝の蓋も閉じるようなかたちで対応

していきたいと。そこらあたりは変更になる

んですが、民有地にあまり掛からないような

進入方法を考えております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

風の帰る森公園整備事業、元々は銭田森林

公園なんですが、これの整備について途中で

町民からの意見等もあって、整備については

町民の意見も十分取り入れてということなん

ですが、今回の建屋についてはあまり町民の

意見とか入らないようなかたちで建設される

のか、または全体の周辺の整備について町民

の意見を十分取り入れた計画になっているの

かお伺いします。

○ 議長 幸地猛
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中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

今回の風の帰る森プロジェクトについて

は、当初説明をしたとおり町民の意見を取り

入れたいということです。月１回、定期的に

ミーティングを開催しております。特に子育

て世代の皆さんから、ものすごく期待が大き

いものがあります。そのあたりも含めて幅広

く意見を頂戴して、その建物の施設の中身も、

そして周辺の整備も含めていろいろミーティ

ングを重ねているところです。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、当初計画で寄付金で建設する建屋の

予算が３億円と。その他に公園の全体外郭の

整備に町の持ち出しで２億円ということで聞

いておりましたが、町の負担する費用につい

ては当初の２億円以内で収まる予定なのか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

前回の議会で２億円程度は予想されるとい

うことで回答したところなんですが、やはり

ミーティングを重ねる中で、そこは子どもた

ちの交流施設ということではあるんですが、

やはり観光振興にも寄与できるかたちでとい

うことで、いろいろ話し合った結果、約３億

円から４億円ぐらいはかかるだろうと見込ん

でいて、そのあたりどういった事業メニュー

が充てられるかも調整しているところです。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

町の負担する金額が当初計画より上回るよ

うな方向にいっていると思いますが、町民の

方々からの意見として耳に入ってくるのが、

建屋は寄付金３億円でつくると。周辺整備に

２億円もかけて整備する必要があるかと。逆

にそれよりは小さい子どもたちが子どもたち

だけで行ける、旧仲里村改善センターの比嘉

公民館建設以外の用地、残る用地に公園を整

備した方が、町の予算を投資してつくる公園

としてはいいんじゃないかと、そういう希望

もあるんですが、やっぱり３億円、４億円投

資して、その風の帰る森公園の周辺整備をす

る必要性があるかということで、そのへんの

考え方をお伺いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

やはり公園の整備については、集落内の子

どもたちが遊ぶところに地域の要望としてあ

るかと思います。そのあたりは担当の福祉課

や教育委員会も含め、今後の検討になるかと

思います。ただ風の帰る森のプロジェクトに

ついては、子どもたちの交流、観光客の子ど

もたちや地元の子どもたちも全てが交流する

場所ということで、先ほども申し上げました

が観光振興という部分も含めて捉えていきた

いと思います。

ただ、その補助メニューについては福祉目

的の補助金と、メニューが異なりますので、

そのあたりは全員で智恵を出して、うまい具

合に仕上げていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

建屋の実施設計、それから建屋の建物の完

成時期、実施設計については３月にやるとい
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うことも聞いています。建物については12月

今年度以内に完成という話も聞いています

が、その通りでよろしいでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

今回の事業については、やはり寄付者の意

向に添うような約束事があって、何度も調整

をして時間を要しているところがあるんです

が、今年度中にも設計終了して次の臨時議会

で可能であれば、早めに発注をしたいと思っ

ております。建物の本体工事が始まっても、

また、いろいろ調整が出てくるかとは思うん

ですが、そこらあたりは２年以内に完成とい

うことで、前の議会でも回答しておりますの

で、実現していきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、２番目の仲里総合運動場の整備につ

いて質問いたします。管理棟は築30年で老朽

化していると。現在はトレーニング機器が設

置され、ウエイトトレーニングに活用されて

いると答弁がございます。現状、この管理棟

を見てみると鍵も壊れて、中の備品の管理面

からも管理棟の整備、これは新築に予算が要

するのであれば改善はするべきじゃないかと

思いますが、その改善策をお伺いしたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまありましたように、ウエイトの器

具を置いて、その中には寄付でいただいた器

具とか置いてはいるんですが、それ自体もち

ょっと古い状態であります。建物自体が相当

老朽化していますので、できたら撤去して新

しくつくった方がいいかなと考えておりま

す。ただ、それの建築にかかる事業費がどう

いった補助メニューがあるか、そういった部

分を調べながらどういった対策がとれるか検

討していきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

先ほど町長の答弁でも管理棟及び台風被害

で破損した水銀灯については多額の整備費用

が必要で、グラウンドの利用活用状況を精査

しながら補助対象となる事業を模索検討する

としております。その中で本施設については

町民運動会の会場として、また体協主催のソ

フトボール大会、町内の小学校の少年野球の

練習場、地域町民のジョギング場及びプロ野

球キャンプのサブグラウンドとして多様な利

活用がなされております。

また、情報として入っておりますが、平成

29年度今年度、県野球連盟主催の中体連の県

大会が12月に本町に決定しているようでござ

います。それでその大会開催するにあたって

はその野球大会の会場が４会場必要というこ

とも聞いております。それで仲里側に球場と

総合運動場の場所２カ所、それと具志川側で

今の久米島野球場、それからサブグラウンド、

この４会場を希望しているようであります

が、仲里総合運動場については、県道側、レ

フト側、そこの距離が野球連盟の規定に合っ

てないと、レフト側の、サード側になります

が、その距離が短いということで、その改善

をしてほしいという話もきております。その

ためには南側にあるトイレがあります。管理
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棟とは別に南側に１カ所トイレがあるんです

が、そのトイレの南側、保安林との間に約10

ｍちょっとの空間があると思いますが、その

トイレの撤去と、その中間にある側溝が入っ

ていますが、それを改善して南側にそのグラ

ウンド自体を寄せて改善できないかと、そう

いう提案もありますが、それについては、こ

の12月の大会に向けて改善することができな

いか担当課にお伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの件ですが、県野球連盟からそう

いった話は今のところお聞きしておりませ

ん。現在、久米島には野球場が２つございま

す。あと具志川の多目的広場の方にも野球が

できる施設があります。こういった大会を誘

致する際に、それ以上もう１カ所必要という

ことでありましたら、今現在それがネックに

なっているということですが、事前にそうい

った調整がなかったものですから、例えば今

年度実施する中で予算的、整備にかかる予算

が伴いますので、あとは仲里総合グラウンド

の利活用の状況からみて、事前の調整が必要

だったかなと思っております。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時57分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

午前に引き続き会議を開きます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

午前に引き続き質問いたします。先ほど仲

里総合グラウンドの整備について質問してお

りますが、答弁の中で全体を改修、改善する

と多額の予算が必要だという説明がありまし

た。それでグラウンド全体を南側に寄せて整

備する方向で質問いたしましたが、全体のフ

ェンスとか、管理棟を抜きにしてバックネッ

ト、それから南側のトイレの取り壊しとか、

そういう部分的な改修だったらそんなに多額

の予算がかからないんじゃないかと思います

が、それから県の体協、それから中体連の組

織からの要請があれば早めにそういう改善に

向けて取り組んでいけるのかどうか、お伺い

します。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。今のとこ

ろ各種団体の方から要請は受けておりませ

ん。現在のグラウンドを海側の方に拡張した

場合に、トイレ、それから水銀灯、それから

防犯灯が立っています。それを移設する経費

でも特に水銀灯が立っていました支柱ポール

については基礎部分も相当大きいものと思わ

れますんで、それなりの経費はかかるかと思

います。またその間に側溝もありますんで、

その撤去費用だけでも事業費としてはけっこ

うな積算はしてないんですが、かかることが

予想されます。そういった部分を踏まえます

と、どうしても事業導入の検討が必要かと考

えています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

県などの団体から、まだ事業が久米島町で

開催という、そういう連絡は受けていないと

いうことなんですが、この件については県の
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野球連盟の年間行事として昨年度から29年度

の12月に久米島町で開催すると、そういうふ

うに組み込まれているらしいですが、それを

確認してもらって事業メニューがあれば、ま

た６月補正等で予算が確保できれば全体はで

きなくても球場自体の、連盟の中体連の規定

に合うぐらいの距離を確保するために南側に

寄せることができないか、野球連盟等への開

催が確実に久米島町で行われるか、それを確

認して４球場の確保必要なのかどうか、その

へんの確認は早めにやってもらえるかどうか

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問ですが、野球連盟の方が去

年から計画の中に入っているということも今

はじめて聞いたところでございます。ただ、

そういった連盟がこっちで主催する場合に

は、それなりの設備を把握して決定したこと

だと思いますので、当然それに見合った球場

は確保されていることだと思います。それに

関しまして９月の決定に向けて６月補正とい

うことになりますと、先ほど申したように補

助事業になりますと計画から準備していかな

ければいけませんので、来年度６月の補正に

向けて補助事業導入ということはまずどんな

に頑張っても厳しいところがあろうかと思い

ます。そういった件もあります。また町の全

体的なグラウンドの整備等も踏まえて野球だ

けでなくて、仲里グラウンドの全体的構想等

も町の各担当かと調整しながら検討していき

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

野球連盟の方の報告がないということなん

ですが、野球連盟は久米島支部もあります。

支部長もいますので、支部長はこの大会久米

島で開催するのは確認していると思いますの

で、支部長にでも早めに確認して、それから

仲里総合運動場については、先ほど述べまし

たように、町民運動会からソフトボール大会

それから年代別のソフトボール大会とか、プ

ロ野球の楽天２軍のサブキャンプとしての活

用とか、少年野球の練習場として非常に仲里

地域での利活用については非常に効果的に使

用されておりますので、この整備については、

今年できなければ早めに整備してもらうよう

にお願いしたいと思いますが、この件につき

まして町長の考え方があればお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

流れとしては、今、担当課長からあったと

おりになるかと思いますが、今後その整備に

おいてはどういうかたちがベターなのか調査

を入れながら、そして今の野球大会において

はこれはそれぞれの会場特別ルールみたいな

のができると思いますし、レフトの距離が足

りないということになるかと思うんですが、

そのへんはまた担当の方とも確認させながら

進めていきます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

それでは３番目に高速船の導入についてで

ございます。国、県に対して建造支援が受け

られるよう働きかけていると答弁がございま

した。高速船については県の離島航路の船舶
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建造支援の対象外だということもこれは以前

から確認しておりますが、観光振興の面から

でも、現状、島民以外の島外から来る来島者

の運賃コストが非常にかかりすぎているとい

うことで島出身者の方々の旧の16日とか、お

盆とか、里帰りの時にも非常に負担がかかっ

ているとその運賃低減を求めての要望もたく

さんございます。その意味からも早期の高速

船の導入運行が必要だと思います。情報耳に

入っているのは、今年の７月から高速船の試

験運行をするというような、これは確実なの

か確認はしていないんですが、そういう話も

耳に入ってきております。その意味で本格的

な船舶建造、その導入が難しければ、夏場の

観光客の時期、船舶チャーターしてでも試験

運行が早めにできないかどうか、お伺いした

いと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。フェリー

の２隻目の補助対応についても31年度までの

ローテーションが決まっていますから、その

後に追加で各該当するような離島の市町村長

たちが県の方にも要請もしております。フェ

リーについては、そういうかたちで追って我

々としては高速船もということで、要するに

久米島となると３隻目になりますので、その

へん非常にハードルは高いと思うんですが、

今議員がおっしゃったような試験運行につい

てはある代議士が他の地域で今あまり使われ

ていないような高速船があって、それを借り

てきて試験運行をしたらどうかというような

アドバイスがあります。そのへんもう少し詰

めないと久米商船としては公営で購入して、

それを委託させるような仕組みだったらやっ

てもいいよという社長の考えもあります。そ

のへんもう少し、いろんな協議が必要になる

かと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この高速船についてはただいま町長から答

弁ありましたが、ぜひ早めに試験公開できる

ように取り組んでいただきたいと思います。

次に、４番目の深層水の用水施設の増設に

ついてでございます。答弁の中で前提となる

経済性の調査を29年度、国の事業として行う

としておりますが、その中でこの経済性の調

査というのは温度差発電を主とした多段利用

での調査なのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。可能性調

査、経済規模と取水管増設した場合の経済効

果の調査ということになりますが、温度差発

電についてはメガワットクラス以前から大規

模な実験をしたいということで温度差発電に

ついては10万トン必要ということは確実わか

っていて、その温度差発電に使った後の深層

水をどういうふうに活用して経済効果を出し

ていくかというような調査になります。あく

までも二次利用、副次的な利用の部分の経済

調査になります。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

以前、行政の担当と、それから漁協とか各

団体から参加して佐賀県の佐賀大学のプラン



- 132 -

トを確認に行きまして見学もしたんですが、

その時の説明では佐賀大学のプラントが150

億から200億かかっていると、それぐらいの

プラントを持って来ても美崎地区、真泊から

真謝までのそれぐらいの個数の電力しか作れ

ないないと、そういう説明もございました。

それからすると久米島町内の電力を50％でも

まかなおうとすると、ものすごい大きなプラ

ントを入れないとたぶんこの電力の受給がで

きないと思います。それからすると費用対効

果の面で国が何百億という予算を付けてもら

えるかどうかという非常に疑問な点がありま

すが、それが厳しければ逆に温度差発電プラ

ントは抜きにして、揚水だけできるような揚

水プラントだけを導入すれば、その３分の１

ぐらいの費用で可能じゃないかと思います

が、揚水のみの施設導入は考えられないかど

うか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

揚水プラントのみという質問なんですが、

温度差発電についても揚水が必要なので、そ

の揚水設備を実現して、その後に発電設備は

整備ができると思います。今、調査の前提と

なるのは揚水量を上げた場合に、いくらぐら

い経済効果があるか、発電以外で調査するこ

とになっています。今の揚水のみというのも

勿論調査の趣旨にあっていると思いますの

で、経済効果全体含めて、ご理解いただけた

らと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

深層水の揚水に関しては、まだまだ質問し

たいのがありますので、次回にまた回したい

と思います。時間があまりありませんので取

り急ぎ質問していきたいと思います。

最後に日台漁業協定及び日中漁業協定につ

いてでございます。日台及び日中漁業協定に

ついて、県及び県漁連、県漁協組合長会の連

盟で国に対し要請を行っております。これは

２月の新聞報道にもされておりますが、町と

して必要に応じて関係機関と連携していくと

答弁がございました。日台漁業協定について

は日本の排他的経済水域内にもかかわらず20

13年の協定発効以降、毎年本マグロの漁期前

の２月から３月に漁業者間の交渉が行われて

おりますが、毎年、台湾側に主導権を握られ

て県内漁業者の主張する条件での取り決め改

定ができておりません。それと日中漁業協定

については1997年に締結されておりますが、

手元に資料をお配りしてあります。

この資料の２ページ目、そこを確認してい

ただきたいんですが、この６条にあります真

ん中ほどに第２条から前条までの規定は協定

水域の内Ａ、Ｂの水域を除く部分について適

応するということでうたっておりますが、こ

のＡについては暫定水域ということで８ペー

ジに付けてあります図面にあります東シナ海

の中間の暫定水域であります。その水域も除

くと、それから一番重要なのはＢに北緯27度

以南の東海の協定水域及び東海の南の東経12

5度30分以西の協定水域、これは除くと協定

にうたわれております。これは沖縄が復帰前

の与論島との中間、辺戸岬とのその中間の27

度線から以下については、日本の排他的経済

水域を認めないで沖縄近海で自由に中国漁船

が操業できるという、そういう非常に不条理

な協定になっています。それで数年前に沖縄
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近海で操業していたサンゴ船が大挙小笠原近

海に移動して問題になったこともあります

が、そういうかたちで日本の領海外であれば

沖縄近海どこでも操業、中国漁船ができると

いうような非常に不条理な協定になっており

ます。それでぜひ漁業団体、関係者関心のあ

る人たちは日中漁業協定については６カ月以

上前にどっちか一方が、この協定を破棄する

という文章を出せば破棄できるような条項も

うたわれております。その意味で、ぜひ、町

長には県の市町村会、それと県の市町村議長

会等々と連携を取って、国に対して強くこの

協定、特に日中の協定破棄については強く訴

えてもらいたいと思いますが、町長の答弁を

お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この件に関しましては、漁協長の方が、そ

の委員となって県を代表して島外、県外あた

りでの協議にも参加しているようでありま

す。私としても一緒に要請すべき事項がでた

ら一緒に取り組んでいきたいと思います。詳

しいものについては現場の組合長さんがいろ

いろと情報を得ておりますので、そのへん今

後協議しながら一緒にやるべきものは議会の

皆さんとも相談しながら処理したいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいま配布してある資料は、日中漁業協

定の水域図、それから日本の排他的経済水域

200海里水域を示した資料であります。

それから、ちょっと極秘文書的なものなん

ですが、日中漁業協定の外部委員会での議事

録も一応ありますが、担当課で必要であれば

それも提供しますのでよろしくお願いしま

す。

それから最後に、先ほど質問し残した点が

１点あります。銭田の森林公園の整備につい

て町民の意見も取り入れるということで町民

からも代表者を入れて月１回の勉強会、その

検討会をやっていることなんですが、その代

表者としては島外から移住してきた子育て世

代のお母さん方なのか、また本町に長く住ん

でいる元々から住んでいる町民の方なのか。

最後に、またあと１点は、町長に答弁をお

願いしたいんですが、先ほど室長から説明が

答弁ありました建家以外の周辺整備について

当初の2億の予算からやっぱり増えて3億から

4億ぐらいかかるんじゃないかという答弁が

ありましたが、それだけの3億、4億の予算を

かけるんであれば、町民の意見としては学校

の施設の整備とか、諸々の町の優先するべき

課題に予算充当した方がいいんじゃないかと

いう意見もございます。その点について3億、

4億の予算が町民の同意を得られるかどうか

そのへん町長の思いを最後に確認したいと思

います。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

先ほど冒頭の部分で質問のあったミーティ

ング、町民も交えた会議を定期的に重ねてい

るということで申し上げましたが、移住され

た方も勿論おります。そして地元出身の子育

て世代のメンバーもおります。そこらあたり

バランスよくいろいろ議論しているところで

す。
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○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。この件に関しましては、今

担当室の方でいろんな協議を進めて、全体計

画の今、計画の最中であります。細かいもの

については今現在、私との調整はやっており

ません。他の施設との競合するようなものも

いろいろあります。これから生涯学習センタ

ー複合施設とか、またパークゴルフ場の一角

に遊具を置いたり、いろんなかたちで今取り

組んでおりますので、それはそれで別のもの

は別のものとして総合的にいろんなかたちで

利便性があるように検討していきたいと思っ

ております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

時間になりましたので質問終わります。あ

りがとうございました。

（棚原哲也議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで棚原哲也議員の一般質問を終わりま

す。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後１時56分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時57分）

次に２番盛本實議員。

（盛本實登壇）

○ ２番 盛本實議員

議席ナンバー２番盛本でございます。よろ

しくお願いします。今議会は３月ということ

で町長の施政方針、そして新年度の予算審議

ということで町の方針を決める非常に大事な

議会だというふうに思っています。我々議会

もそういう気持ちで今回望んでいるとことで

ございます。執行部の皆さんも、この場から

町の方針を決めていくという思いで、この議

会に対して臨んでいただきたいと思います。

今回、企画財政課長と会計課の津波実が最後

の議会だということで、こみ上げる思いがあ

ろうかと思いますが、しっかり押さえて最後

まで責任を全うして良いかたちで卒業してい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い

します。

それでは、今回、町長の施政方針にでまし

た。その中から何点か質問をしていきたいと

思います。よろしくお願いします。

町長は、来る５月、４年目を迎えます。任

期としては最後の年なんですね、１期の任期

ですよね。久米島町総合計画が２年目に入り

ます。総合戦略が今年１年目に入りますね。

そういう意味では、平成29年というのが非常

に町民にとっても執行部にとっても大事な年

じゃないかなと思っておりますので、皆さん

もそういう気持ちで29年に対してはしっかり

とした気持ちで臨んでいただければと思って

おります。それでは質問を何点かいたします。

まず１点目ですが、自然資源を利用したま

ちづくり「久米島モデル」の実現を、「まち

・ひと・しごと創生総合戦略」の核となる重

要プロジェクトとして位置づけ、平成29年度

も引き続き「国際海洋資源・エネルギー利活

用コンソーシアム」と密接に連携しながら各

種関連施設を推進するとの事であるが、具体

的な施策について伺います。また、今年度は

産業面の交流を実施するとの事ですが、具体

的に交流内容がどのようなものかを伺いま

す。
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２点目ですが、海洋深層水関連事業におい

て、海洋深層水関連商品の「ふるさと名物応

援宣言」を行い、ブランドの育成・強化を図

っていくとの事であるが、具体的な内容を伺

います。また、近年新たな商品開発は進んで

いるのか、新規企業の参入はあるかを伺いま

す。

３点目、人口減少対策として、移住定住促

進窓口「久米島島暮らしコンシェルジュ」を

昨年６月より設置していますが、具体的な事

務内容、これまでの取組及び今後の取組につ

いて伺います。

４点目、久米島高校廃科問題の解決策とし

て「久米島高校魅力化事業」を立ち上げ、そ

の一環として３年前から離島留学生を受け入

れております。更に町行政においては、久米

島町地域学習センターを 設置し多くの留学

生の受け入れが可能となり、同廃科問題も沈

静化の様相を呈してきております。我々ＰＴ

Ａや地域の方々も安堵しているところでござ

います。このことは県内外からも高く評価さ

れており、今後の久米島町の動向が注目され

ているところでもありますが、そこで質問で

す。現状の推移からすると今後も留学希望者

が増えると想定されるが、受け入れについて

の対策は考えているのか。学習センターの維

持コストの財源確保はどの様な方法で行って

いくのか伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

２番盛本實議員の質問にお答えいたしま

す。施政方針の中からの問いについて、まず

①「久米島モデル」につきましては、本町

をはじめ、国際海洋資源エネルギー利活用推

進コンソーシアムを中心に、事業のメインと

なる「10万トン取水管敷設」実現に向けて取

り組んでおりますが、29年度は経済性等の調

査を実施する予定であります。産業交流につ

きましては、国際海洋資源エネルギー利活用

推進コンソーシアムが主体となってハワイ島

のコナで海洋深層水を利用した水産養殖業者

を招聘し、招聘事業を平成29年度に実施する

予定であります。

②「ふるさと名物応援宣言」は、中小企業

地域資源活用促進法に基づき、中小企業庁が

地域資源を活用し、ブランド創出の取り組み

を促進するため、市町村において「ふるさと

名物応援宣言」を行い、情報発信を行うこと

により地域資源活用事業計画の補助金におい

て優先採択や人材育成事業への優先参加、中

小企業庁の支援サイトでの情報を発信といっ

た優先措置が受けられる制度であります。久

米島海洋深層水を利用した商品・サービスを

ふるさと名物とすることで、現在取り組んで

いる久米島モデルにおける海洋深層水の多段

階利用にかかる新規事業の推進に繋がるもの

と思っております。

既存品以外の新たな商品開発、企業参入に

ついては、現在、栽培実験中の牡蠣陸上養殖

や海洋由来乳酸菌を活用した美白化粧品の開

発が進んでおります。また、島外企業等から

は夜光貝の養殖、海藻の陸上養殖での参入要

望もありますが、取水量が足りなくなる状況

も考えられることから取水管増設の目処が立

つまで待っていただいている状況でありま

す。

③の質問においては、今年の６月より地域

おこし協力隊制度を活用し、３人を嘱託職員
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として採用し、移住･定住の推進に努めてお

ります。業務内容としましては島内にある「し

ごと」「住まい」「くらし」など、移住･Ｕタ

ーンに必要な情報を収集し、ＨＰやＳＮＳで

発信しております。また、メ－ル、電話、窓

口、首都圏での移住フェア等での相談にワン

ストップで対応しております。また住民44人、

外部有識者５人で構成された久米島町移住･

定住推進アクションプラン策定委員会で今後

の移住･定住推進における方向性や住民･行政

で協力して取り組んでいく具体的な計画につ

いて協議しております。

④新年度の寮生は新入生を13名想定してい

て22名となる予定です。現在の状況の収容人

数は24名ですが、次年度に向け空き部屋も活

用する予定ですので30年度は14名の受け入れ

可能と考えております。維持コストの財源確

保については赤字運営ではありますが、目に

見えない波及効果が出ていることはご理解頂

きたいと思います。今後の財源確保について

は課内でも模索中であります。以上でありま

す。よろしくお願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

施政方針の中で、この久米島モデルが前段

の方に記載されているので、おそらく町とし

ては久米島モデルが重点施策として今年は進

めていくのであろうという想定で、まず最初

にこの質問をさせていただきました。この件

に関しましては、平成28年度３月にも質問を

しました。その中でコンソーシアムは任意団

体なので要請とか事業受託ができないと、そ

うするとあまり機能しないということで、法

人化で進めるという話があったんですが、こ

の法人化に関して現状どういうかたちで動い

ていますか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。コンソー

シアムについては、昨年６月に一般社団法人

化をしております。社団法人化することで独

自の委託調査等の受注ができます。その一般

社団法人化した結果、県からの事業も今受託

して組織の方で実施しております。昨年、実

施した沖縄ハワイエネルギーワークショップ

改善センターで実施したのを覚えているかと

思うんですが、その国際会議、そういったも

のを受託をしております。これは任意組織で

はできなかったことなんですが、そういった

取り組みができるようになっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

そういう分に関しては着々と進んでいると

そしていい効果が出ているということです

が、社団法人の事務局というのは、これは町

がやっているの、それとも別の組織があるん

ですかね。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

コンソーシアムの組織構成は産学官及び金

融ということで、まず代表理事として大田治

雄町長が就任しております。事務局について

は住所とか連絡先の都合で我々プロジェクト

推進室の中に事務局はおいていますが、その

事務局の中には民間からも人を割り当てても
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らって実務的なものは民間、あと大学の関係

者で動いております。我々はそこをサポート

するようなかたちで事業を推進しておりま

す。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

当然役場内で事務所をおいて役場の職員が

兼任しながらやっているということですね。

それで事業に支障はないのかどうか、それは

町長の方針で一つの業務として考えてやって

いると思うんですが、先ほどの他の議員から

も話があったんですが、その調査は今年やる

という、経済調査やるということで話あった

んですが、その答えとして国がやるという話、

国がやるという分とコンソーシアムの関連性

というのはどういう関係があるんですか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

コンソーシアムの中で産学官連携の官の部

分には国の機関も入っております。これはオ

ブザーバー的な参加でアドバイスとかすると

いう立場で入っております。やはりそういっ

た官の方が入っているので、調査は実施でき

ないということです。そこらあたり協議する

中、やはりこれは必要だということで皆さん

認識は一致しています。それを受けて国、内

閣府沖縄総合事務局が調査を入れるというこ

とになっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

最終的に久米島モデルを実現するために

は、事業主体がないといけないんじゃないで

すか。今のところ見えているか見えてないか

わからないですが、これ町がやるのか県がや

るのか国主導でやるのか、それによって全然

意味合いが違ってくる可能性があるんで、そ

れはどういう方向で今進んでいますか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

やはり久米島モデルのプロジェクト自体が

先ほど棚原議員の質問でも出ていたとおり、

100億近いということで久米島町の財政規模

ではとうていできるようなものではありませ

ん。ということで国の内外からいろいろ注目

を浴びているということです。これは町長も

何度も要請しているんですが、国直轄でぜひ

やってほしいということを要望しておりま

す。それを受けての国の事前の調査というこ

とにも繋がっているかと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

わかりました。去年、計画書（案）できた

んじゃないですか。この計画書の中で経済効

果が65億と雇用人数が１千名近くなって、こ

れの計画はそのまま進めようという考え、そ

れとも途中で方針変更とか計画変更が何かあ

ったんですか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいま盛本議員からでた経済効果なんで

すが、あくまでもそれは概算、概要的な調査

で今回、国がやる調査の中で、もっと掘り下

げて、久米島に進出を希望している深層水を

使いたいと希望している企業に対してもヒア



- 138 -

リングを行います。実際どれぐらいの生産規

模で将来的には、どれだけの売り上げを見込

んでいるかも含めて調査を実施予定です。と

いうことを国の方からも聞いております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

概算にしてもおそらく本当の概算ではな

い、ある程度想定した中での64億でたと思う

んですが、その中でもちゃんとした調査入れ

たにしても、そんな違いはないと思うんです

が、いずれにせよものすごく経済効果がある

というのは想定できるんですが、この計画の

中で美崎地区ほぼエリア入っているんです

ね。その中で農業関係とか水産関係いろいろ

あるんですが、まだまだ農業部門に関しては

ほぼあまり結果でていない部分がある。前回

の質問の中で、この事業期間は2020年度から

はスタートにこぎ着けたいとという話だった

んですけど、それからすると３年前にはスタ

ート運用開始という話もあったんです。前の

話ではね。現在そういう動きがあるのか、こ

れ関わってもう何年目ですか、久米島モデル。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

事業のスケジュール的なものも含めて2020

年頃には供用開始したいということで前回、

回答したと思うんですが、実際この調査、29

年度４月からということで、そんなに調査期

間は長くないんですが、９月までの間に調査

を一応完了させるということでやっていま

す。９月は最終結果のまとめになるんですが、

その前に暫定でちょっと報告書を上げてもら

うことになっています。その中には取水管の

敷設にかかる事業費等も含めていくらか、そ

こは出てくるかと思いますので、そのあたり

をふまえて国の概算要求に出せるのか、その

レベルがそのぐらいに達しているのかどうか

もふまえて動くんですが、2020年までにはと

いうことはずっと申し上げておりますので、

ぜひこれは実現に向けて進むしかないと思っ

ています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この産学官の構成メンバー見ていると、そ

うそうたるメンバー入っているんですね。こ

のメンバーがまさか嘘つくわけないと思うん

ですが、このメンバーそろって久米島モデル

を実現しようと動いている。途中で社会情勢

の変化が変わったから止めますというわけに

はいかないと思うんですよ。ですからきちん

と町民にもいろいろ告知しながら、いろんな

久米島の産業の中で地域の差別化、これだけ

しかないと思う。いろいろ考えて町、行政も

含めて民間考えてやっていると思うんです

が、そこまでの経済効果がでるというのはこ

れしかない、その中に入っている、コンソー

シアムの中に入っているメンバーもものすご

いメンバーが入ってきている。皆さんも本当

に期待していると思うんですよ。ぜひ早い時

期にどんどん前に進んでいって久米島救える

のはこれしかないんじゃないかなと、ですの

で町長これはしっかりと腰を据えて何が何で

もやるということをあと１年、次のステップ

を踏むためにも、これ29年度はちゃんとやる

という意気込みをちょっとお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。
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○ 町長 大田治雄

ただいまの盛本議員の質問にお答えします

が、これは私も久米島の将来を考えるにはこ

の事業を成功させないといけないと思いま

す。先だって沖縄総合事務局長と内閣府の審

議官と私とある議員一緒にテレビ回線で会議

しました。局長はじめ先頭きって、この事業

に力を注ぐということで当面、内閣府の予算

を集めて調査費を付けて６月頃の概算要求に

は、そのデータを元に準備をするということ

であります。そして今どっちかというと沖縄

県の方が農林水産部が今所管しているもので

すから温度差発電については商工労働部の所

管になって、今両方がどっちが担うかという

のが今はっきりしないのが現実であります。

そこを今回、我々の選挙区で11名の県議を出

しておりますので、その議員の皆さんも一緒

になって取り組むようにお願いをしてやって

いきたいと思います。この間７日にも直に役

場で総理補佐官がいらっしゃって現場視察を

して、この久米島のこの取り組みについて非

常に感動していました。今日もその委員の１

人からメールがきて、久米島のこのプロジェ

クト等の取り組みについてびっくりしたとい

うことで評価を受けています。いろんなかた

ちで国の方も、ぜひ、私はこの間の補佐官に

は総理も久米島モデルについて関心を示し

て、また支援をしていただきたいという国家

プロジェクトとして、これを久米島で成功す

れば島嶼国にも技術移転ができてＯＤＡの予

算を使って、そういう支援をすれば「世界か

らも評価されるよ」ということをお願いして

終わっています。いろんなかたちで今国の方

も関心を向けてきていますので、ぜひこの事

業については県と同調して内閣府も一緒にな

って取り組んでいきたいと思っておりますの

で、今後においても動ける分については一生

懸命動いてやることを皆さんにもお願いした

いと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

久米島モデルに関しては町長も一生懸命取

り組むと、コンソーシアムに関しても法人化

をやって着々とそういう道に進んでいると、

そして国も調査費を付けるということですの

で、ぜひスピード感をもって、町長の方針も

あるようにスピード感をもってやるというこ

とをうたっていますので、ぜひスピード感を

もって町民のために頑張っていただきたいと

思います。これに関しては質問を終わります。

次も深層水関連の質問ですが、ふるさと名

物応援宣言という宣言をするということです

が、ただこの事業は深層水に限った特産品だ

けなのか、この宣言の方法というのはどうい

うふうにやるんですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ふるさと名物応援宣言の件なんですが、こ

とらの方ふるさと名物として宣言する内容で

すが、地域資源を一つまず選ぶというところ

の中で、まずは先ほどからあります久米島の

地域創生を図るというところの中で海洋深層

水活用していくということがございます。と

いうことでこちらの地域資源については海洋

深層水として行っております。そういったこ

とで海洋深層水を利用する商品、それからサ

ービス等がその名物としての応援するという

久米島町の宣言になります。
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○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

これ宣言ということは、広報か官報か、ど

こかに載せるんですか。勝手に宣言しますと

いうことなのか、町長がどこかマスコミに出

て宣言するのか、そのへんをどういう方法で

やるかというのと、例えば宣言したときにい

ろんな補助事業が貰えると、あと人材育成も

できるということの回答なんですが、この補

助事業という分がどういうところに補助事業

が使えるのか、この人材育成に関してどうい

う人材育成ができるのかというのも具体的に

よくわからないんですが、そのへんお答え願

います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

宣言の方法なんですが、まずは記者発表を

するという一つの大前提がございます。記者

発表につきましては去る２月28日午後２時で

一応記者発表はいたしました。記者発表の見

守りと言いますか、そういったかたちで、ま

ず中小企業庁の方からも参加しておりまし

て、あと内閣府総合事務局からも出席をいた

しまして、この応援宣言を見守るというかた

ちにしました。その中でどうしても宣言につ

いては官報に載るとか、そういったことかど

うかは把握していないんですが、少なくとも

宣言するにあたって、しっかりそこを国、中

小企業庁が、そこはしっかり中小企業庁のサ

イトの方で広報することになっております。

因みにこれまで応援宣言した市町村なんです

が、全国1,741市町村ございますが、現在、

宣言した件数が84市町村となっております。

県内におきましては、まず最初に応援宣言し

たのが名護市、読谷、嘉手納町、この３市町

村が１つのふるさと名物として宣言しており

ますが、こちらの方はリゾートウエディング

をふるさと名物として指定して宣言しており

ます。ということで久米島町の宣言につきま

しては県内２番目というかたちになります。

○ ２番 盛本實議員

補助事業はどういう補助事業。

○ 商工観光課長 新里剛

補助事業というのは市町村にかける補助で

はなくて、この地域支援を活用して海洋深層

水を活用して、例えば商品開発をするとか、

それから事業の投資といいますか、そういっ

た部分に関して、この事業計画書をそこに関

わる中小企業の方で計画書をしっかり作れ

ば、その応援宣言をした市町村の中小企業に

ついては優先的に採択しますという内容にな

ります。あとは人材育成については商品開発

にあたっての部分でありますとか、その人材

育成等々の支援を受けられるという内容とな

っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

補助事業とか人材育成に関しては、行政通

さないで直接、企業から国の方に申請すると

いうことですか。

こういうことをやって海洋深層水関係のア

イテムがどんどん出て行く、先ほど言った久

米島モデルのサポートとしては、今の時期か

らすれば非常に良いかたちで動いているのか

なというふうに思っております。ぜひこれも

どんどん海洋深層水関連の商品もどんどん開

発してもらって、最初から10万トンという水
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を汲み出さないといけないということがあり

ますので、その10万トンという水を汲み出す

理由としてもそういう企業がどんどん入って

くれるということも実績として必要だと思い

ますので頑張って頂きたいと思います。新規

商品とか新規企業がいくつか入ってきている

んですが、町の方から企業誘致、いわゆる深

層水関係の企業誘致というのは現在やってい

るのか。以前はどんどんやっていたんですよ

最初の頃はね。途中からそういう企業誘致が

あまり見えてこないもんですから、そのへん

含めて取水量の問題なのか、そのへん含めて

お答え願います。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

深層水関連の企業誘致については、現在コ

ンソーシアムが産学官、金融機関連携という

ことで活動しておりますが、そのコンソーシ

アムの中で、企業の誘致といいますか、その

コンソーシアムに入ってもらって実際その深

層水を活用して何ができるかというのをちゃ

んと勉強してもらって、その上で久米島で、

ぜひやりたいというような相談を受けていま

す。実際、コンソーシアムを発足したことに

よって答弁にも書いてあるとおり、久米で陸

上の海草を養殖したりとか、その海草を使っ

てお菓子を作りたいとか、いろんな話がきて

おります。これまでは、行政が企業に出向い

て行って久米島に来ませんかというような活

動の仕方だったと思うんですが、コンソーシ

アムを作ったことによって、逆に企業の方か

ら我々も参画したい、コンソーシアムに入会

したいということでいろんな話がきている状

況です。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

基本的には久米島モデルが中心となってい

ろんなかたちで動いているということです

ね。良いかたちで動いていると思います。ぜ

ひ久米島モデルの実現に向けて取り組んでい

ただきたいと思います。

それでは続いて３点目でですが、久米島

島ぐらしコンシェルジュ、これは去年から立

ち上げているんですね。現在、嘱託員３名で

業務をやっているということですが、この３

名の方は地域おこし協力隊のメンバーだけ、

島の方がそこに入っているかどうか。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

コンシェルジュの３人は地域おこし協力隊

の制度を活用して首都圏から招いた３名であ

ります。今、策定終わりましたが、アクショ

ンプランの策定委員の中には島内の方々44

名、また外部委員５人、49名の中で今後そう

いう移住、定住に向けての方向性とか活動計

画等をプラントしてまとめ上げております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今現在の仕事として、仕事、住まい、暮ら

し、それぞれの情報収集を行っているという

ことになっているんですが、これ島の人間が

いないという中で、情報収集に関して、支障

はないのかどうか、確かに何とか委員で住民

の44名で外部から５名入っていると言うんで

すが、それはその時々の会議の中でプランを

作るために集まるわけなんですね。通常業務
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としては、この３名がずっとやっているんじ

ゃないですか。そうすると外から入ってきた

方が、外から見た目の久米島の中での印象と

か、そういうのはどんどん発信できるかもし

れないんですが、島の本当の情報というか、

島の新情報というのは、入ってきてまだ半年

ぐらいの中でどれぐらい情報発信できるのか

という分と、彼らはいろいろ電話受けてどう

のこうの対応しているとは言っているんです

が、彼ら３名が将来いろんな会議の中とかい

ろいろ話はやってはいると思うんですが、島

に移住したい定住したいという気持ちを持っ

ているかどうか、それがないと難しい、どん

だけ発信しているか、そのへんをもうちょっ

とやっているかどうか。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

この地域おこし協力隊というのが、目標と

しては、議員がおっしゃるように３年後にい

かに定着させるかという目的を持っていま

す。ただその全員が、そういう定住する部分

ではないんですが、その３年いる間に自分の

希望した地域を十分わかってもらって、気に

いってもらって、定住に結びつける。あるい

は定住につけるような仕組みづくりをまた市

町村でやっていかないといけないというのが

地域おこし協力隊の制度であります。

外から入ってきた人間が島の情報を知り得

るかという部分なんですが、けっこういろん

な事業所に行ったり、移住してきた方々島の

人たちのいろんな頑張っている方々、あるい

は地域の情報をけっこう足を使って情報を収

集しております。それを島暮らしということ

で、検索をすればホームページとかＳＮＳと

か見れます。情報まだ持って収集しているん

ですが、それがまだ全部出し切れていない状

況で、また４月からリニューアルしてホーム

ページをまた切り替えするということで、毎

朝、出勤しましたら、うちの企画財政課の方

に出勤して９時過ぎまでミーティングをいろ

いろ行って、昨日の結果報告、そしてこの１

週間の取り組み等を確認しあった上で、また

仲原家の方に移動して、向こうの方でいろい

ろ移住相談とか、地域の子育て世代の相談と

か受けたり、本日もやっているんですが、起

業の研修も今日受けております。仲原家の利

活用も含めて、いろんな取り組みを今やって

いる最中です。ただおっしゃるように県外か

ら来ている方なので、どういうふうに島の方

を呼び込もうかというのが、今本人たちちょ

っと頭を悩ませている部分なんですが、僕ら

職員も中に入ってちょっとやってはいるんで

すが、その部分で地域住民を巻き込んだアク

ションプランづくりということで町民と一緒

になっていろいろ行動できないかということ

で、そういうプランというのはそういう基本

的に住民プロジェクトでプランづくりしよう

ということで町民を巻き込んで、そういう行

動をしようということで９のプランが今出来

上がりつつあります。これは今月いっぱいで

公表していきますので、早速４月、５月から

直ぐ走れるように、今準備している最中です。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

人が移住とか定住するとよっぽど大変なこ

となんです。そこで暮らすというのが、本当

に、そこの地域の実情、現状を発信していか

ないと来てしまってから、そうじゃなかった
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とかね、可能性がある。そうすると正確な情

報をやるためには、ある程度島というものわ

かっていないと難しい部分があると思うんで

すよね。一旦来てしまって半年ぐらいで帰っ

てしまうと久米島ノーだったとかね。何か風

評でやると、よけいややっこしい話になって

くるので、このへん彼らは地域活動なんかや

っているんですか。例えば地域の行事に参加

したり、それもさせながら地域をわかっても

らって、それを発信させないと、ただ何処何

処行って話を聞いたりとか、それだけでやっ

てしまうと、あとは皆さんの方で情報の発信

が正しいのか何なのかというのをやっぱりチ

ェックしていかないと、ちょっと方向がおか

しくなる可能性があるので、そのへんをちゃ

んとやっていただいて、その計画の中で数値

目標的なものができているのか、今年は何名

に対してさせようとか、２年後には何名ぐら

い受け入れようとか、受け入れさせたいとか、

これは今からやるのか、やるつもりはあるの

か、ないのか含めてちょっと。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

アクションプランを作るとき、移住、定住

の方法として４つの方向からもアプローチし

ていこうということで、取り組んでいます。

久米島のピーアールの１つ目、議員がおっし

ゃったように海とか、そういう自然部分だけ

じゃなくて、久米島の人々の人間性とか、暮

らしに則した情報発信、開発してリゾート云

々のピーアールではなくて、島の持っている

魅力、確かに都市部と島というのは環境違い

ます。その環境は都市部ではこうなんですが、

島ではこういう不便な部分もありますよとい

う前提で移住して来てもらわないと、先ほど

議員がおっしゃったような移り住んだけど思

っていたのと違うということで去っていきま

す。そういうことを前提にして、そういうこ

とにならないような仕組み作りで人を呼び込

みたいなという部分と、そういう移住希望者

の誤解、すれ違いが生じないように交流の場

とか、お互い理解しあえるような仕組み作り

とか、体制の整備を２点目に考えています。

３点目が、住みよい環境づくりを推進しよ

うということで、子育て支援や福祉とか教育

という部分があるんですが、島にいる子育て

世代に関してもまだ環境整備されていない状

況なんですが、それもまた外から来る人の力

も借りながら、あるいは島が足りない部分を

一緒に話し合いながらそういう住みよい環境

づくりをやっていこうじゃないかと、そうい

うプランを盛り込んでおります。またもう一

つ足りないのが島に必要な人材です。やっぱ

り過疎地域とか離島というのは人が足りな

い、資格者が足りないというのが一番何処も

共通な悩みです。それを移住者で資格を持っ

た方をどうにか移住定住推進で引き込めない

かということで、そういう方々を呼び込むよ

うな仕組みづくり、現在19名ほどの移住、あ

るいは移住したいという方がいらっしゃいま

す。これは彼らがいろんな情報発信とか都市

部での移住フェアでの説明、そしてメール交

換や直接来てもらって島の状況をつぶさに見

てもらう活動の中で、10カ月しか経っていな

いんですが、そういう効果が出てきています。

目標について、定住する人数なんですが、

やっぱり１カ年やってみてどういう効果が出

て、どれぐらいの人がこっちに引き寄せられ

るんだろうかという結果でもって、今後、何
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名目標にしてやっていくかということを新年

度に向けて、話し合いをしている最中です。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

移住、定住にいろんな条件も付けるという

ことも一つあると思うんですが、久米島町が

本当に人口が激減しているのか、誰でもいい

というもんではないんですが、資格者云々と

か、いろんな条件付けてくるとなかなか増え

ない分がある。今回17名、19名問い合わせが

あったりどうのこうのしているんですが、け

っこう良い方向に動いているのかなと思うん

ですが、ある程度、そういうのを交わしなが

ら、人口とにかく増やさんといかん。それも

誰でもいいというもんじゃないんですが、あ

る程度、緩和しながらどんどん増やしていっ

た方がいいのかなと思います。

先ほど僕は数値目標を立てた方が良いよと

いうのは数値目標あることによって人は頑張

るんです。平成26年に観光振興計画作ったん

ですね。それが平成32年までに12万人、彼ら

この数字を見ながら、行政も観光協会もそう

なんですが、必死に頑張る。今は完全にクリ

アしている計画でやって、いいかたちしなが

ら動いている。日々その数字を見ながら頑張

っていたんです。みんな。それを見たときに

やっぱり、その数値目標を作るというのは僕

はいいのかなと、５年後10年後の話じゃなく

て、まず直近の１年、２年の数値を目標に頑

張るという数字があれば頑張れるということ

がありますので、まずは作って、届かなけれ

ば届かなかった出いろんな理由があるかもし

れないんですが、やっぱり数値目標を作って

やった方がいいのかなというふうに思ってい

ますので、こういう分に関しても良いかたち

で動いているらしいので、ぜひ頑張っていた

だきたいと思います。

４点目ですが、久米島高校魅力化ですが、

回答の中では来年度も十何名か、その空き部

屋を利用すればできるということなんで、そ

れで安心はしているんですが、だんだんだん

だん何か良い方向に動いているんですね。全

国ベースで久米島ということ注目されていて

良いかたちで動いている。そういう中で離島

留学が今後どんどん増えてくる可能性があ

る。それに対して久米島町の体力が持つかど

うか非常に問題なんですが、対応できるかど

うか。その回答の中では予算がちょっと赤字

であると、今後どうするかという疑問がある

んですが、久米島高校たんなる廃科問題から

発生して、久米島高校の存続の問題までいき

そうな感じだったんですね。上手い具合に今

行政と民間が動いて久米島高校魅力化事業立

ち上げに、そこまで持っていって、今になっ

ては県の教育庁の方もあまり言わなくなって

いる。久米島町の努力を認めるなり、３年後

に予算無くなったからやめましょうというこ

とになるととんでもない事態になる可能性が

あるので、ぜひその予算をどこかで確保して

いただいて、今までどおり留学生を受け入れ

ながらやっていただきたいんですが、１つ問

題がある。３年前から留学生受け入れている

んですね。現在22名ぐらいですか、ところが

久米島高校退学者がでているんですね。一昨

年１人、去年１人、今年６名でている。実際、

退学なんですが、学校とどうのこうのという

ことではないと思うんですが、いずれにしろ

久米島町としては久米島高校の魅力化事業を

立ち上げて、どんどん外に発信していってい
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るわけですね。良いかたちの中でどんどん留

学生が増えていると、ところが内部を見てみ

るとそういう事態が起きていると、これあま

り表面化やっていないんですが、これ学校だ

けの問題、家庭だけの問題だけじゃなくて、

やっぱり地域の問題として地域の問題として

ちょっと考えていただきたいのは、そこまで

行政も含めて久米島高校存続のために動いて

いる中で、どんどん留学生入ってくる、とこ

ろが島の学生は途中で辞めてしまうというこ

とからすると、ちょっとまたいろいろ問題が

でますので、今魅力化のメンバーと行政との

連携はあまり取られていないんですね、今ね。

去年まで一生懸命頑張ってけっこうこの問題

が落ち着くそうになったんで今完全に離れて

しまう。これ継続して行政も民間も学校も含

めて、この３者でずっと継続していかないと

家庭だけ、学校だけの問題ではなくなってし

まうので、今後せっかく良いかたちで動いて

いるんで、含めて３者で年何回でもいいから

情報交換しながら本当に久米島高校魅力があ

るよということを出していってほしいと思う

んですが、このへんどうなんですかね、今後。

○ 議長 幸地猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

確かに盛本議員のおっしゃるとおりです。

去年28年度寮建設と寮運営、塾運営に取り組

み、スタート期間でしたので、なかなか組織

云々というのが我々としてもできていなかっ

た部分があります。新年度に向けて、学校の

方も離島留学生を迎えて、今年４名の卒業生

を出したんですが、学校環境がだいぶ良くな

っている。それと町営塾を開設したことによ

って学力がだいぶ上がって大学センター試験

に受験する子どもたちが増えているというこ

とで、私立の方でも良い大学に希望者が多く

なっていることはお聞きしております。学校

と寮との関係を密にしていろいろ連携してや

りたいという声を聞いていますので、新年度

に向けて体制づくりをもっと強化する予定で

す。今年13名の入学生が入る予定ですが、一

昨日、留学生の親子と身元引受人の顔合わせ

会もやったんですが、議員の皆さんはじめ、

管理職のみなさんに引き受けてもらって、今

後もいろいろ取り組んでいきたいと思います

ので、今ご指摘のあった、島の子どもたちが

退学者が増えているという要因については情

報収集してもなかなかプライベートでデリケ

ートな部分ですので、何でそういうことが生

じているのかというのもしっかり我々として

は、ご父兄も含めて考えていかないといけな

いことなのかなという感じがしますので、そ

のへんも含めて、今後そういう組織の中で何

が課題なのかという新しい課題を見つけ出し

て、それをよりよい方向に改善できるように

していきたいなと思います。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

魅力化を考える会、発展考える会の中での

主な話題というのは、ほとんど離島留学生の

活躍であるとか、この人たちの進路を含めた

そういう話題が中心になっています。その中

で学校の方からも離島留学生が来たことによ

る島の生徒たちのいろんな成長であるとか良

さが増えてきたというような話題は出てきま

す。例えば表現力、向こうから来る生徒たち

はすごい表現力が豊かです。中には現代版組

踊で２人とも来た子が主役級を演じるといっ
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たようなことであるとか、あるいは生徒会も

この人たちを中心にどんどん活性化してい

る。そういう中で島づくりプロジェクトとい

う総合学習があるわけなんですが、そのグル

ープごとで全生徒が島の課題について問いを

見つけて、じゃあどうすれば良くなっていく

か課題を解決できるかといったような総合学

習の中で、この生徒たちが島の生徒たちに与

えた影響は非常に大きいと思います。毎年、

総合学習の発表会を見に行くわけなんです

が、発表している子は、勿論、離島留学生の

子もいるわけなんですが、逆に島の生徒たち

の方が一生懸命これを学習したことを堂々と

表現して発表しているというようなことに関

しては、この離島留学生の影響は島の生徒に

とってすごくいい影響になっているというふ

うには思っています。ただ、今後は確かに生

徒指導面について、実際はどうなのかという

ところは全くなされていなかった分ですの

で、発展を考える会の中でもそういった情報

交換はこれからやっていく必要があるのかな

というふうに考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

そうですね、いま教育長がおっしゃったよ

うに、発展を考える会の中ではおそらくそう

いうことしか話題になる。離島留学生をどう

するかということしか話題にならなかったん

ですが、現にそういう問題もありますので、

久米島高校魅力化事業というのがどこまで踏

み込んでできるかということを含めて、今後

議論していただいて、本当に久米島高校魅力

あるよという部分を出していった方がいいの

かなと思っていますので、今後とも一つ行政

が中心になるのか、魅力化事業のメンバーが

中心になるのか、学校が中心になるのかわか

らないんですが、久米島高校発展のために今

後また頑張っていただきたいと思います。

これで通告した分は終わるんですが、これ

から通告外のことをやるんですが、通告して

いないのでできる範囲で答えていただきたい

と思います。

最近情報が入って６月議会まで持ち越すの

がちょっと時機を逸する可能性があるので今

回ある程度考え方を聞きたいと思うんです

が、副町長、現在、観光協会の理事になって

いますね。先月、理事会あったと思うんです

が、観光協会が７名辞める情報が入ってきて、

先ほどは僕はいい話をしたんですが、今ずっ

と観光伸びてきている。その中で７名辞める

という情報を聞いているかどうか。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの盛本議員の質問にお答えしま

す。先月、観光協会理事会に参加しました。

その中でも今年は家庭の事情等々で６名辞め

るということを話していますが、その中で、

会長そして理事の皆さんが１回に６名辞める

のはちょっと厳しいんではないかということ

で、その中で何名かは話をして留めるという

こともありますので、今６名、一気に辞める

ということではなくて、３名ぐらいにはなる

のかなとは思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

現在、商工観光課が観光協会と同じ棟にい

ます。それの理由としては観光協会をサポー
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トしていくと、体質も強化していくというこ

とでやったと思うんですが、一時はいいかた

ちで動いていたらしいんですが、ここにきて

こういう事態がでてきている。

もう既に４月から新しい事業が始まるとい

う中で、それ観光協会対応できるかどうかと

いうこと含めてなんですが、ここの方針とし

て町として観光協会をどうするのか、補助金

も出しているわけですから、今日答えなくて

もいんですが、町としてもそういう《 》が

あるよという部分はちゃんと認識していただ

いて、今後、対応していただきたいというの

と。町長、観光バス事業所撤退しますよね。

１社が撤退するという話を聞いているんです

が、先だっても僕社長と会って、現在、観光

伸びているんで、そのまま継続できないかと

いう話やったんだが、彼らはどうしても６月

に引きたいという状況なんですね。それも含

めて、11万おそらく今年超すでしょう。来年

いきなりやってしまうと、これ観光関連事業

所だけじゃなくて一般町民も結局負担かかる

可能性ある。観光客減ってくるとエアーが減

便してくる。今の生活の足が困難な状態の中

で便数減便になってくると、よけい生活にも

不安がでてくる可能性があるんですね。これ

も含めて町長あと担当課も含めてちょっと議

論をしながら早めに対策を立てていただきた

いと思います。

そうすることで回答いらないんですが、あ

と１点ですが、現在、職員の資質の向上とか

で、県、国に派遣していると思うんですが今

年もやるんですね。６月中にやると思うんで

すが、現在、市町村課とか、沖総とか、たぶ

ん内閣府とやっていると思うんですが、通告

するのを忘れていたのが、この水道で見てみ

ると、水道行政かなり遅れている。工事その

ものもそうなんですが、人の命を預かってい

る水道関係者にそういう資格を持っている方

がいるのかどうか。いると思うんですが、今

後そういうことの職員を育てていかないと、

ちょっとまずいのかなと思うんですが、この

へんどうなんですか。今後、水道関係者の職

員を県に派遣して研修受けさせたりいろんな

ところで勉強させる気持ちはないかどうか、

そのへんちょっと。

○ 議長 幸地猛

休憩します。 （午後３時00分）

○ 議長 幸地猛

再開します。 （午後３時01分）

町長 大田治雄

○ 大田治雄町長

水道事業においても今の盛本議員の質問に

お答えしますが、将来的には今資格者がおり

ます。彼があと２年か３年だと思いますが、

これは私が水道課にいる時分から将来的には

維持修理関係は民間委託できるような仕組み

を考えたらどうかと前課長時代にも投げたこ

とありますが、ここにおいてはそういう方向

でやった方がいいのか、全て今までどおり職

員がやった方がいいのか、そのへんも視野に

入れて現場の意見を聞いて行くべきと思って

おります。資格者においては研修を受けさせ

れば当然、可能なことではありますが、今他

のものも含めて、研修をいろいろやっており

ますが、その分野においては、今現在は資格

者がおります。これは航空の電源局舎も同じ

ことで、資格者が要しますので、今後におい

てはそういうものも含めて専門の分野の研修

も派遣できるようなかたちで考えていきたい

と思っております。
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○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

ぜひやっていただきたいと思います。現場

として上下水道課長、現状で、これで資格者

がいる資格者は本当に大事だと思うんです

が、水道に関してはね。人が飲む、これは生

命にかかる状況の中で、現状どういう動きな

のか、行政として、行政マンとして、この資

格者いま１人いるとは言っているんですが、

現場だけ、内部も必要なのか、そのへん含め

てちょっと。

○ 議長 幸地猛

休憩します。 （午後３時02分）

○ 議長 幸地猛

再開します。 （午後３時03分）

真栄平建正上下水道課長。

○ 上下水道課長 真栄平建正

お答えします。今現在、現場の方に１人資

格者がおります。町長からもありましたよう

にあと２年で退職ということになります。こ

の資格者の取得については日本水道協会が主

催する講習、それを終了することによって資

格が得られるというようなかたちで町の水道

技術管理者については、そういったかたちで

職員派遣しまして、資格を取得しております。

管理者と資格者の責任分担なんですが、経営

運営については、管理者の担うものというこ

とで、水質、安全給水に関しては技術管理者

の責任の下に行うということでの位置づけが

なされております。できましたら資格者１人

ではなくして、いろんな相談しながら技術向

上を図っていくということを非常に大事なこ

とではないのかなというふうに思います。確

かに水道は生命の元となるものですので、そ

れについては、我々も資質向上について、そ

して人材の育成について前課長そして前々課

長共通の課題ということで引き継ぎを受けて

おります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

町長、現場もそういうことを言っています

ので、ぜひ技術者を増やしていただいて本当

に相談できるような環境をつくりながら町民

の生命を預かるような業務をしていただきた

いと思います。

ちょっと時間がないんですが、最後に町長、

僕はある住民から１回聞かれたことがあるん

ですが、久米島町はどの方向を向いて頑張っ

ているんですかと、一言で表現してください

と言われたんです。言えなかったんです。執

行部の皆さんに聞くんだけれども、久米島町

はどういう方向制をもって向かっていってい

るんですかと言われたときに一言で言ってく

ださいと言われたときに、どう答えるかなん

です。町長もまんべんなく町民の福祉に対し

ては寄与していきたいという考えをもってい

るかもしれないんですが、どこかで久米島町

をピーアールするようなキャッチフレーズと

いうか、それを出してもらいたい。清水小学

校の校門にアーチがあるんですが、見たこと

あります？ これ誰でも簡潔明瞭に書かれて

いるんです。

○ 議長 幸地猛

休憩します。 （午後３時04分）

○ 議長 幸地猛

再開します。 （午後３時05分）

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員
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教育長が現場時分に、あいさつ日本一、聞

く態度日本一、きれいな学校日本一という子

どもたちをこれを見ながら毎日学校行く挨拶

よくなりました。学校もきれいになりました。

聞く態度もよくなりました。久米島町も町民

がわかりやすいようなキャッチコピーをばー

っと打ち出して、そこで横断幕あるじゃない

ですか幕垂れるやつが、そこで深層水の町、

何とかでもいいし、深層水で島おこしとかね、

そういう久米島モデルを実現させようとか、

１つのキャッチコピーを出した方が町民にと

っては、それに向かって久米島町頑張ってい

るなという部分で出てくると思いますので、

ぜひそのへんも、大田カラーを出すようなか

たちの中で、ぜひやっていただきたいと思い

ます。以上で終わります。

（盛本實議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで盛本實議員の一般質問を終わりま

す。

以上で、一般質問は通告議員全員終了しま

した。

日程第３ 議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議員派遣についてを議題としま

す。お諮りします。

議員派遣については、３月13日午後１時か

ら予算事業関係の現場調査を全員で行うこと

にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。

議員派遣については、３月13日午後１時か

ら全議員による現場調査を行うことに決定し

ました。

本日の議事日程は全て終了しました。

これにて散会いたします。

お疲れ様でした。

（散会 午後３時06分）
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（午前 10時05分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。日程に入る前に報告します。議

席４番崎村正明議員から所用のため遅れると

の報告がありました。本日の議事日程は予め

お手元に配布したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行い

ます。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番饒平名智弘議員、１

番喜久村等議員を指名します。

日程第２ 平成29年度久米島町一般会計予

算

平成29年度久米島町国民健康保

険特別会計予算

平成29年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算

平成29年度久米島町水道事業会

計予算

平成29年度久米島町下水道事業

特別会計予算

○ 議長 幸地猛

議案第６号、平成29年度久米島町一般会計

予算について。

議案第７号、平成29年度久米島町国民健康

保険特別会計予算について。

議案第８号、平成29年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算について。

議案第９号、平成29年度久米島町水道事業

会計予算について。

議案第10号、平成29年度久米島町下水道事

業特別会計予算についてを一括議題としま

す。

以上の５件については審査を予算審査特別

委員会に付託してありましたので、予算審査

特別委員長の報告を求めます。

安村達明予算審査特別委員長。

（安村達明予算審査特別委員長登壇）

○ 予算審査特別委員長 安村達明

みなさんおはようございます。平成29年度

予算審査特別委員会委員長報告を行います。

予算審査特別委員会委員長の安村達明でござ

います。３月８日の本会議において、予算審

査特別委員会に付託されました議案は、

議案第６号、平成29年度久米島町一般会計

予算について。

議案第７号、平成29年度久米島町国民健康

保険特別会計予算について。

議案第８号、平成29年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算について。

議案第９号、平成29年度久米島町水道事業

会計予算について。

議案第10号、平成29年度久米島町下水道事

業特別会計予算についての５会計予算であり

ます。

３月８日の本会議での質疑後、議長を除く

全議員で構成する予算審査特別委員会に付託

されました。

さらに３月14日、15日の２日間にわたり、

執行部から関係職員の出席のもと、各款ごと

に予算科目を分割して審査を行いました。

はじめに、平成29年度久米島町の予算概要

につきましては、一般会計歳入歳出の予算総

額は72億1千679万7千円で、対前年比1億9千1

40万3千円（2.6％）の減額になっています。
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次に、予算審査特別委員会では、多くの質

疑がありましたが、その中から主の内容を報

告します。

総務使用料の移住定住促進住宅使用料92万

円を計上しているが、どのような要因で前年

度の倍額になっているのか、との質疑に対し、

地域おこし協力隊が教員宿舎の空き地施設を

使用しており、当初予算計上の際には金額が

確定しておらず、再計算に伴う増加です。と

の答弁でした。

ふるさと寄附金推進事業として、3千599万

5千円を計上しているが、金額の根拠とどの

ような内容か、との質疑に対し、従来どおり

の項目としまして、全国離島甲子園と児童生

徒遠征費への補助で、新規の項目はふるさと

チョイス、ヤフー交付金手数料、返礼品とし

ての特産品を取り扱う業者への委託料等との

答弁でした。

地方交付税が減額されているが、これから

毎年減額されるのか、算定はどうなるのか、

との質疑に対し、合併して10年間は交付税を

合併算定していきますが、10年から15年まで

は段階的に落ちていき、平成29年度が激減緩

和策の最終年度で、平成30年度からは一本算

定になり、約1億円の減額を見込んでいます

との答弁でした。

風の帰る森プロジェクト事業は、建築につ

いては今年発注するのか、事業主体はどのよ

うになっているのか、との質疑に対し、平成

28年度に実施計画をし、建築も年度発注の予

定でしたが、遅れたため明許繰越をして、平

成29年度で実施しますとの答弁でした。

先日、火葬場の火葬設備の不具合があった

が、どのような故障なのか、またその原因に

ついてはどうなっているか、との質疑に対し、

高圧線の電柱から来ている引き込み線の部分

で、電気系統の故障による停電との報告があ

り、翌日には復旧しています。機器につきま

しては、毎年定期的に点検をして対応してい

きますとの答弁でした。

地産地消推進事業の現状説明と委託等につ

いて、どのような状況になっているか、との

質疑に対し、この事業は３年前にＮＰＯ久米

島と連携し推進してきましたが、人材の確保

など運営面が厳しくなり、現在は中断してい

る状況にあります。今後は地域おこし協力隊

制度を活用し、先進地の上勝町と連携しなが

ら推進していきます。との答弁でした。

それから結婚披露宴助成金について、今年

度の実績と利用者を増やすための方法につい

て検討しているか、との質疑に対し、平成28

年度の現時点での実績は３件の利用があり、

合計で125万円の実績があります。助成制度

の周知につきましては、助成を受けた方々へ

のアンケート調査の実施や婚姻届で来た方に

パンフレットで案内をし推進しています。と

の答弁でした。

各地域に出向いて、町長のトップセールス

や各団体の企画イベント・研修等で久米島町

の産業を広くアピールできると思うが。宮城

県仙台市で全国和牛共進会の関連で交流の支

援はできないか、との質疑に対し、各団体か

らも要望があり、補助金交付要綱の基準に基

づいて審査をした上で、公平感を持って対応

していきたいとの答弁でした。

地域おこし企業人交流プログラム事業につ

いて、事業内容と委託先はどうなっているか、

との質疑に対し、この事業は平成28年度から

特別交付税で財源措置をし、委託先はコンソ

ーシアム事業法人で、事務局は派遣職員を常
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駐してもらい一緒に進めています。との答弁

でした。

ＦＭくめじまの不感地帯については、３年

経過して改善されていないが、今後の流れに

ついてどのようにしていくのか、との質疑に

対し、現在ある防災用拡張スピーカーの柱を

活用し、ＦＭの受信ができるようなシステム

ができないか、防災担当課と調整を進めてい

きます。との答弁でした。

久米島町防災条システム整備事業の内容に

ついて伺いたい、との質疑に対し、防災計画

の見直し事業の中で、防災ラジオの不感地帯

や防災無線の不感地帯を解消し、全ての人に

防災情報が行き渡るよう、防災情報システム

の事業導入に向けて基本計画を策定するもの

です。との答弁でした。

町民税、固定資産税、軽自動車税の滞納繰

越分の徴収については、どのように対応して

いるかの質疑に対し、納期を過ぎて20日まで

納付がない場合は督促状を送り、その後電話

や勧告状を送り、事情がある方については納

税相談を行います。半年以上も経過し相談が

ない方には滞納処分の通知を送り、その後も

納付や相談がない方については、金融機関の

預金調査を行い、滞納処分をする流れになっ

ていますとの答弁でした。

グリーンビュー阿里の維持管理について、

以前から適正に管理されていないが、今後の

対応についての質疑に対し、例年どおり定期

的に草刈り作業し、ギンネムが繁茂している

所は一部重機で整備する予定です。今後、他

にも良い管理方法がないか話し合いながら検

討していきます。との答弁でした。

新しい火葬場の建設整備について、現状と

今後のスケジュールについて伺います。との

質疑に対し、今月24日に建築設計が完了し、

４月から工事の着工をします。関係する備品

や外構、駐車場、取り付け道路も含めて、平

成30年３月に完了し、４月１日の供用開始を

予定しています。の答弁でした。

次に平成29年度久米島町国民健康保険特別

会計予算について、国保税の徴収率は、何パ

ーセントか、県内で何番目に位置しているか、

徴収率が下がった原因は、との質疑に対し、

平成27年度の徴収率が90.58%で、県内ランキ

ングでは40位です。また、収納率が下がった

原因につきましては、督促状、催告状、その

後調査し、差し押さえを行っていますが、な

かなか伸びない現状にあります。今後、収納

率の向上に向けて取り組みを強化していきま

す。との答弁でした。

次に、平成29年度久米島町後期高齢者医療

特別会計予算については、特に質疑はありま

せんでした。

次に、平成29年度久米島町水道事業会計予

算について、町の水道について、土地改良区

のダム分水協定の契約水量と契約の年数はど

うなっているかとの質疑に対し、儀間ダムか

らの取水量1,600トンは水利権として水道事

業でもっており、不足する水量については、

仲里土地改良区と協定を交わし取水しており

ます。期間は10年間として協定書を交わして

います。

具志川浄水場は、白瀬ダムから日量2,700

トン、ヤンガー池２号から渇水時に1,440ト

ンで、期間は10年間として協定書を交わして

います。との答弁でした。

ダムの水質検査について、現在はどのよう

な状況か、という質疑に対し、農薬検査につ

きましては、義務づけされており、毎年の検
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査では基準値内であるとの結果がでていま

す。との答弁でした。

次に、平成29年度久米島町下水道事業特別

会計予算については、特に質疑はありません

でした。

以上が、予算審査特別委員会に付託されま

した、一般会計、水道事業会計、特別会計に

ついて、質疑の概要を申し述べました。

予算審査特別委員会ではたくさんの質疑が

出ましたが、多くの面で割愛させていただき

ましたことをご容赦下さい。

質疑を終了し討論に入りましたが、賛成、

反対の討論はありませんでした。

続いて採決に入り、議案第６号、議案第７

号、議案第８号、議案第９、議案第10号につ

いて、採決の結果は、全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決定しました。

以上で、報告を終わります。

（安村達明予算審査特別委員長降壇）

○ 議長 幸地猛

以上で予算審査特別委員長の報告を終わり

ます。

委員長報告に対する質疑を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。

（多数「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員長報告に対する質疑は省略することに

決定しました。

日程第２、まずはじめに、議案第６号、平

成29年度久米島町一般会計予算について議題

とします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第６号、平成29年度久米島町

一般会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第６号、平成

29年度久米島町一般会計予算については委員

長報告のとおり可決されました。

日程第３、議案第７号、平成29年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第７号、平成29年度久米島町

国民健康保険特別会計予算についてを採決し

ます。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第７号、平成

29年度久米島町国民健康保険特別会計予算に

ついては委員長報告のとおり可決されまし

た。

○ 議長 幸地猛

日程第４、議案第８号、平成29年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを議



- 157 -

題とします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第８号、平成29年度久米島町

後期高齢者医療特別会計予算についてを採決

します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第８号、平成

29年度久米島町後期高齢者医療特別会計予算

については委員長報告のとおり可決されまし

た。

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第９号、平成29年度久米島

町水道事業会計予算についてを議題としま

す。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第９号、平成29年度久米島水

道事業会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第９号、平成

29度久米島町水道事業会計予算については委

員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 幸地猛

日程第６、議案第10号、平成29年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第10号、平成29年度久米島町

下水道事業特別会計予算についてを採決しま

す。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第10号、平成

29年度久米島町下水道事業特別会計予算につ

いては委員長報告のとおり可決されました。

日程第７ 久米島町過疎地域自立促進計画

の変更について

○ 議長 幸地猛

日程第７、議案第20号、久米島町過疎地域

自立促進計画の変更についてを議題としま

す。

本案については提案理由の説明を求めま

す。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは議案第20号、
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久米島町過疎地域自立促進計画の変更につい

て。

久米島町過疎地域自立促進計画、別紙のと

おり変更したいので、過疎地域自立促進特別

措置法第６条第７項の規定により議会の議決

を求める。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、事業内容の追加等

により計画の変更を要するため、これがこの

議案を提出する理由であります。

なお、次ページの次の方に平成28年度から

平成32年度までの過疎地域自立促進計画書を

添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから日程第７、議案第20号、久米島町

過疎地域自立促進計画の変更についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、日程第７、議案第

20号、久米島町過疎地域自立促進計画の変更

については原案のとおり可決されました。

日程第８ 久米島町辺地総合整備計画の策

定について

○ 議長 幸地猛

日程第８、議案第21号、久米島町辺地総合

整備計画の策定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第21号、久米島町辺地総合整備計画の

策定について。

久米島町辺地総合整備計画（平成29年度か

ら平成33年度）の策定について。

辺地に係る公共的施設の総合整備のための

財政上の特別措置等に関する法律、第３条第

１項の規定に基づき議会の議決を求める。

平成29年３月８日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、久米島町辺地総合

整備計画の策定に伴い議会の議決を得る必要

があります。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、次ページの方から各地域の総合整備

計画（案）を、添付しております。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。
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○ 議長 幸地猛

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第21号、久米島町辺地総合整

備計画の策定についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第21号、久米

島町辺地総合整備計画の策定については原案

のとおり可決されました。

日程第９ 平成28年度久米島町一般会計補

正予算（第８号）について

○ 議長 幸地猛

日程第９、議案第23号、平成28年度久米島

町一般会計補正予算（第８号）についてを議

題とします。本案については提案理由の説明

を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

それでは議案第23号、平成28年度久米島町

一般会計補正予算（第８号）の概要について

ご説明申し上げます。予算書の１枚目をお開

き下さい。

平成28年度久米島町一般会計予算の補正予

算（第８号）は次に定めるところによるもの

であります。

第１条で 繰越明許費の補正、繰越明許費

の追加は第１表、繰越明許費補正によるもの

であります。

内容としましては、次のページになります

が、２款１項総務管理費の沖縄振興特別推進

交付事業の子育て支援事業で年度内完了予定

となっておりました遊具設置工事において、

遊具の納品遅延により、４月末に工期を延長

することとなったためであります。

また、債務負担行為の承認を行っておりま

した６款３項水産業の浮魚礁漁場整備事業及

び８款１項の土木管理費の比嘉公民館建設事

業を追加するものであります。

以上が、平成28年度久米島町一般会計補正

予算（第８号）の概要となっております。

平成29年３月28日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

繰越明許費なんですが、実はこの子育て支

援事業ふれあい公園なんですが、あのへんの

工事について、私ほとんど地鎮祭に参加して

います。その席の中でも実は雑談的に出まし

た。こんな特殊な施設工事をとてもじゃない

けど間に合いませんよと、最初からわかって

いることなんですよ、これ。わかっているに

も関わらず、これはどこかな担当課は、発注

する、しかも今頃上がってくる。ちょっと意

味よくわからん、課長はこれ把握していまし

た？ 間に合わないということ。発注時点か

ら。

それと一緒にいきますが、浮魚礁の方は31

万2千円しか使っていないんだよね。こんな
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繰越ってあるの。工事の半分とかだったらわ

かるけど、この31万2千円は内容なんですか。

それどちらか担当で答えてください。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。今回、遊

具につきまして、確かに大型遊具ということ

で、工期の方もいろいろ調整しながら発注し

たんですが、当初、大丈夫ということで発注

しています。ただ今回受けているメーカーの

方で、不具合がありまして、担当している職

員の病休、それから大型機械３機あるんです

が、その中の１機が故障したということ等々

ありまして、どうしても厳しい状態になって

おります。そのへんいろいろ詰めて工期に間

に合わすように頑張ったんですが、どうして

も厳しいということで、今回繰越となってお

ります。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

浮魚礁について、お答えいたします。浮魚

礁について使用した金額は、県との事務調整

の旅費となっております。そして繰り越した

大幅な理由といたしましては、今回から久米

島周辺近海で操業している九州、主に宮崎漁

協との調整をしないと浮魚礁設置できないと

いうものに変わりまして、その調整が大幅に

遅れまして、どうしても繰越して、実施しな

いといけない理由になりましたので、ここま

で遅れております。

そして宮崎の方から次回から設置する場合

はある程度、向こうのはえ縄の関係もありま

すので、それの影響の無いところに、また今

後調整して設置しようという協議にも入って

おります。

○ 議長 幸地猛

９番喜久村等議員。

○ ９番 喜久村等議員

最初の公園のものなんですが、あのへんは

当然潮風が吹いてきて、どうしても錆びてし

まうということで、皆さんよく考えて確かオ

ールステンですよね。オールステンは良いん

ですが、ステンの場合は夏の日差しの強いと

きには触れないほど熱くなるんだよね。この

へんのことを対応するすべは考えているの

か、子どもたちが触った場合に、やけどのお

それはないか、それ確認したいと思います。

それと浮魚礁の方なんですが、新しい情報

で非常に良い参考になる意見が出たんです

が、他県との調整ただね31万7千円が旅費と

いうのはちょっと多すぎない？ 再度答えて

ください。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。滑り台等

が入っていまして、これにつきましては直射

日光で熱が上がりますんで、そのへんについ

てはシート、ビニール製、そういった熱を抑

える特殊な物を入れていますんで、そのへん

で対応していきます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまの再質問について、今手元に資料

がございませんので、あとで担当からちゃん

とした支出の資料を求めて提示したいと思い

います。よろしくお願いします。
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○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第23号、平成28年度久米島町

一般会計補正予算（第８号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第23号、平成

28年度久米島町一般会計補正予算（第８号）

については原案のとおり可決されました。

日程第10 阿里ゆんたく館指定管理者の指

定について

○ 議長 幸地猛

日程第10、議案第24号、阿里ゆんたく館指

定管理者の指定についてを議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第24号、阿里ゆんたく館指定管理者の

指定について。

阿里ゆんたく館の指定管理者を次の団体に

指定したいので、地方自治法第244条の２第

６項の規定により議会の議決を求める。

記

１.施設の名称及び位置

阿里ゆんたく館

久米島町字仲泊841番地の１

２.団体の名称

沖縄県農業協同組合久米島支店

住 所 久米島町字謝名堂905の15

代 表 者 支店長 上江洲 毅

３.指定の期間

平成29年４月１日から平成34年３月31日

まで

平成29年３月28日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

現行の指定管理の期間が、平成29年３月31

日で終了するため指定管理者を再指定する必

要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、次ページの方に沖縄県農業協同組合

久米島支店さんの方から申請書が届いていま

すので添付しております。

ご審議よろしくお願いいたします。

(桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久村等議員。

○ ８番 喜久村等議員

阿里館、議運の席でも疑問点があったんで

質問したんですが、質問前に答えてくれたら

質問する必要なかったんだが、僕も実はわか

らないんだが、あれＪＡ具志川支店と建物１

つじゃないかなと思うんですよ。別ですか、

あれ、どこかで切れているのかな。それ答え

てください。

その阿里ゆんたく館を指定管理することに
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おいて、金の動きはあるのか、ないのか、入

ってくるのか、出るのか、その２つ答えてく

ださい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまの質問にお答えします。ＪＡの久

米島具志川支店につきましては、ＪＡの予算

で別棟で建てられておりまして、ゆんたく館

は比屋定の展望台とか、奥武島のキャンプ場

とかを整備した新山村という事業で整備した

別棟の建物になっております。

そこの建物につきましては、使用料が27年

度決算で27万3千900円それに対して運営費、

支出の部が167万2千738円、残りの差額の部

分をＪＡさんが約139万8千838円、負担して

運営しております。公募にかけましたがＪＡ

さん以外、応募するところがございませんで

したので、ＪＡさん指定管理ということにな

っております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第24号、阿里ゆんたく館指定

管理者の指定についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第24号、阿里

ゆんたく館指定管理者の指定については、原

案のとおり可決されました。

日程第11 久米島町職員の勤務時間、休暇

等に関する条例等の一部を改正

する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第11、議案第25号、久米島町職員の勤

務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第25号、久米島町職員の勤務時間、休

暇等に関する条例等の一部を改正する条例に

ついて

上記議案を提出する。

平成29年３月28日提出

久米島町長 大田治雄

第１条の久米島町職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部改正、そして中程にあり

ますが、第２条の久米島町職員の育児休業等

に関する条例の一部改正。

そして後ろの方になりますが、第３条の久

米島町一般職の任期付き職員の採用等に関す

る条例の一部改正とも、大枠の中で左が改正

前、右が改正後となります。また大枠の中で

下線の引かれている部分が今回の改正内容と

なっております。

最後の方になりますが、附則としまして、

この条例は平成29年４月１日から施行する。

提案理由でありますが、人事院勧告及び沖

縄県人事委員会勧告、育児休業法改正の意見

の申出及び勤務時間法改正を受け、久米島町
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職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び久

米島町職員の育児休業等に関する条例並びに

久米島町一般職の任期付き職員の採用等に関

する条例を改正する必要がある。これが、こ

の条例を提出する理由であります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

１件だけ、今読んでわかりましたが、第２

条、これは訂正箇所下線引いているところと

あるんですが、第２条改正前と違っていると

ころは、ただし特別の勤務に従事する職員の

勤務時間だけが訂正の箇所だと思うんです

が、どんなですか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時43分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時44分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの赤嶺議員の質問にお答えいたし

ます。これはこの部分については人事院勧告

等に変わりなく、今回、訂正をしているとこ

ろなんですが、１週間の勤務時間というのは

普通の一般職であれば１週間に38時間45分と

なっておりますが、空港管理事務所であると

か、保育所などシフトで勤務している場所に

ついては、４週間を超えない期間につき１週

間あたり38時間45分としています。この表現

を県の条例に合わせて訂正をしたところでご

ざいます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第25号、久米島町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第25号、久米

島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例については、原案のとお

り可決されました。

日程第12 専決処分の報告（スハラ地区水

管理施設設置工事請負契約の一

部変更）について

○ 議長 幸地猛

日程第12、報告第１号、専決処分の報告（ス

ハラ地区水管理施設設置工事請負契約の一部

変更）についてを議題とします。

提出者から報告を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第１号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により議

会において指定されている事項について別紙

のとおり専決処分したので、同条第２項の規
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定により報告する。

平成29年３月28日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方になりますが、専決第

１の１号、専決処分書、平成27年第５回久米

島町議会定例会定例会で議案第42号をもって

議決された「スハラ地区水管理施設設置工事

請負契約」についての一部を、次のとおり変

更することについて、地方自治法第180条第

１項の規定により議会において指定されてい

る事項について、次のとおり専決処分する。

記

契約金額中「57,996,000円」を「59,454,0

00円」に変更する。

理由でありますが、平成27年第５回久米島

町議会定例会で議案第42号をもって議決され

た「スハラ地区水管理施設設置工事請負契約」

についての一部変更の必要が生じたため、地

方自治法第180条第１項の規定により専決処

分の報告する。

平成28年１月５日

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に改定契約書の写しを

添付しております。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

以上で報告第１号に対する説明は終わりま

す。

これから質疑を行います。

議席８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

この報告書につきましては、丁寧に全協の

方で説明し、さらに資料も詳しく揃えてあり

ます。その経緯を聞きましたところ、県の事

務検査が入るということで、もう一回チェッ

クしたところ行政側で気づいたと、私これを

聞きまして喜びました。今まで私は建設課に

対して非常に厳しくやってきたんですが、こ

んだけの資料も揃える、しかも事前に、これ

を見つけたということで検査官に対し、この

資料が足りませんと、申し出たことは非常に

よく頑張ったなと職員思います。ただこれは

過年度に２年前のやつだから、今後は、こう

いうことがないように一言だけコメントいた

だきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

この報告は、平成27年度の繰越事業で28年

度に繰越して５月31日の完了検査をもって事

業は終結しております。その事務検査が今月

の３月16日にありまして、そういう書類チェ

ック当然やります。その中で見つめました。

今後は、この改定契約書の今配られている14

5万8千円だけの決済だけでは到底管理職とし

ても事案として見つけられることができませ

んので、元契約、要は議決事項の契約書等々

全て今後は元契約をくっつけて改定契約をす

るということで指導していきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

日程第13 日米地位協定の見直しに関する

意見書について

○ 議長 幸地猛

日程第13、意見書第１号、日米地位協定の
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見直しに関する意見書についてを議題としま

す。提案者の提案理由の説明を求めます。

12番翁長学議員

（翁長学議員登壇）

○ 12番 翁長学議員

意見書第１号、日米地位協定の見直しに関

する意見書。

上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第１項及び第２項の規定により提出します。

久米島町議会議長 幸地猛 殿

提出者 久米島町議会議員 翁 長 学

賛成者 久米島町議会議員 饒平名智弘

久米島町議会議員 喜久村等

我が国には、日米安全保障条約に基づく日

米地位協定によって、31の都道府県に131施

設、約９万８千ヘクタールの米軍基地施設が

所在している。

米軍基地を抱える全国の町村は、我が国の

防衛安全保障の一翼を担う一方、米軍基地の

存在による住民生活の過重な負担を抱えてい

る。

特に、全国の米軍専用施設の約71％を占め

る沖縄県においては、米軍基地から派生する

事件・事故や航空機騒音、環境問題、並びに

米軍人・軍属等による犯罪が、戦後71年を経

た今日においてもなお後を絶たず、地域住民

の生活に多大な影響を及ぼしている。

日米地位協定は、日米を取り巻く安全保障

体制や我が国の社会環境が大きく変化してい

るにもかかわらず、昭和35年に締結されて以

来、50年以上もの間、１度も改正されていな

い。

これまで運用改善や環境補足協定の締結が

なされてはいるものの、米軍基地から派生す

る様々な事件・事故等から国民の生命・財産

と人権を守るためにはまだ不十分で、根本的

な解決のためには日米地位協定を抜本的に見

直す必要がある。

よって、日米地位協定を抜本的に見直しさ

れるよう、強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成29年３月28日 提出

久米島町議会議長 幸地猛

あて先

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣

内閣官房長官 沖縄及び北方対策担当大臣

外務省沖縄特命全権大使 沖縄防衛局長

（翁長学議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから意見書第１号、日米地位協定の見

直しに関する意見書についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、意見書第１号、日

米地位協定の見直しに関する意見書について

は原案のとおり可決されました。

日程第14 地方議会議員の厚生年金制度へ
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の加入を求める意見書について

○ 議長 幸地猛

日程第14、意見書第２号、地方議会議員の

厚生年金制度への加入を求める意見書につい

てを議題とします。

提案者の提案理由の説明を求めます。

13番饒平名智弘議員

（饒平名智弘議員登壇）

○ 13番 饒平名智弘議員

意見書第２号、地方議会議員の厚生年金制

度への加入を求める意見書

上記の議案を、会議規則第14条第１項及び

第２項の規定により提出します。

久米島町議会議長 幸地猛殿

提出者 久米島町議会議員 饒平名智弘

賛成者 久米島町議会議員 喜久村 等

賛成者 久米島町議会議員 盛 本 實

地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体

の自由度が拡大し、自主性及び自立性の高ま

りが求められる中、住民の代表機関である地

方議会の果たすべき役割と責任が格段に重く

なっている。

また、地方議会議員の活動も幅広い分野に

及ぶとともに、より積極的な活動が求められ

ている。

しかしながら、一昨年実施された統一地方

選挙において、町村では議員への立候補者が

減少し、無投票当選が増加するなど、住民の

関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大

きな問題となっている。

こうした中、地方議会議員の年金制度を時

代に相応しいものにすることが、議員を志す

新たな人材確保につながっていくと考える。

よって、国民の幅広い政治参加や地方議会

における人材確保の観点から、地方議会議員

の厚生年金制度加入のための法整備を早急に

実現するよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成29年３月28日提出

久米島町議会議長 幸地猛

あて先

衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣

内閣官房長官 財務大臣 総務大臣

厚生労働大臣

（饒平名智弘議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから意見書第２号、地方議会議員の厚

生年金制度への加入を求める意見書について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、地方議会議員の厚

生年金制度への加入を求める意見書について

は原案のとおり可決されました。

日程第15 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第15、閉会中の議員派遣についてを議
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題とします。

お諮りします。議員派遣については別紙の

とおり派遣することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については別紙のとおり派遣すること

に決定しました。

○ 議長 幸地猛

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

本定例会は３月８日から本日までの21日間

の会議日程で開催されました。議員並びに執

行部のご協力により無事終了することができ

ました。ここに深く感謝申し上げます。

これをもって平成29年第１回久米島町議会

定例会を閉会いたします。

お疲れ様でした。

（閉会 午前11時00分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号13番） 饒平名 智 弘

署名議員（議席番号１番） 喜久村 等


